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整
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あ
は
き
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術
の
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養
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一
部
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ら
実
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　柔整合格率は
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特集①

柔
整・あ
は
き
施
術
の
療
養
費
の
一
部
改
正
―
５
月
１
日
か
ら
実
施
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柔
整
検
討
委
で
は
改
定
率
に
つ
い
て
、こ
れ
ま
で
保
険
者

代
表
委
員
（
保
険
者
側
）
が
「
保
険
料
負
担
は
限
界
に
来
て

お
り
、
低
成
長
、
マ
イ
ナ
ス
成
長
の
中
で
賃
金
も
下
が
っ
て

き
て
い
る
た
め
、
引
き
下
げ
の
方
向
を
」
と
し
て
い
た
の
に

対
し
施
術
者
代
表
委
員
（
施
術
側
）
は
「
柔
整
療
養
費
の
伸

び
は
、
国
民
医
療
費
の
伸
び
を
下
回
っ
て
い
る
」「
柔
整
師

の
生
活
は
苦
し
く
、
電
気
料
金
の
値
上
げ
、
消
費
税
も
増
税

と
な
る
」
な
ど
と
し
て
プ
ラ
ス
改
定
を
要
望
し
て
い
た
。

　

今
回
の
改
定
に
伴
い
適
正
化
の
た
め
の
運
用
の
見
直
し

が
示
さ
れ
た
。「
打
撲
・
捻
挫
の
施
術
に
つ
い
て
、
３
カ
月

を
超
え
て
頻
度
の
高
い
施
術
を
行
う
場
合
に
、
支
給
申
請

書
に
、負
傷
部
位
ご
と
の
経
過
や
頻
回
施
術
理
由
を
記
載
し

た
文
章
の
添
付
を
義
務
付
け
る
」「
施
術
者
が
経
済
上
の
利

益
の
提
供
に
よ
り
、
患
者
を
誘
引
す
る
こ
と
を
禁
止
す
る
」

「
支
給
申
請
書
に
お
け
る
患
者
が
署
名
す
べ
き
欄
に
、
施
術

者
が
代
理
記
入
す
る
の
は『
や
む
を
得
な
い
理
由
が
あ
る
場

合
』
で
あ
る
こ
と
を
『
や
む
を
得
な
い
理
由
』
の
例
示
と
と

も
に
、
受
領
委
任
の
協
定
等
に
明
記
す
る
」「
支
給
申
請
書

さ
れ
る
電
話
番
号
は
、患
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
な
ど
も
関
係

し
て
く
る
た
め
、も
し
も
電
話
番
号
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い

場
合
で
も
返
戻
な
ど
さ
れ
な
い
よ
う
に
、〝
義
務
化
〟
で
は

な
く
奨
励
す
る
と
い
っ
た
こ
と
に
と
ど
め
ら
れ
る
可
能
性

が
高
い
と
み
ら
れ
て
い
る
。

　

統
合
医
療
を
普
及
・
促
進
す
る
議
員
の
会
の
柔
道
整
復
師

小
委
員
会
で
も
改
定
後
の
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
を
集
約
し
厚

労
省
に
提
出
す
る
と
し
て
い
る
。

　

訪
マ
、
業
者
の
不
適
切
な
営
業
を
問
題
視

　

あ
は
き
検
討
委
で
の
各
側
委
員
の
こ
れ
ま
で
の
主
な
意

見
と
し
て
は
、
改
定
率
に
つ
い
て
保
険
者
側
は
「
保
険
料

負
担
は
限
界
に
来
て
お
り
、
賃
金
も
下
が
っ
て
き
て
い
る
た

め
、
改
定
は
引
き
下
げ
の
方
向
で
お
願
い
し
た
い
」「
協
会

け
ん
ぽ
で
も
療
養
費
が
伸
び
て
お
り
、高
齢
化
だ
け
で
は
療

養
費
の
伸
び
は
説
明
が
つ
か
な
い
」、
施
術
側
は
「
療
養
費

の
伸
び
が
高
い
と
い
う
が
、過
去
の
水
準
が
妥
当
だ
っ
た
の

か
ど
う
か
」「
高
齢
化
に
伴
い
療
養
費
が
伸
び
て
い
く
の
は

必
然
的
」
と
訴
え
て
い
る
。

　

適
正
化
項
目
に
つ
い
て
保
険
者
側
は「
施
術
１
回
当
た
り

の
料
金
の
定
額
化
」「
不
適
切
な
請
求
も
後
を
絶
た
ず
、
適

正
化
が
急
務
」
と
し
て
お
り
、往
療
に
つ
い
て
「
不
適
切
な

営
業
行
為
の
も
と
に
行
わ
れ
る
訪
問
マ
ッ
サ
ー
ジ
は
適
正

な
往
療
な
の
か
疑
問
」
と
指
摘
、施
術
者
側
は
「
都
市
部
で

往
療
専
門
の
業
者
が
不
適
切
な
営
業
や
不
正
請
求
を
行
う

こ
と
に
よ
っ
て
療
養
費
が
伸
び
て
い
る
の
で
は
な
い
か
」
と

主
張
し
た
。
長
期
・
頻
回
施
術
に
関
し
て
保
険
者
側
は
「
施

術
期
間
・
施
術
回
数
に
上
限
を
設
け
る
べ
き
」
と
し
て
い
た
。

　

中
長
期
的
な
課
題
に
つ
い
て
、有
識
者
委
員
は
「
再
同
意

の
際
に
施
術
者
か
ら
医
師
に
対
し
、施
療
後
の
患
者
の
状
態

な
ど
の
情
報
を
提
供
す
べ
き
」と
し
て
い
る
。
保
険
者
側
は

「
養
成
施
設
の
入
学
定
員
が
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
な
い
状
態

に
根
本
的
な
疑
問
を
抱
か
ざ
る
を
得
な
い
」「
医
師
の
同
意

書
の
添
付
の
義
務
化
と
同
意
書
様
式
の
詳
細
化
に
よ
り
、施

術
継
続
の
確
認
を
き
ち
ん
と
行
う
べ
き
」「
支
給
の
対
象
と

な
る
疾
患
の
明
確
化
（
は
り
き
ゅ
う
）」
と
し
、
施
術
側
は

「
療
養
費
の
支
払
い
方
を
患
者
が
か
か
り
や
す
い
形
に
し
て

ほ
し
い
」「
例
え
ば
リ
ウ
マ
チ
に
つ
い
て
医
療
機
関
の
治
療

と
、
は
り
き
ゅ
う
の
併
給
を
認
め
て
ほ
し
い
」
な
ど
と
し
た

意
見
を
述
べ
て
い
た
。

　

保
険
取
り
扱
い
の
認
定
制
度
を
―
柔
整

　

柔
整
検
討
委
で
施
術
者
代
表
委
員
は
、柔
道
整
復
師
業
界

団
体
の
意
見
と
し
て
、①
請
求
部
位
数
の
地
域
格
差
②
長
期

施
術
③
頻
度
が
高
い
施
術
④
受
傷
初
期
段
階
で
の
施
術
―

―
な
ど
に
対
し
て
意
見
を
述
べ
た
。

　

①
に
つ
い
て
は
、さ
ら
な
る
デ
ー
タ
分
析
の
必
要
性
が
あ

る
と
し
た
上
で
、「
接
骨
院
が
多
い
地
域
で
は
、
多
く
の
患

　

延
期
さ
れ
て
い
た
柔
道
整
復
、
あ
ん
摩
マ
ッ
サ
ー
ジ
指
圧
、
は
り
・
き
ゅ
う
の
施
術
の
療
養
費
の
一
部
改
正
が
今
年
５
月
１
日
か
ら
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
い

ず
れ
の
療
養
費
も
プ
ラ
ス
・
マ
イ
ナ
ス
な
し
の
ゼ
ロ
改
定
だ
っ
た
。
療
養
費
の
改
定
は
、
毎
回
２
年
ご
と
の
診
療
報
酬
改
定
と
同
じ
年
に
実
施
さ
れ
て
お
り
、
平
成
22
年

６
月
の
前
回
改
定
後
、
平
成
24
年
６
月
に
予
定
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
を
大
幅
に
ず
れ
込
む
結
果
と
な
っ
た
。
厚
生
労
働
省
・
社
会
保
障
審
議
会
医
療
保
険
部
会
の
柔
道

整
復
療
養
費
検
討
専
門
委
員
会
（
柔
整
検
討
委
）
と
あ
ん
摩
マ
ッ
サ
ー
ジ
指
圧
、
は
り
・
き
ゅ
う
療
養
費
検
討
専
門
委
員
会
（
あ
は
き
検
討
委
）
に
よ
り
、
昨
年
10
月
19

日
と
今
年
３
月
26
日
の
２
回
に
わ
た
る
会
合
で
の
議
論
を
踏
ま
え
て
、
厚
労
省
が
改
定
案
を
示
し
、
各
側
委
員
が
了
承
し
た
形
で
最
終
的
に
決
定
さ
れ
た
。

に
患
者
が
記
載
す
る
事
項
と
し
て
、
郵
便
番
号
、
電
話
番
号

を
追
加
す
る
」「
施
術
管
理
者
に
対
し
て
、
柔
道
整
復
師
名

の
施
術
所
内
掲
示
を
義
務
付
け
る
」「
施
術
者
に
対
し
、
療

養
費
を
請
求
す
る
上
で
の
注
意
事
項
の
患
者
へ
の
説
明
を

義
務
付
け
る
が
、
こ
の
中
で
気
に
な
る
部
分
は
、
打
撲
・
捻

挫
の
施
術
に
つ
い
て
、３
カ
月
を
超
え
て
頻
度
の
高
い
施
術

を
行
う
場
合
に
、支
給
申
請
書
に
負
傷
部
位
ご
と
の
経
過
や

頻
回
施
術
理
由
を
記
載
し
た
文
章
の
添
付
を
義
務
づ
け
る
」

な
ど
で
あ
る
。

　
「
頻
度
の
高
い
施
術
」
と
は
具
体
的
の
ど
れ
位
の
も
の
を

指
す
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
ら
は
、今
後
厚
労
省
か
ら
出
さ
れ

る
で
あ
ろ
う
疑
義
解
釈
に
お
い
て
明
確
に
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

平
成
24
年
３
月
12
日
に
厚
労
省
が
保
険
者
に
向
け
て
発
出

し
た「
柔
道
整
復
師
の
施
術
の
療
養
費
の
適
正
化
へ
の
取
組

に
つ
い
て
」
と
題
し
た
通
知
で
頻
回
施
術
の
回
数
を
「
１
月

あ
た
り
10
～
15
回
以
上
が
継
続
す
る
傾
向
が
あ
る
場
合
」と

定
義
し
て
お
り
、疑
義
解
釈
で
は
こ
れ
に
準
ず
る
形
に
な
る

だ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、支
給
申
請
書
に
記
載

初
・
再
検
料
は
引
き
上
げ
、３
部
位
目
施
術
は
１００
分
の
60

往
療
料
を
60
円
引
き
下
げ
１
８
０
０
円
に

柔 
整

あ
は
き
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者
が
接
骨
院
を
利
用
し
、都
道
府
県
に
よ
っ
て
独
特
の
ロ
ー

カ
ル
ル
ー
ル
が
存
在
し
、請
求
部
位
数
の
格
差
を
生
ん
で
い

る
側
面
も
あ
る
」
な
ど
と
し
た
要
因
を
挙
げ
「
多
部
位
請
求

イ
コ
ー
ル
営
利
目
的
の
過
剰
請
求
」と
い
う
判
断
は
で
き
な

い
。
外
傷
性
由
来
の
負
傷
を
取
り
扱
っ
て
い
る
以
上
、
部
位

数
制
限
を
す
る
こ
と
は
適
当
で
は
な
い
、
と
し
て
い
る
。

　

②
に
つ
い
て
は
、「
ど
の
地
域
も
施
術
期
間
６
カ
月
以
上

の
割
合
は
10
％
以
下
で
あ
り
、90
％
以
上
が
６
カ
月
未
満
の

施
術
期
間
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、地
域
格

差
に
つ
い
て
も
９
％
未
満
で
あ
り
、問
題
視
す
る
よ
う
な
数

値
で
は
な
い
」
と
し
「
長
期
施
術
が
問
題
な
の
で
は
な
く
、

必
要
以
上
に
施
術
期
間
を
長
引
か
せ
て
い
る
か
否
か
が
問

題
」
と
し
て
お
り
、「
抜
本
的
な
制
度
の
見
直
し
の
場
」
で

の
議
論
を
主
張
し
た
。

　

③
地
域
格
差
に
つ
い
て
も
25
％
未
満
で
あ
り
、問
題
視
す

る
よ
う
な
数
値
で
は
な
く
、
本
来
、
施
術
頻
度
は
受
傷
状
態

に
よ
り
決
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、施
術
頻
度
が
高
い
事
を

も
っ
て
問
題
視
す
る
べ
き
で
は
な
い
。
運
動
器
リ
ハ
ビ
リ
、

回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
で
は
、積
極
的
集
中
加
療
に
つ
い
て
臨
床

成
績
効
果
は
証
明
す
る
ま
で
も
な
い
。

　

④
に
つ
い
て
、
受
傷
初
期
段
階
で
の
施
術
の
充
実
は
必

要
」
と
し
、
受
傷
初
期
段
階
の
施
術
の
充
実
を
も
っ
て
、
長

期
施
術
及
び
頻
度
が
高
い
施
術
を
切
り
捨
て
る
根
拠
に
は

な
ら
ず
、
本
来
施
術
期
間
・
施
術
頻
度
は
、
受
傷
状
態
に
よ

っ
て
決
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
一
律
的
に
削
減
さ
れ
る
べ

き
で
は
な
い
」
と
算
定
基
準
が
見
直
し
、適
正
な
施
術
を
裏

付
け
る
内
容
と
な
る
よ
う
求
め
て
い
る
。

　

ま
た
、全
国
健
康
保
険
協
会
が
第
１
回
専
門
委
員
会
で
柔

整
療
養
費
に
対
し
て
、①
療
養
費
は
加
入
者
の
利
便
性
を
考

え
、
病
院
、
診
療
所
で
の
受
療
や
薬
局
で
の
薬
剤
の
支
給
に

代
え
て
、保
険
者
の
判
断
で
支
給
し
て
い
る
②
厳
し
い
保
険

者
の
財
政
を
考
え
療
養
費
の
適
正
化
に
取
り
組
む
必
要
が

あ
る
―
―
と
し
て
い
た
こ
と
に
対
し
、「
健
康
保
険
法
の
基

本
理
念
に
、
疾
病
構
造
等
の
変
化
に
対
応
し
、
常
に
検
討
が

加
え
ら
れ
、給
付
の
内
容
や
国
民
が
受
け
る
医
療
の
質
の
向

上
を
図
り
つ
つ
、
実
施
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
書
か

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、国
民
が
求
め
る
柔
道
整
復
の
対
象
と

な
る
傷
病
を
見
直
す
必
要
が
あ
る
。医
療
費
の
増
大
を
是
正

す
る
た
め
に
も
、医
療
費
に
比
べ
て
安
価
な
柔
道
整
復
を
有

効
に
活
用
す
る
。加
入
者
か
ら
の
信
頼
を
得
る
た
め
の
療
養

費
の
適
正
化
の
た
め
に
は
、柔
道
整
復
に
対
す
る
加
入
者
の

医
療
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
た
上
で
、取
り
組
む
事
が
重
要
で
あ

る
」
と
し
て
い
る
。

　

業
界
団
体
と
し
て
は
以
上
の
よ
う
な
意
見
を
踏
ま
え
、次

の
よ
う
な
提
言
を
行
っ
た
。

　

①
療
養
費
適
正
化
の
目
的
を
逸
脱
し
た
、保
険
者
に
よ
る

患
者
受
診
照
会
の
見
直
し
②
療
養
費
の
支
給
対
象
に
つ
い

て
、
骨
折
・
脱
臼
・
捻
挫
・
打
撲
・
挫
傷
に
加
え
、
国
民
の

医
療
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
疾
患
に
支
給
対
象
の
拡
大
③
健
康

保
険
制
度
に
お
け
る
療
養
費
の
料
金
体
系
を
接
骨
・
整
骨
院

の
健
全
運
営
が
見
込
め
る
水
準
に
改
正
す
る
こ
と
④
柔
道

整
復
師
養
成
施
設
の
教
育
制
度
を
大
学
制
度
に
改
正
す
る

こ
と
⑤
健
康
保
険
制
度
を
取
り
扱
い
す
る
認
定
制
度
の
創

設
⑥
健
康
保
険
制
度
に
お
け
る
柔
道
整
復
医
療
の
位
置
づ

け
を
明
確
に
す
る
―
―
こ
と
を
要
望
し
て
い
る
。

　

そ
の
他
、
中
長
期
的
な
検
討
課
題
と
し
て
、「
診
断
権
と

医
療
用
語
の
統
一
」
を
求
め
て
い
る
。
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柔道整復療養費

●適正化すべき項目
○多部位施術の逓減強化
　・３部位以上請求の割合の全国平均は低下しているものの、なお大きな地
　域差があるため、さらなる見直しを行う。

　　　　【現　行】　３部位目の施術について、70 ／ 100 に減額して支給
　　　　　　　　　　　　　↓
　　　　【改　定】　３部位目 60 ／ 100
●評価を引き上げる項目
○初期段階の施術料の充実
　急性又は亜急性の外傷性の負傷に対する施術が支給対象とされているこ
　とを踏まえ、主として受傷初期段階での施術の充実を図る。

●適正化のための運用の見直し 
○打撲・捻挫の施術について、3カ月を超えて頻度の高い施術を行う場合
　に、支給申請書に、負傷部位ごとの経過や頻回施術理由を記載した文書の
　添付を義務づける
○施術者が経済上の利益の提供により、患者を誘引することを禁止する
○支給申請書における患者が署名すべき欄に、施術者が代理記入するのは、
　「やむを得ない理由がある場合」であることを「やむを得ない理由」の例示
　とともに、受領委任の協定等に明記する
○支給申請書に患者が記載する事項として、郵便番号、電話番号を追加する
○施術管理者に対し、柔道整復師名の施術所内掲示を義務づける
○施術者に対し、療養費を請求する上での注意事項の患者への説明を義務
　づける

あん摩マッサージ指圧療養費

●適正化すべき項目
○往療について適正化を行う
　・往療料の基本額を見直し、その適正化を図る
　　往療料（基本額）　【現行】1,860 円→【改定】1,800 円

●評価を引き上げる項目
○技術料の引き上げ

●適正化のための運用の見直し
○患者が施術者から経済上の利益を受けて施術を受けた場合に療養費を不
　支給とする
○支給申青書の基準様式に申請者の自宅郵便番号、連絡先電話番号の記載
　欄を設ける
○支給申青書の基準様式に施術者登録番号又は免許番号の記載欄を設ける
○支給申青書の基準様式に施術者住所の保健所登録区別（施術所所在地又
　は出張専門施術者住所地の区別）の記載欄を設ける

はりきゅう療養費

●適正化すべき項目
○往療について適正化を行う
　・往療料の基本額を見直し、その適正化を図る
　　往療料（基本額）【現行】1,860 円→【改定】1,800 円

●評価を引き上げる項目
○技術料の引き上げ

●適正化のための運用の見直し
○患者が施術者から経済上の利益を受けて施術を受けた場合に療養費を不
　支給とする
○支給申青書の基準様式に申請者の自宅郵便番号、連絡先電話番号の記載
　欄を設ける
○支給申青書の基準様式に施術者登録番号又は免許番号の記載欄を設ける
○支給申青書の基準様式に施術者住所の保健所登録区別（施術所所在地又
　は出張専門施術者住所地の区別）の記載欄を設ける

現　行 引上額 改定後

初検料 1240 円 95 円 1335 円

再検料 270 円 25 円 295 円

施療料（打撲・捻挫） 740 円 20 円 760 円

後療料（打撲・捻挫） 500 円 5円 505 円

現　行 引上額 改定後

マッサージ 260 円 10 円 270 円

変形徒手矯正術 535 円 20 円 555 円

温番法のみ 70円 5円 75 円

温竃法・電気光線器具 100 円 10 円 110 円

現　行 引上額 改定後

初検料（1術のみ） 1405 円 105 円 1510 円

初検料（2術） 1455 円 105 円 1560 円

施術料（1術のみ） 1195 円 35 円 1230 円

施術料（2術） 1495 円 5円 1500 円
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特集②

第21回国家試験合格者発表

柔整合格率は　　過去最低の６８.２％

学　　　　　校　　　　　名 総　　　数 
受験音数 合格者数 合格率

神奈川県立平塚盲学校 21 13 61.9%
愛知県立名古屋盲学校 17 7 41.2%
大阪市立視覚特別支援学校 25 15 60.0%
愛媛県立松山盲学校 20 12 60.0%
福岡県立福岡高等視覚特別支援学校 21 10 47.6%
赤門鍼灸柔整専門学校 43 43 100.0%
国立障害者リハビリテーションセンター 38 25 65.8%
東京医療専門学校 58 58 100.0%
東洋鍼灸専門学校 63 60 95.2%
東京医療福祉専門学校 43 43 100.0%
東京衛生学園専門学校 53 52 98.1%
日本鍼灸理療専門学校 128 120 93.8%
長生学園 126 106 84.1%
日本指圧専門学校 126 109 86.5%
国際鍼灸専門学校 45 45 100.0%
湘南医療福祉専門学校 23 23 100.0%
神奈川衛生学園専門学校 80 80 100.0%
東海医療学園専門学校 39 38 97.4%
呉竹鍼灸柔整専門学校 67 67 100.0%
専門学校名古屋鍼灸学校 31 30 96.8%
中和医療専門学校 68 64 94.1%
京都仏眼鍼灸理療専門学校 45 43 95.6%
京都府立視力障害者福祉センター 18 12 66.7%
行岡鍼灸専門学校 48 44 91.7%
関西医療学園専門学校 31 31 100.0%
神戸視力障害センター 17 14 82.4%
四国医療専門学校 26 26 100.0%
鹿児島鍼灸専門学校 29 24 82.8%
呉竹医療専門学校 45 45 100.0%

第 21 回あん摩マッサージ指圧師国家試験　学校別合格状況

あ
ん
摩
マ
ッ
サ
ー
ジ
指
圧
師
は
86
・
３
％

は
り
師
77
・
７
％
、
き
ゅ
う
師
は
79
・
０
％

財団試験
になって
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「
あ
ん
摩
マ
ッ
サ
ー
ジ
指
圧
師
」
の
第

21
回
国
家
試
験
が
２
月
23
日
に
全
国
51
地

区
（
晴
眼
者
は
６
地
区
、
視
覚
障
害
者
は

山
形
、山
梨
県
を
除
く
都
道
府
県
45
地
区
）

で
行
わ
れ
た
。
翌
24
日
に
は
、「
は
り
師
」

と
「
き
ゅ
う
師
」
の
試
験
が
全
国
56
地
区

（
晴
眼
者
は
10
地
区
、
視
覚
障
害
者
は
山

形
、
山
梨
県
を
除
く
都
道
府
県
45
地
区
）

で
行
わ
れ
た
。
３
月
３
日
に
は
「
柔
道
整

復
師
」
の
国
家
試
験
が
全
国
10
地
区
で
行

わ
れ
、
そ
の
４
試
験
の
合
否
結
果
が
同
日

の
３
月
27
日
に
厚
生
労
働
省
（
厚
労
省
）

か
ら
発
表
さ
れ
た
。

　

本
誌
で
は
、
例
年
通
り
学
校
別
の
受
験

者
数
、
合
格
者
数
、
合
格
率
を
掲
載
す
る
。

  

あ
ん
摩
マ
ッ
サ
ー
ジ
指
圧
師
・
は
り
師
・
き
ゅ
う
師

　

あ
ん
摩
マ
ッ
サ
ー
ジ
指
圧
師
の
受
験
に

参
加
し
た
学
校
は
91
校
で
前
回
試
験
よ
り

も
２
校
増
え
た
。
受
験
者
数
は
１
８
３
５

人
、
合
格
者
数
は
１
５
８
４
人
、
合
格
率

は
86
・
３
％
で
こ
の
10
年
で
３
番
目
に
高

い
合
格
率
だ
っ
た
。

　

前
回
の
受
験
者
数
は
１
７
７
７
人
で
公

益
財
団
法
人
東
洋
療
法
研
修
試
験
財
団
が

試
験
を
始
め
た
平
成
４
（
１
９
９
２
）
年

以
来
最
も
少
な
い
数
で
あ
っ
た
が
、
今
年

は
昨
年
を
除
き
数
年
続
い
て
い
た
受
験
者

数
の
１
８
０
０
人
台
に
戻
っ
た
。
合
格
者

数
の
う
ち
新
卒
者
が
１
５
１
１
人
で
合
格

学　　　　　校　　　　　名 総　　　数 
受験音数 合格者数 合格率

筑波技術大学 13 10 76.9%
明治国際医療大学 65 51 78.5%
関西医療大学 128 66 51.6%
帝京平成大学 96 57 59.4%
鈴鹿医療科学大学 50 31 62.0%
森ノ宮医療大学 58 49 84.5%
東京有明医療大学 18 16 88.9%
筑波大学附属視覚特別支援学校 18 14 77.8%
北海道高等盲学校 19 12 63.2%
宮城県立視覚支援学校 8 7 87.5%
千葉県立千葉盲学校 9 9 100.0%
横浜市立盲特別支援学校 10 8 80.0%
愛知県立名古屋盲学校 9 6 66.7%
大阪府立視覚支援学校 8 8 100.0%
大阪市立視覚特別支援学校 17 12 70.6%
和歌山県立和歌山盲学校 8 4 50.0%
愛媛県立松山盲学校 8 5 62.5%
福岡県立北九州視覚特別支援学校 8 3 37.5%
熊本県立盲学校 9 8 88.9%
福岡県立福岡高等視覚特別支援学校 12 5 41.7%
北海道鍼灸専門学校 40 36 90.0%
赤門鍼灸柔整専門学校 81 64 79.0%
国立障害者リハビリテーションセンター 43 15 34.9%
東京医療専門学校 144 130 90.3%
東洋鍼灸専門学校 129 104 80.6%
人間総合科学大学鍼灸医療専門学校 19 16 84.2%
東京医療福祉専門学校 92 79 85.9%
東京衛生学園専門学校 58 52 89.7%
日本鍼灸理療専門学校 209 161 77.0%
国際鍼灸専門学校 58 43 74.1%
関東鍼灸専門学校 44 26 59.1%
湘南医療福祉専門学校 46 35 76.1%
神奈川衛生学園専門学校 90 74 82.2%
東海医療学園専門学校 55 45 81.8%
呉竹鍼灸柔整専門学校 96 93 96.9%
専門学校名古屋鍼灸学校 34 30 88.2%
中和医療専門学校 105 89 84.8%
京都仏眼鍼灸理療専門学校 55 40 72.7%
行岡鍼灸専門学校 95 70 73.7%
明治東洋医学院専門学校 160 107 66.9%
関西医療学園専門学校 109 87 79.8%
森ノ宮医療学園専門学校 166 120 72.3%
神戸視力障害センター 19 8 42.1%
四国医療専門学校 89 73 82.0%
福岡視力障害センター 19 9 47.4%
鹿児島鍼灸専門学校 48 22 45.8%
東洋医療福祉専門学校 31 19 61.3%
了徳寺学園医療専門学校 41 39 95.1%
神戸東洋医療学院 60 43 71.7%
福岡医療専門学校 55 55 100.0%
札幌青葉鍼灸柔整専門学校 66 54 81.8%
浦和専門学校 11 9 81.8%
中央医療学園専門学校 20 15 75.0%

学　　　　　校　　　　　名 総　　　数 
受験音数 合格者数 合格率

専門学校浜松医療学院 27 20 74.1%
兵庫鍼灸専門学校 17 12 70.6%
ＩＧＬ医療専門学校 26 21 80.8%
北海道ハイテクノロジー専門学校 34 28 82.4%
日本工学院北海道専門学校 15 13 86.7%
福島医療専門学校 26 25 96.2%
国際メディカルテクノロジー専門学校 9 8 88.9%
日本健康医療専門学校 38 35 92.1%
日本工学院八王子専門学校 37 34 91.9%
早稲田速記医療福祉専門学校 17 9 52.9%
日本医学柔整鍼灸専門学校 82 60 73.2%
東京メディカル・スポーツ専門学校 51 45 88.2%
国際東洋医療鍼灸学院 114 78 68.4%
東洋医療専門学校 68 57 83.8%
履正社医療スポーツ専門学校 34 21 61.8%
平成医療学園専門学校 99 88 88.9%
朝日医療専門学校岡山校 66 52 78.8%
大川学園医療福祉専門学校 24 22 91.7%
岐阜保健短期大学医療専門学校 28 16 57.1%
大阪医療技術学園専門学校 64 38 59.4%
神戸医療福祉専門学校中央校 23 23 100.0%
福岡天神医療リハビリ専門学校 36 29 80.6%
九州医療専門学校 20 20 100.0%
新宿鍼灸柔整専門学校 42 34 81.0%
国際メディカル専門学校 22 21 95.5%
トライデントスポーツ医療看護専門学校 79 64 81.0%
ユマニテク医療福祉大学校 12 9 75.0%
福岡医健専門学校 45 39 86.7%
鹿児島第一医療リハビリ専門学校 10 10 100.0%
東日本医療専門学校 22 21 95.5%
横浜医療専門学校 46 40 87.0%
信州医療福祉専門学校 23 20 87.0%
浜松医療福祉専門学校 23 16 69.6%
京都医健専門学校 52 52 100.0%
九州保健福祉大学総合医療専門学校 29 15 51.7%
盛岡医療福祉専門学校 48 46 95.8%
育英メディカル専門学校 31 31 100.0%
大分医学技術専門学校 16 11 68.8%
神奈川柔道整復専門学校 16 16 100.0%
東海リハビリテーション専門学校 12 9 75.0%
大阪ハイテクノロジー専門学校 68 53 77.9%
お茶の水はりきゅう専門学校 50 40 80.0%
専門学校名古屋医専 59 35 59.3%
朝日医療専門学校広島校 35 33 94.3%
こころ医療福祉専門学校 28 25 89.3%
呉竹医療専門学校 78 75 96.2%
アルファ医療福祉専門学校 24 24 100.0%
専門学校首都医校 15 13 86.7%
金沢医療技術専門学校 16 14 87.5%
静岡医療学園専門学校 13 13 100.0%
専門学校大阪医専 39 34 87.2%
河原医療福祉専門学校 18 17 94.4%
九州医療スポーツ専門学校 23 22 95.7%
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率
が
82
・
３
％
、
既
卒
者
の
合
格
者
数
は

73
人
で
合
格
率
は
４
・
０
％
、
前
回
の
既

卒
者
の
合
格
率
１
・
４
％
に
比
べ
大
き
く

上
昇
し
た
。

 

あ
ん
摩
マ
ッ
サ
ー
ジ
指
圧
の
教
員
は
、

「
昨
年
の
問
題
は
例
年
に
比
べ
て
若
干
難

し
く
、
そ
の
上
〝
イ
ジ
ワ
ル
〟
な
問
題
を

随
所
に
見
受
け
ら
れ
た
が
、
今
年
は
そ
ん

な
問
題
が
少
な
く
〝
ス
ナ
オ
〟
な
設
問
で

回
答
し
や
す
か
っ
た
こ
と
が
合
格
率
を
上

げ
た
要
因
。
難
易
度
そ
の
も
の
は
例
年
と

あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
と
思
い
ま
す
」
と
語

る
。

　

は
り
師
の
受
験
参
加
校
は
１
６
２
校

で
、
受
験
者
数
５
１
５
７
人
、
合
格
者
数

４
０
０
５
人
、
合
格
率
77
・
７
％
と
な
っ

て
い
る
。
き
ゅ
う
師
は
受
験
参
加
校
１
６

２
校
、
受
験
者
数
５
２
３
５
人
、
合
格
者

数
４
１
３
８
人
、
合
格
率
79
・
０
％
だ
っ

た
。
受
験
参
加
校
は
前
回
と
は
ほ
ぼ
変
わ

ら
な
い
が
、
受
験
者
数
、
合
格
者
数
は
大

幅
に
伸
び
て
い
る
。
合
格
率
は
前
回
の
試

験
で
は
、
は
り
師
、
き
ゅ
う
師
と
も
、
東

洋
療
法
研
修
試
験
財
団
が
試
験
を
始
め
て

以
来
の
最
低
の
数
値
と
な
っ
た
が
今
回
は

持
ち
直
し
た
。

　

平
成
14（
２
０
０
２
）年
頃
か
ら
学
科
の

新
設
や
専
門
校
等
の
開
校
で
受
験
者
数
、

合
格
者
数
と
も
増
加
傾
向
に
あ
り
、
平
成

18
（
２
０
０
６
）
年
の
第
15
回
国
家
試
験

か
ら
５
０
０
０
人
以
上
が
受
験
し
、
４
０

０
０
人
台
の
合
格
者
を
出
し
て
い
る
。
こ

学　　　　　校　　　　　名 総　　　数 
受験音数 合格者数 合格率

兵庫鍼灸専門学校 19 14 73.7%
IGL 医療専門学校 27 22 81.5%
北海道ハイテクノロジー専門学校 34 28 82.4%
日本工学院北海道専門学校 17 15 88.2%
福島医療専門学校 26 25 96.2%
国際メディカルテクノロジー専門学校 9 8 88.9%
日本健康医療専門学校 38 36 94.7%
日本工学院八王子専門学校 37 36 97.3%
早稲田速記医療福祉専門学校 16 8 50.0%
日本医学柔整鍼灸専門学校 84 62 73.8%
東京メディカル・スポーツ専門学校 51 46 90.2%
国際東洋医療鍼灸学院 113 79 69.9%
東洋医療専門学校 68 59 86.8%
履正社医療スポーツ専門学校 31 21 67.7%
平成医療学園専門学校 102 89 87.3%
朝日医療専門学校岡山校 66 57 86.4%
大川学園医療福祉専門学校 25 23 92.0%
岐阜保健短期大学医療専門学校 28 16 57.1%
大阪医療技術学園専門学校 64 38 59.4%
神戸医療福祉専門学校中央校 23 23 100.0%
福岡天神医療リハビリ専門学校 37 31 83.8%
九州医療専門学校 20 20 100.0%
新宿鍼灸柔整専門学校 42 34 81.0%
国際メディカル専門学校 22 21 95.5%
トライデントスポーツ医療看護専門学校 82 69 84.1%
ユマニテク医療福祉大学校 12 10 83.3%
福岡医健専門学校 46 41 89.1%
鹿児島第一医療リハビリ専門学校 10 10 100.0%
東日本医療専門学校 22 22 100.0%
横浜医療専門学校 48 42 87.5%
信州医療福祉専門学校 23 20 87.0%
浜松医療福祉専門学校 23 16 69.6%
京都医健専門学校 54 54 100.0%
九州保健福祉大学総合医療専門学校 29 16 55.2%
盛岡医療福祉専門学校 49 47 95.9%
育英メディカル専門学校 31 31 100.0%
大分医学技術専門学校 17 13 76.5%
神奈川柔道整復専門学校 16 16 100.0%
東海リハビリテーション専門学校 12 10 83.3%
大阪ハイテクノロジー専門学校 73 57 78.1%
お茶の水はりきゅう専門学校 51 42 82.4%
専門学校名古屋医専 63 38 60.3%
朝日医療専門学校広島校 35 33 94.3%
こころ医療福祉専門学校 28 25 89.3%
呉竹医療専門学校 78 76 97.4%
アルファ医療福祉専門学校 23 23 100.0%
専門学校首都医校 15 13 86.7%
金沢医療技術専門学校 18 16 88.9%
静岡医療学園専門学校 13 13 100.0%
専門学校大阪医専 39 35 89.7%
河原医療福祉専門学校 18 17 94.4%
九州医療スポーツ専門学校 23 22 95.7%

学　　　　　校　　　　　名 総　　　数 
受験音数 合格者数 合格率

筑波技術大学 14 10 71.4%
明治国際医療大学 67 53 79.1%
関西医療大学 136 68 50.0%
帝京平成大学 99 61 61.6%
鈴鹿医療科学大学 53 32 60.4%
森ノ宮医療大学 62 53 85.5%
東京有明医療大学 18 16 88.9%
筑波大学附属視覚特別支援学校 17 13 76.5%
北海道高等盲学校 19 12 63.2%
岩手県立盛岡視覚支援学校 8 2 25.0%
千葉県立千葉盲学校 9 9 100.0%
横浜市立盲特別支援学校 10 8 80.0%
愛知県立名古屋盲学校 9 6 66.7%
大阪府立視覚支援学校 8 8 100.0%
大阪市立視覚特別支援学校 17 12 70.6%
和歌山県立和歌山盲学校 8 6 75.0%
熊本県立盲学校 9 8 88.9%
福岡県立福岡高等視覚特別支援学校 12 5 41.7%
北海道鍼灸専門学校 42 39 92.9%
赤門鍼灸柔整専門学校 82 67 56.0%
国立障害者リハビリテーションセンター 44 17 38.6%
東京医療専門学校 145 131 90.3%
東洋鍼灸専門学校 136 110 80.9%
人間総合科学大学鍼灸医療専門学校 19 15 78.9%
東京医療福祉専門学校 90 77 85.6%
東京衛生学園専門学校 59 53 89.8%
日本鍼灸理療専門学校 213 169 79.3%
国際鍼灸専門学校 61 46 75.4%
関東鍼灸専門学校 44 27 61.4%
湘南医療福祉専門学校 45 35 77.8%
神奈川衛生学園専門学校 91 77 84.6%
東海医療学園専門学校 57 48 84.2%
呉竹鍼灸柔整専門学校 97 95 97.9%
専門学校名古屋鍼灸学校 35 30 85.7%
中和医療専門学校 107 90 84.1%
京都仏眼鍼灸理療専門学校 53 41 77.4%
行岡鍼灸専門学校 102 76 74.5%
明治東洋医学院専門学校 159 109 68.6%
関西医療学園専門学校 114 95 83.3%
森ノ宮医療学園専門学校 170 122 71.8%
神戸視力障害センター 18 8 44.4%
四国医療専門学校 97 80 82.5%
福岡視力障害センター 14 9 64.3%
鹿児島鍼灸専門学校 48 22 45.8%
東洋医療福祉専門学校 31 19 61.3%
了徳寺学園医療専門学校 42 39 92.9%
神戸東洋医療学院 58 43 74.1%
福岡医療専門学校 55 55 100.0%
札幌青葉鍼灸柔整専門学校 68 54 79.4%
浦和専門学校 12 10 83.3%
中央医療学園専門学校 20 15 75.0%
専門学校浜松医療学院 26 19 73.1%
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の
ま
ま
行
く
と
数
年
後
に
は
手
技
療
法
の

国
家
資
格
者
の
４
つ
の
免
許
で
は
り
師
、

き
ゅ
う
師
が
最
多
の
人
数
に
な
る
可
能
性

が
あ
る
。

　

は
り
、
き
ゅ
う
の
学
校
教
員
は
合
格
率

に
つ
い
て
、「
今
回
の
問
題
は
標
準
的
な

問
題
が
多
か
っ
た
。
難
し
い
問
題
も
あ
っ

た
が
標
準
的
な
問
題
だ
け
で
合
格
点
（
60

点
）
が
取
れ
る
構
成
に
な
っ
て
い
た
。
合

格
率
が
ア
ッ
プ
で
も
難
し
い
問
題
も
あ
っ

た
こ
と
か
ら
最
高
点
は
上
が
っ
て
い
な
い

と
思
わ
れ
る
」
と
語
っ
て
い
る
。

　

柔
道
整
復
師

　

今
回
の
発
表
で
注
目
さ
れ
た
の
は
、
柔

道
整
復
師
の
合
格
率
の
大
幅
低
下
だ
。

　

受
験
者
数
は
６
５
０
３
人
、
合
格
者
数

４
４
３
８
人
で
、
合
格
率
は
公
益
財
団
法

人
柔
道
整
復
研
修
試
験
財
団
が
試
験
を
開

始
し
た
平
成
４
（
１
９
９
２
）
年
度
の
第

１
回
試
験
以
来
、
最
低
と
な
っ
た
。

　

受
験
に
参
加
し
た
学
校
は
大
学
が
10

校
、
専
門
学
校
が
99
校
で
合
計
１
０
９
校

と
前
回
に
比
べ
３
校
増
加
し
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
受
験
者
数
は
２
５
１
人
減
と
な

り
、合
格
者
数
も
７
８
９
人
減
と
な
っ
た
。

合
格
率
は
68
・
２
％
と
前
回
よ
り
９
・
２

ポ
イ
ン
ト
と
大
幅
に
低
下
し
た
。
内
訳
を

み
る
と
新
卒
者
の
合
格
率
は
９
・
０
ポ
イ

ン
ト
、
既
卒
者
の
合
格
率
は
24
・
１
ポ
イ

学　　　　　校　　　　　名 総　　　数 
受験音数 合格者数 合格率

帝京平成大学ヒューマンケア学部 98 73 74.5%
明治鍼灸大学医療技術短期大学部 3 0 0.0%
明治国際医療大学 44 24 54.5%
了徳寺大学 89 68 76.4%
帝京短期大学 88 77 87.5%
帝京大学 65 38 58.5%
帝京平成大学地域医療学部 34 26 76.5%
関西医療大学 38 35 92.1%
東京有明医療大学 14 14 100.0%
帝京科学大学 5 4 80.0%
北海道柔道整復専門学校 62 42 67.7%
日本工学院北海道専門学校 27 19 70.4%
北海道ハイテクノロジー専門学校 46 30 65.2%
札幌青葉鍼灸柔整専門学校 70 62 88.6%
北東北東洋医療専門学校 5 0 0.0%
盛岡医療福祉専門学校 80 61 76.3%
赤門鍼灸柔整専門学校 70 54 77.1%
仙台接骨医療専門学校 75 42 56.0%
東日本医療専門学校 75 33 44.0%
福島医療専門学校 61 51 83.6%
郡山健康科学専門学校 34 17 50.0%
前橋東洋医学専門学校 37 21 56.8%
育英メディカル専門学校 32 31 96.9%
さいたま柔整専門学校 107 94 87.9%
大川学園医療福祉専門学校 57 42 73.7%
大宮医療専門学院 71 39 54.9%
東京柔道整復専門学校 116 108 93.1%
東京医療専門学校 70 55 78.6%
日本柔道整復専門学校 94 64 68.1%
大東医学技術専門学校 22 6 27.3%
帝京医学技術専門学校 23 2 8.7%
日体柔整専門学校 59 39 66.1%
了徳寺学園医療専門学校 112 91 81.3%
朋友柔道整復専門学校 64 18 28.1%
中央医療学園専門学校 71 39 54.9%
東京メディカル・スポーツ専門学校 91 67 73.6%
日本医療ビジネス大学校 32 10 31.3%
日本健康医療専門学校 76 62 81.6%
日本工学院八王子専門学校 47 25 53.2%
日本医学柔整鍼灸専門学校 133 80 60.2%
関東柔道整復専門学校 84 50 59.5%
山野医療専門学校 74 36 48.6%
北豊島医療専門学校 26 18 69.2%
東京医学柔整専門学校 32 11 34.4%
新宿鍼灸柔整専門学校 46 32 69.6%
呉竹鍼灸柔整専門学校 72 62 86.1%
神奈川柔道整復専門学校 49 49 100.0%
横浜医療専門学校 67 49 73.1%
信州医療福祉専門学校 28 18 64.3%
長野救命医療専門学校 19 10 52.6%
北信越柔整専門学校 47 33 70.2%
岐阜保健短期大学医療専門学校 35 17 48.6%
専門学校浜松医療学院 55 42 76.4%
静岡医療学園専門学校 40 39 97.5%
専門学校白寿医療学院 17 16 94.1%

学　　　　　校　　　　　名 総　　　数 
受験音数 合格者数 合格率

常葉学園医療専門学校 5 0 0.0%
米田柔整専門学校 93 90 96.8%
中和医療専門学校 52 41 78.8%
公務員・保育・介護・ビジネス専門学校 21 2 9.5%
甲賀健康医療専門学校 36 17 47.2%
京都衛生専門学校 9 2 22.2%
京都仏眼医療専門学校 97 48 49.5%
京都医健専門学校 101 92 91.1%
行岡整復専門学校 78 43 55.1%
関西医療学園専門学校 112 78 69.6%
明治東洋医学院専門学校 116 63 54.3%
森ノ宮医療学園専門学校 150 102 68.0%
アムス柔道整復師養成学院 110 64 58.2%
平成医療学園専門学校 109 81 74.3%
国際東洋医療柔整学院 144 82 56.9%
履正社医療スポーツ専門学校 84 34 40.5%
西日本柔道整復専門学校 46 22 47.8%
日本統合メディカル専門学校 12 1 8.3%
大阪ハイテクノロジー専門学校 116 71 61.2%
東洋医療専門学校 135 82 60.7%
関西健康科学専門学校 110 76 69.1%
朝日医療専門学校岡山校 76 65 85.5%
朝日医寮専門学校広島校 54 38 70.4%
ＩＧＬ医療専門学校 41 18 43.9%
四国医療専門学校 82 46 56.1%
福岡医療専門学校 110 110 100.0%
福岡医健専門学校 136 88 64.7%
福岡天神医療リハビリ専門学校 58 46 79.3%
大分医学技術専門学校 33 25 75.8%
今村学園ライセンスアカデミー 35 29 82.9%
鹿児島第一医療リハビリ専門学校 37 28 75.7%
専門学校琉球リハビリテーション学院 48 23 47.9%
国際鍼灸専門学校 2 0 0.0%
仙台医健専門学校 85 48 56.5%
東海医療科学専門学校 33 22 66.7%
トライデントスポーツ医療看護専門学校 42 28 66.7%
こころ医療福祉専門学校 47 40 85.1%
沖縄統合医療学院 101 59 58.4%
東海リハビリテーション専門学校 30 24 80.0%
専門学校名古屋医専 70 43 61.4%
大阪府柔道整復師会専門学校 22 12 54.5%
近畿医療専門学校 110 64 58.2%
兵庫柔整専門学校 24 19 79.2%
ＭＳＨ医療専門学校 15 12 80.0%
河原医療福祉専門学校 49 38 77.6%
九州医療スポーツ専門学校 109 84 77.1%
長崎柔鍼スポーツ専門学校 17 13 76.5%
呉竹医療専門学校 45 41 91.1%
アルファ医療福祉専門学校 25 23 92.0%
専門学校首都医校 10 8 80.0%
セルテック新潟柔道整復師養成学院 47 33 70.2%
専門学校大阪医専 30 28 93.3%
九州医療専門学校 47 39 83.0%
東京医療福祉専門学校 9 8 88.9%

第 21 回　柔道整復師国家試験　学校別合格者状況
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ン
ト
も
前
回
よ
り
低
下
し
て
い
る
。
と
く
に
既

卒
者
の
合
格
率
低
下
が
著
し
く
、
こ
れ
が
全
体

の
合
格
率
に
影
響
し
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。

　

大
学
と
専
門
学
校
で
合
格
率
を
比
較
し
て
み

る
と
大
学
の
合
格
率
は
83
・
５
％
（
新
卒
）、
専

門
学
校
の
合
格
率
は
83
・
９
％
（
新
卒
）
で
合

格
率
の
差
は
見
ら
れ
な
い
。

　

学
校
関
係
者
は
、「
今
回
は
柔
道
整
復
学
が

若
干
難
し
か
っ
た
が
、
他
は
そ
ん
な
に
難
し
い

と
は
感
じ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
８
割
以
上
正

解
し
な
け
れ
ば
不
合
格
と
な
る
必
須
問
題
に
い

ま
ま
で
見
ら
れ
な
か
っ
た
よ
う
な
新
た
な
形
式

の
問
題
を
導
入
し
た
こ
と
や
設
問
の
仕
方
に
変

化
が
あ
る
問
題
が
あ
り
、
そ
れ
ら
に
対
応
で
き

な
い
受
験
生
が
い
た
こ
と
が
合
格
率
の
低
下
に

つ
な
が
っ
た
と
思
う
」。
ま
た
別
の
関
係
者
は

「
今
回
の
試
験
で
は
一
つ
の
問
題
を
設
問
が
不

適
切
と
し
て
採
点
除
外
、
二
つ
の
問
題
を
複
数

の
正
解
が
あ
る
た
め
複
数
の
選
択
肢
を
正
解
と

し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
以
外
に
も
複
数
の
正
解

が
考
え
ら
れ
る
設
問
が
い
く
つ
か
あ
り
受
験
生

に
混
乱
を
与
え
た
こ
と
が
合
格
率
を
低
下
さ
せ

た
理
由
と
し
て
考
え
ら
れ
る
」
と
言
う
。
複
数

の
正
解
が
あ
る
問
題
な
ど
の
設
問
に
つ
い
て
全

国
柔
道
整
復
学
校
協
会
が
研
修
試
験
財
団
に
要

望
書
を
提
出
し
て
い
る
と
い
う
。

　

受
験
校
の
数
が
増
え
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

受
験
者
数
が
減
少
し
た
理
由
は
不
明
だ
。
学
校

の
卒
業
試
験
に
合
格
で
き
ず
卒
業
で
き
な
い
学

生
が
急
増
し
た
と
も
考
え
に
く
い
。
専
門
学
校

が
合
格
率
を
上
げ
る
た
め
に
試
験
に
合
格
で
き

そ
う
も
な
い
学
生
は
試
験
を
受
け
さ
せ
な
い
と

第 12 回～第 21 回柔道整復師国家試験合格率推移
受験者数 合格者数 合格率 受験者数

第 12 回 3,000 2,215 73.8% ↑

第 13 回 4,122 2,902 70.4% ↑

第 14 回 5,127 3,755 73.2% ↑

第 15 回 5,944 4,416 74.3% ↑

第 16 回 6,702 5,069 75.6% ↑

第 17 回 6,772 4,763 70.3% ↑

第 18 回 7,156 5,570 77.8% ↑

第 19 回 6,625 4,592 69.3% ↓
第 20 回 6,754 5,227 77.4% ↑

第 21 回 6,503 4,438 68.2% ↓

第 12 回～第 21 回きゅう師国家試験合格率推移
受験者数 合格者数 合格率 受験者数

第 12 回 3,739 2,958 79.1%
第 13 回 4,271 3,382 79.2% ↑

第 14 回 4,704 3,785 80.5% ↑

第 15 回 5,261 4,072 77.4% ↑

第 16 回 5,539 4,344 78.4% ↑

第 17 回 5,320 4,171 78.4% ↓
第 18 回 5,262 3,939 74.9% ↓
第 19 回 5,499 4,595 83.6% ↑

第 20 回 4,996 3,498 70.0% ↓
第 21 回 5,235 4,138 79.0% ↑

第 12 回～第 21 回あマ指師国家試験合格率推移
受験者数 合格者数 合格率 受験者数

第 12 回 2,108 1,767 83.8%
第 13 回 2,055 1,750 85.2% ↓
第 14 回 2,088 1,781 85.3% ↑

第 15 回 2,078 1,774 85.4% ↓
第 16 回 2,020 1,772 87.7% ↓
第 17 回 1,854 1,565 84.4% ↓
第 18 回 1,839 1,563 85.0% ↓
第 19 回 1,849 1,609 87.0% ↑

第 20 回 1,777 1,495 84.1% ↓
第 21 回 1,835 1,584 86.3% ↑

第 12 回～第 21 回はり師国家試験合格率推移
受験者数 合格者数 合格率 受験者数

第 12 回 3,753 2,998 79.9% ↑

第 13 回 4,271 3,396 79.5% ↑

第 14 回 4,707 3,789 80.5% ↑

第 15 回 5,275 4,068 77.1% ↑

第 16 回 5,561 4,347 78.2% ↑

第 17 回 5,354 4,216 78.7% ↓
第 18 回 5,283 3,990 75.5% ↓
第 19 回 5,483 4,553 83.0% ↑

第 20 回 5,015 3,651 72.8% ↓
第 21 回 5,157 4,005 77.7% ↑

い
う
こ
と
や
、
卒
業
は
さ
せ
る
が
新
卒
と
し
て

国
家
試
験
は
受
け
さ
せ
な
い
と
い
う
話
を
聞
い

た
こ
と
が
あ
る
。し
か
し
、そ
の
こ
と
に
つ
い
て

厚
労
省
は
反
対
の
立
場
を
取
っ
て
い
る
た
め
、

そ
れ
が
主
原
因
だ
と
は
考
え
に
く
い
の
だ
が
。

　
　

◇　
　

◇　
　

◇

　

あ
ん
摩
マ
ッ
サ
ー
ジ
指
圧
師
を
除
い
て
、
養

成
校
や
学
部
の
急
増
で
定
員
が
増
え
入
学
が
容

易
に
な
っ
た
結
果
、「
医
療
人
に
な
る
と
の
自
覚

も
持
た
な
い
ま
ま
、
一
般
の
専
門
学
校
に
入
る

よ
う
な
気
軽
さ
で
入
学
し
て
く
る
学
生
も
い
る

た
め
学
生
の
質
は
良
く
な
い
」
と
嘆
く
教
員
が

い
る
。
ま
た
、
定
員
を
切
っ
た
ま
ま
の
少
人
数

で
授
業
を
す
る
養
成
校
も
現
れ
、
そ
れ
が
生
徒

や
教
師
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、
さ
ら
に
学
校
の

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
ま
で
及
べ
ば
、
業
界
に
大

き
な
影
響
を
与
え
る
。

　

今
回
の
柔
道
整
復
師
の
合
格
率
低
下
の
原
因

は
、
問
題
の
難
易
度
や
学
生
の
質
、
教
育
機
関

に
あ
る
の
か
な
ど
、
業
界
は
十
分
に
調
べ
る
必

要
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
　

◇　
　

◇　
　

◇

　

掲
載
の
表
に
つ
い
て

※ 

受
験
者
数
、
合
格
者
数
、
合
格
率
は
新
卒
者

と
既
卒
者
を
合
計
し
た
総
数
を
本
欄
で
は
使
用

し
て
い
る
。

※ 

あ
マ
指
師
は
受
験
者
数
15
人
未
満
、
は
り
師

・
き
ゅ
う
師
は
受
験
者
数
人
８
人
未
満
の
学
校

は
省
略
し
た
。

※ 

す
べ
て
の
受
験
校
の
詳
細
は
、
日
本
手
技

療
法
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.

e-shugi.jp

）
で
公
開
し
て
い
る
。
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て
腹
が
立
つ
よ
う
な
言
い
方
を
す
る
社
員
が
い

ま
し
た
。
食
事
の
マ
ナ
ー
を
指
摘
す
る
と
、

「
食
事
の
時
く
ら
い
好
き
な
よ
う
に
食
べ
た
っ

て
い
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
！
」
と
反
抗
的
な
態

度
。
そ
れ
は
一
般
的
に
「
素
直
で
は
な
い
」
と

さ
れ
る
態
度
で
す
。
６
年
間
、
ず
い
ぶ
ん
厳
し

く
指
摘
し
ま
し
た
。
ど
ん
な
に
社
員
が
嫌
が
ろ

う
と
、
大
事
な
こ
と
や
価
値
観
を
「
言
っ
て
、

言
っ
て
、
言
っ
て
、
言
っ
て
、
言
っ
て
」
何
度

も
繰
り
返
し
教
え
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
に
対
し

て
部
下
は
、
ど
ん
な
に
叱
ら
れ
て
も
「
私
は
絶

対
に
辞
め
ま
せ
ん
！
」
と
言
い
、
行
動
を
改
め

て
い
き
ま
し
た
。

　

で
は
、
何
故
行
動
を
改
め
ら
れ
た
の
か
。

　

そ
こ
に
は
成
長
し
た
い
と
い
う
究
極
の
欲
が

あ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
素
直
さ
と
は
欲
。
も

っ
と
学
び
た
い
、
も
っ
と
良
く
な
り
た
い
。
も

っ
と
成
長
し
た
い
、
と
い
う
内
的
な
欲
求
か
ら

出
る
も
の
だ
と
改
め
て
実
感
し
て
い
ま
す
。

　

素
直
さ
と
い
う
の
は
上
の
人
の
言
う
こ
と
を

「
は
い
、
は
い
」
と
た
だ
聞
く
こ
と
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

た
と
え
ガ
ツ
ン
と
叱
ら
れ
て
、
そ
の
瞬
間
は

ム
カ
っ
と
し
た
顔
を
し
て
い
て
も
、
必
ず
改
善

し
て
そ
れ
を
実
行
す
る
人
。
心
は
違
っ
て
い
て

も
指
摘
さ
れ
た
こ
と
を
行
動
に
移
し
て
い
く

人
。
こ
う
い
う
人
は
確
実
に
成
長
す
る
人
材
で

す
。
そ
れ
が
本
当
の
「
素
直
な
」
人
だ
と
思
い

ま
す
。

　

素
直
さ
を
勘
違
い
し
て
は
い
け
な
い
し
、 

何
で
も
か
ん
で
も
「
は
い
、
は
い
」
と
従
う
だ

け
の
人
は
面
白
く
も
な
ん
と
も
な
い
う
え
に
、

「
は
い
、
は
い
」
と
言
っ
て
い
る
の
は
音
で
答

え
て
い
る
だ
け
な
の
で
、
反
省
も
浅
く
ま
た
同

じ
こ
と
を
繰
り
返
し
ま
す
。
注
意
指
摘
を
さ
れ

る
と
ム
カ
ッ
と
し
た
態
度
や
表
情
を
出
し
て
い

る
部
下
と
、
い
つ
も
感
じ
よ
く
「
は
い
、
は

い
」
と
返
事
を
し
て
は
同
じ
こ
と
を
繰
り
返
す

部
下
。
最
初
は
「
は
い
、
は
い
」
と
言
っ
て
い

る
部
下
を
上
司
は
「
良
し
」
と
思
う
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
ム
カ
ッ
と
し
な
が
ら
も
そ
れ
を
確

実
に
実
行
に
移
し
て
い
る
部
下
の
ほ
う
が
、
や

が
て
仕
事
力
を
身
に
つ
け
て
ぐ
ん
ぐ
ん
と
成
長

を
し
て
い
き
ま
す
。
そ
ん
な
後
付
け
で
身
に
つ

け
た
財
産
は
、
意
識
を
し
て
い
る
の
で
忘
れ
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

素
直
さ
の
定
義
と
成
長
す
る
人
材
と
の
関

係
。
ち
ょ
っ
と
角
度
を
変
え
て
み
る
と
、
今
ま

で
見
え
な
か
っ
た
も
の
も
見
え
て
き
ま
す
。
ま

た
「
ま
っ
た
く
コ
イ
ツ
は
い
つ
も
生
意
気
で

…
」
と
思
っ
て
い
た
社
員
が
、
実
は
一
番
素
直

で
忠
実
に
注
意
指
摘
に
対
し
て
行
動
し
て
い
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

上
に
立
つ
者
は
素
直
さ
の
定
義
を
間
違
え
な

い
よ
う
に
し
た
い
も
の
で
す
。

　

一
方
、
注
意
指
摘
に
対
し
一
瞬
、
顔
を
ひ
き

つ
ら
せ
な
が
ら
も
余
計
な
こ
と
は
言
わ
ず
に

「
は
い
、
分
か
り
ま
し
た
」
と
だ
け
い
う
部

下
。
心
の
中
は
違
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
こ

の
部
下
の
方
が
そ
の
後
の
行
動
で
指
摘
を
受
け

止
め
改
善
し
て
い
ま
す
。
間
違
い
な
く
、
こ
っ

ち
の
方
が
素
直
。
何
を
言
っ
て
い
る
か
で
は
な

く
、
何
を
行
っ
て
い
る
か
？　

や
は
り
、
仕
事

人
の
世
界
は
、
言
葉
よ
り
行
動
…
。

　

で
は
、
上
に
立
つ
者
は
部
下
の
何
を
見
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
か
？　

素
直
さ
を
私
た
ち
は

見
誤
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
つ
い
、
部
下
へ
指

摘
し
た
点
に
対
し
心
か
ら
の
反
省
を
求
め
よ
う

と
し
ま
す
。
謝
っ
て
い
る
事
実
を
見
な
い
で

謝
り
方
に
焦
点
を
当
て
て
し
ま
う
…
（
管
理

者
や
、
上
に
立
つ
人
が
陥
り
や
す
い
病
気
で

す
）
。
大
事
な
こ
と
は
仮
に
心
か
ら
で
は
な
く

言
葉
だ
け
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
謝
罪
し
た
事

実
を
見
る
こ
と
で
す
。

　

し
か
し
、
一
般
的
に
「
何
だ
そ
の
顔
は
！

心
か
ら
反
省
し
て
い
る
よ
う
に
は
見
え
な

い
！
」
と
さ
ら
に
叱
り
、
心
か
ら
の
謝
罪
を
期

待
し
、
「
そ
ん
な
表
情
で
反
省
し
て
い
る
と
は

思
え
な
い
」
と
い
っ
て
ま
た
叱
る
。
こ
れ
は
正

し
い
部
下
指
導
に
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う

か
。
「
人
で
見
る
な
、
物
事
で
見
な
さ
い
！
」

「
部
下
を
好
き
嫌
い
で
見
る
な
！　

仕
事
で
評

価
し
な
さ
い
！
」
と
い
う
上
司
の
教
え
の
意
味

を
私
は
今
ご
ろ
に
な
っ
て
分
か
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

で
は
、
ど
ん
な
時
に
、
何
が
部
下
を
素
直
に

さ
せ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
わ
が
社
の
事
例
を
紹

介
し
ま
す
。

　

話
す
態
度
や
口
調
だ
け
で
捉
え
る
と
、
す
べ

　

よ
く
、
成
長
す
る
人
材
は
「
素
直
だ
」
と
言

わ
れ
ま
す
が
、
何
を
も
っ
て
「
素
直
だ
」
と
す

る
の
か
。
そ
の
定
義
に
つ
い
て
改
め
て
考
え
さ

せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
は
一
般
的
な
素
直
さ
と
い
う
と
、
ど

ん
な
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
か
？

　

人
の
話
を
よ
く
聞
き
、
ハ
イ
と
返
事
を
し
、

感
じ
よ
く
教
え
を
受
け
止
め
る
。
こ
う
い
う
人

を
素
直
だ
と
い
い
ま
す
が
、
実
際
は
ど
う
で
し

ょ
う
か
。
実
は
最
近
私
の
中
で
素
直
さ
の
定
義

が
変
わ
り
ま
し
た
。

　
「
は
い
分
か
り
ま
し
た
。
肝
に
銘
じ
ま
す
」

「
は
い
、
か
し
こ
ま
り
ま
し
た
。
す
ぐ
や
り
ま

す
」「
は
い
、申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
二

度
と
同
じ
ミ
ス
を
繰
り
返
さ
な
い
よ
う
に
し
ま

す
」
そ
う
言
っ
て
も
ま
た
同
じ
こ
と
を
繰
り
返

す
。
だ
い
た
い
そ
の
肝
に
銘
じ
ま
す
と
い
う
肝

と
は
、
一
体
い
く
つ
あ
る
の
か
？　

何
を
根
拠

に
言
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
？　

発
す
る
言
葉

が
あ
ま
り
に
も
安
直
す
ぎ
ま
す
。

【朝倉千恵子・プロフィール】
■株式会社新規開拓　代表取締役社長
■小学校教員を経て社員教育研究所に入社。
営業経験ゼロながら入社３年後には社員数
230 人超、年間売上げ 23 億円の企業で単独１
億円を達成しトップセー ルス賞を受賞。
■ 2004 年に株式会社新規開拓を設立。
■自らの経験を生かした研修、講演は多くの
企業から支持され、そのリピート率は約９割
以上で現在も講師として全国を飛び回る。ま
た、働く女性の応援団長として自社にて「ト
ップセールスレディ育成塾」を主催。その卒
業生は 1400 人を超える。

人
材
を
人
財
に

　
変
え
る
教
育
術

第
５
回

「
素
直
さ
の
定
義
と
成
長
す
る
人
材
の
関
係
」
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畑
中
鐵
丸

第21回

　

そ
の
昔
、「
み
ん
な
悩
ん
で
大
き
く
な
っ
た
」
と

い
う
Ｃ
Ｍ
ソ
ン
グ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
歌
詞
の
よ
う
に
、
人
間
は
最
初
か
ら
「
大

人
」
と
し
て
生
ま
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
悩
ん
だ

り
、
試
行
錯
誤
を
し
な
が
ら
、
入
学
、
卒
業
、
就

職
、
結
婚
…
と
い
う
よ
う
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
成
長
の

過
程
を
経
て
、
成
長
し
て
、「
大
人
」
に
な
っ
て
い

き
ま
す
。

　

企
業
も
、
人
間
と
同
様
、
さ
ま
ざ
ま
な
成
長
の
プ

ロ
セ
ス
を
経
て
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
、時
に
は
死

に
そ
う
に
な
っ
た
り
、苦
い
思
い
出
を
噛
み
締
め
た

り
し
な
が
ら
、「
大
人
」
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

　

今
回
か
ら
は
、
企
業
が
生
ま
れ
て
か
ら
、
さ
ま
ざ

ま
な
通
過
儀
礼
を
経
て
成
長
し
、立
派
な
「
大
人
の

企
業
」
に
な
る
ま
で
の
、プ
ロ
セ
ス
を
お
話
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

「
会
社
の
成
長
ア
ル
バ
ム
～
会
社
が〝
赤
ん
坊
〟

か
ら〝
大
人
〟に
な
る
ま
で
の
記
録
」  

そ
の
１

　

こ
う
い
う
言
い
方
を
す
る
と
、子
供
の
成
長
ア
ル

バ
ム
を
見
て
い
る
よ
う
な
微
笑
ま
し
い
話
を
想
像

し
、期
待
さ
れ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、そ
こ
は
〝
日
本
で
最
も
口
の
悪
い
毒
舌
弁

護
士
〟
畑
中
鐵
丸
の
話
で
す
か
ら
、そ
ん
な
に
愉
快

な
話
に
な
る
わ
け
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

と
い
う
わ
け
で
、
会
社
の
成
長
ア
ル
バ
ム
の
お

話
は
、
さ
っ
そ
く
、
会
社
が
幼
く
し
て
死
ん
で
し
ま

う
、
と
い
う
悲
し
い
話
題
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

１
、 

企
業
一
般
に
蔓
延
し
て
い
る

　
〝
幼
児
突
然
死
症
候
群
〟

（
１
） 

企
業
は
永
遠
の
生
命
を
持
つ
？

　
「
ゴ
ー
イ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ン
（going 

concern

）」
と
い
う
言
葉
を
聞
か
れ
た
方
が
い
ら

っ
し
ゃ
る
か
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
は
、企
業
会
計
上

の
用
語
で「
企
業
が
将
来
に
わ
た
っ
て
無
期
限
に
事

業
を
継
続
す
る
」
と
の
理
論
的
前
提
を
い
い
ま
す
。

　

要
す
る
に
、「
企
業
は
永
遠
の
生
命
を
も
ち
、
決

し
て
廃
業
や
解
散
・
清
算
な
ど
を
し
な
い
ん
だ
」
と

い
う
理
屈
で
す
。
ま
た
、「
ゴ
ー
イ
ン
グ
コ
ン
サ
ー

ン
」
は
「
企
業
は
永
遠
に
継
続
す
る
の
で
あ
る
か

ら
、
社
会
的
使
命
・
責
任
が
あ
る
」
と
い
う
意
味
で

使
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
よ
う
で
す
。

（
２
） 

シ
エ
ラ
レ
オ
ネ
の
平
均
寿
命
よ
り
短
い
企
業

の
寿
命

　

と
こ
ろ
が
、
こ
の
「
ゴ
ー
イ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ン
」

と
い
う
言
葉
と
は
裏
腹
に
、
現
実
に
は
、
企
業
と

い
う
の
は
、
結
構
あ
っ
さ
り
つ
ぶ
れ
ち
ゃ
い
ま
す
。

実
際
、
起
業
1
年
目
で
約
30
％
近
く
の
企
業
が
消

滅
す
る
そ
う
で
す
。
ま
さ
に
今
、日
本
の
企
業
社
会

の
そ
こ
か
し
こ
で
、〝
幼
児
突
然
死
症
候
群
（
一
見

ご
く
健
康
に
育
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
乳
児
が
、

何
の
予
兆
も
な
く
眠
っ
て
い
る
間
に
突
然
呼
吸
停

止
し
、
死
亡
し
て
し
ま
う
病
気
）〟
を
発
症
し
て
い

る
状
況
と
い
え
ま
す
。
ま
た
、よ
く
言
わ
れ
る
指
標

が
、「
5
年
後
の
生
存
率
は
約
40
％
、
10
年
後
で
は

約
25
％
の
企
業
し
か
生
存
し
て
い
な
い
」と
い
う
も

の
で
す
。

　

日
経
新
聞
が
調
べ
た
倒
産
企
業
の
平
均
寿
命
と

い
う
統
計
デ
ー
タ
が
あ
り
ま
す
。

　

１
９
９
６
年
か
ら
２
０
１
０
年
ま
で
の
期
間
で
、

毎
年
倒
産
し
た
企
業
に
つ
い
て
社
歴
を
調
べ
、
こ

れ
を
平
均
化
し
て
い
っ
た
も
の
で
す
。こ
れ
に
よ
り

ま
す
と
、
一
番
平
均
寿
命
が
短
か
っ
た
の
は
15
・
９

歳
、
一
番
長
く
て
も
24
・
６
歳
。
単
純
に
平
均
す
る

と
21
・
05
歳
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
こ
れ
は
「
き
ち
ん
と
し
た
法
的
整
理
を

行
っ
て
死
ん
で
い
っ
た
会
社
」
の
平
均
寿
命
で
す
。

「
き
ち
ん
と
し
た
法
的
整
理
を
行
っ
て
死
ん
で
い
っ

た
」
と
は
、「
そ
れ
な
り
の
費
用
を
負
担
し
て
、
葬

儀
屋
（
破
産
申
立
を
す
る
弁
護
士
）
と
読
経
す
る

坊
主
（
破
産
手
続
き
に
お
い
て
、
破
産
者
の
財
産

の
管
理
・
処
分
を
行
う
管
財
人
弁
護
士
）
を
雇
い
、

葬
儀
場
（
破
産
裁
判
所
）
で
き
ち
ん
と
し
た
お
葬
式

（
破
産
手
続
と
い
う
立
派
な
セ
レ
モ
ニ
ー
）
を
行
っ

て
、法
人
格
を
き
ち
ん
と
消
滅
さ
せ
た
」
と
い
う
意

味
で
す
。

　

世
の
中
に
は
、
破
産
手
続
き
を
す
る
こ
と
も
な

く
、
借
金
を
踏
み
倒
し
て
、
事
実
上
休
眠
し
て
し
ま

う
よ
う
な
会
社
、
す
な
わ
ち
「
葬
儀
費
用
す
ら
な

く
な
っ
た
た
め
、葬
式
を
挙
げ
ず
に
野
垂
れ
死
に
す

る
」
と
い
っ
た
会
社
も
相
当
数
あ
り
ま
す
。

　

き
ち
ん
と
お
葬
式
を
行
え
た
企
業
の
ほ
か
に
、前

記
の
よ
う
な
〝
暗
数
〟
も
含
め
る
と
、日
本
の
会
社

の
平
均
寿
命
っ
て
、
15
歳
以
下
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

ち
な
み
に
、10
年
近
く
内
戦
が
続
い
た
こ
と
に
よ

り
世
界
で
最
も
寿
命
が
短
い
国
の
一
つ
と
言
わ
れ

る
西
ア
フ
リ
カ
の
シ
エ
ラ
レ
オ
ネ
で
す
ら
、現
在
で

は
平
均
寿
命
が
25
歳
を
超
え
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

こ
れ
と
比
較
し
ま
す
と
、日
本
の
会
社
と
い
う
も

の
の
短
命
っ
ぷ
り
は
相
当
な
も
ん
で
、企
業
が
生
き

る
社
会
が
、人
間
の
人
生
よ
り
は
る
か
に
過
酷
な
こ

と
が
分
か
り
ま
す
。

　

以
上
か
ら
し
ま
す
と
、「
ゴ
ー
イ
ン
グ
コ
ン
サ
ー

ン
」、す
な
わ
ち
「
企
業
が
永
遠
の
生
命
を
有
す
る
」

な
ど
と
い
う
理
論
的
前
提
は
、
相
当
、
楽
観
的
で
、

ゴ
ー
イ
ン
（
強
引
）
な
仮
説
で
あ
る
、
と
い
え
ま

す
。
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２
、 
企
業
は
、
生
ま
れ
て
す
ぐ
に

　

ガ
チ
ン
コ
競
争
社
会
に
放
り
込
ま
れ
る

（
１
） 

人
間
の
場
合
に
お
け
る
未
成
年
者
保
護
制
度

　

人
間
の
場
合
、
新
生
児
は
非
常
に
未
熟
な
状
態

で
生
ま
れ
て
き
ま
す
し
、生
ま
れ
た
後
も
大
人
に
な

る
ま
で
、回
り
が
い
ろ
い
ろ
と
世
話
を
焼
い
て
や
ら

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
ね
。こ
の
よ
う
に
実
生
活
に

お
い
て
、子
ど
も
が
大
人
に
よ
る
保
護
の
対
象
と
な

っ
て
い
る
の
と
同
様
、
法
的
な
意
味
に
お
い
て
も
、

よ
ち
よ
ち
歩
き
の
赤
ん
坊
や
幼
児
、学
生
等
の
「
未

成
年
者
」
に
つ
い
て
は
、保
護
の
対
象
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

人
は
、
生
ま
れ
て
か
ら
、
即
、「
権
利
能
力
」
が

付
与
さ
れ
ま
す
。
法
律
用
語
で
「
能
力
」
と
い
う

と
、
特
定
の
こ
と
が
で
き
る
「
資
格
」
を
意
味
し
、

「
権
利
能
力
」
と
は
、「
権
利
を
行
使
し
義
務
を
負
う

主
体
」
と
な
る
こ
と
が
で
き
る
資
格
を
い
い
、こ
の

世
の
す
べ
て
の
人
間
が
こ
の
「
権
利
能
力
」
を
有
し

て
い
ま
す
。

　

と
言
っ
て
も
、全
く
意
味
不
明
で
す
よ
ね
。
権
利

能
力
と
は
、
要
す
る
に
、「
そ
い
つ
の
名
義
で
財
産

が
持
て
る
」「
そ
い
つ
の
名
義
で
モ
ノ
を
買
っ
た
り

売
っ
た
り
と
い
っ
た
取
引
が
で
き
る
」、
と
い
う
程

度
の
意
味
と
考
え
て
下
さ
い
。

　

赤
ん
坊
が
咥
え
て
い
る
バ
ブ
バ
ブ
や
小
学
生
が

持
っ
て
い
る
ラ
ン
ド
セ
ル
や
リ
コ
ー
ダ
ー
は
、そ
の

小
学
生
の
持
ち
物
で
あ
っ
て
、親
が
所
有
し
て
子
供

に
リ
ー
ス
し
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。こ
れ

は
、
未
成
年
者
が
権
利
能
力
を
有
す
る
、
と
い
う
制

度
が
前
提
と
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

　
「
未
成
年
者
ご
と
き
が
財
産
を
持
つ
の
は
ケ
シ
カ

ラ
ン
。
テ
メ
エ
ら
半
端
者
は
、大
人
の
所
有
物
を
借

用
し
て
お
け
ば
十
分
じ
ゃ
」と
い
う
制
度
も
想
定
可

能
で
す
し
、昔
は
そ
う
い
う
感
覚
で
あ
っ
た
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
現
代
で
は
、
子
供
も
大
人
も
、
み
な

等
し
く
、
財
産
を
持
っ
た
り
、
モ
ノ
の
売
り
買
い
が

で
き
る
、
と
い
う
制
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

他
方
、「
未
成
年
者
」
に
は
「
行
為
能
力
」
が
な

い
、
と
言
わ
れ
ま
す
。

　
「
行
為
能
力
」
と
は
、
契
約
を
結
ぶ
と
い
っ
た
、

財
産
に
関
す
る
法
律
行
為
を
単
独
で
行
う
こ
と
が

で
き
る
法
律
上
の
資
格
の
こ
と
で
す
。

　

こ
れ
も
わ
か
り
や
す
く
言
う
と
、「
ガ
キ
に
は
、

一
人
で
デ
カ
イ
取
引
を
さ
せ
な
い
」と
い
う
意
味
で

す
。

　

そ
し
て
、
こ
の
「
行
為
能
力
の
制
限
」
を
通
じ

て
、
民
法
は
未
成
年
者
を
厳
し
い
大
人
の
取
引
社

会
か
ら
保
護
し
て
い
る
の
で
す
。

　

な
ぜ
「
未
成
年
者
」
が
法
的
に
保
護
さ
れ
て
い
る

か
と
い
う
と
、
例
え
ば
、
未
成
年
者
が
借
金
を
し
よ

う
と
し
て
も
、
借
金
を
し
た
場
合
、
条
件
に
よ
っ
て

は
、
利
息
ば
か
り
が
膨
ら
み
、
元
金
の
返
済
に
と
り

か
か
る
前
に
、利
息
分
の
返
済
だ
け
で
何
年
も
か
か

る
場
合
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、十
分
に
理
解
し
た

上
で
借
用
書
に
サ
イ
ン
す
る
か
と
い
う
と
、な
か
な

か
難
し
そ
う
で
す
。

　

未
成
年
者
は
、
自
分
が
負
う
こ
と
に
な
る
義
務

に
つ
い
て
の
リ
ス
ク
を
判
断
す
る
知
識
や
経
験
が

少
な
く
、そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
「
自
己
責
任
」
と

言
い
切
っ
て
、自
分
が
し
た
こ
と
の
全
責
任
を
負
わ

せ
て
し
ま
う
の
は
、
い
さ
さ
か
可
哀
想
で
す
。

　

こ
の
あ
た
り
は
、
成
人
で
も
、
心
許
な
い
方
も
大

勢
い
ら
っ
し
ゃ
る
よ
う
な
気
も
し
ま
す
が
…
。

　

こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
未
成
年
者
を
保
護
す

る
た
め
に
、
未
成
年
者
が
「
法
律
行
為
」
を
行
う

場
合
に
は
、
原
則
と
し
て
、
オ
ヤ
ジ
や
マ
マ
の
同
意

（
＝
許
可
）
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
お

り
、
同
意
を
得
て
い
な
い
場
合
は
、
そ
の
行
為
を
取

消
す
こ
と
が
で
き
る
、
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、も
う
少
し
や
や
こ
し
い
話
を
つ
い
で
に
し

ま
す
と
、「
権
利
能
力
」
や
「
行
為
能
力
」
の
ほ
か

に
、「
意
思
能
力
」
と
い
う
概
念
も
あ
り
ま
す
。
こ

れ
は
、
自
分
の
行
為
が
ど
の
よ
う
な
結
果
を
も
た

ら
す
の
か
を
判
断
で
き
る
能
力
の
こ
と
で
す
。「
未

成
年
」
と
「
成
年
」
と
が
20
歳
で
一
律
に
区
切
ら
れ

て
い
る
の
と
違
い
、
ケ
ー
ス
バ
イ
ケ
ー
ス
で
す
が
、

一
般
的
に
は
、10
歳
程
度
で
意
思
能
力
あ
り
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

ま
と
め
ま
す
と
、

 

・ 

赤
ん
坊
で
も
ガ
キ
で
も
、
テ
メ
エ
の
名
前
で
財

産
を
持
つ
こ
と
は
許
し
て
や
る
（
権
利
能
力
）。

 

・ 

と
は
い
え
、一
人
で
取
引
社
会
の
鉄
火
場
で
火

傷
を
負
う
の
は
あ
ま
り
に
可
哀
想
だ
か
ら
、親
の

同
意
な
し
に
取
引
を
や
っ
ち
ま
っ
た
場
合
、「
え
、ウ

ソ
。そ
ん
な
。ち
ょ
っ
と
、タ
ン
マ
。や
っ
ぱ
、あ
れ
ナ

シ
に
し
て
」と
い
う
泣
き
言
を
認
め
て
や
る
。ガ
キ

と
取
引
す
る
大
人
連
中
も
、親
か
ら
同
意
を
も
ら
っ

て
い
な
い
ガ
キ
は
後
か
ら「
待
っ
た
。や
っ
ぱ
、あ
れ

ナ
シ
」と
か
吐
か
す
可
能
性
が
あ
る
か
ら
、そ
の
あ

た
り
、し
っ
か
り
確
認
し
て
お
き
な（
行
為
能
力
）。

 

・ 

10
歳
以
下
の
オ
ネ
シ
ョ
す
る
よ
う
な
ガ
キ
は
、

全
く
ワ
ケ
わ
か
っ
て
ね
ぇ
か
ら
、親
の
同
意
が
あ
っ

て
も
、そ
も
そ
も「
取
引
」な
ん
か
で
き
ね
ぇ
か
ら
、

こ
い
つ
ら
一
切
相
手
に
す
る
な（
意
思
能
力
）。

と
い
う
形
で
、未
成
年
者
が
、ガ
チ
ン
コ
勝
負
の
過

酷
な
取
引
社
会
か
ら
保
護
さ
れ
る
仕
組
み
が
存
在

し
ま
す
。

●

　

と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
、今
回
は
誌
面
が
一
杯
に
な

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

次
回
は
、生
ま
れ
た
ば
か
り
で
ヨ
チ
ヨ
チ
歩
き
の

企
業
が
、
人
間
の
赤
ん
坊
や
子
供
の
よ
う
に
、「
え
、

ウ
ソ
。
そ
ん
な
。
ち
ょ
っ
と
、
タ
ン
マ
。
や
っ
ぱ
、

あ
れ
ナ
シ
に
し
て
。
だ
っ
て
、
ボ
ク
、
ひ
と
月
前

に
設
立
さ
れ
た
ば
か
り
の
赤
ん
坊
会
社
だ
か
ら
さ
。

そ
ん
な
厳
し
い
こ
と
言
わ
な
い
で
よ
～
」と
い
う
泣

き
言
が
吐
か
せ
る
か
ど
う
か
、と
い
っ
た
と
こ
ろ
か

ら
お
話
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

畑中鐵丸（はたなかてつまる）　弁護士・ニューヨーク州弁護士
弁護士法人畑中鐵丸法律事務所（千代田区丸の内）代表弁護士。東京大学
法学部在学中に司法試験（日本）に合格後、新日鐵勤務を経て弁護士登録。
ペンシルヴァニア大学ロースクールに留学し、法学修士号を取得後、米国
ニューヨーク州司法試験に合格。著書は『法律オンチが会社を滅ぼす』（東
洋経済新報社刊）『企業法務バイブル』シリーズ ( 弘文堂刊 ) 『こんな法務
じゃ会社がつぶれる』（第一法規刊）電子書籍『鐵丸弁護士が説く！会社倒
産シグナル１０』（アクセルマーク /MMB 刊）ほか多数。雑誌「経済界」に
て『勝ち組企業養成講座』を連載中。企業法務・国際法務のほか、医療・治療

（柔道整復、鍼灸、マッサージ等）・ヘルスケアに関する法律問題にも意欲
的に取り組んでいる。最新刊は『生兵法務は大怪我のもと！』（第一法規
刊）。ウェブサイトは http://www.tetsumaru.com/
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患
者
さ
ん
「
先
生
、
外
反
母
趾
っ
て
ど
う
し
て
な

る
の
で
す
か
？
」

　

Ｎ
Ｇ
整
骨
院
「
ハ
イ
ヒ
ー
ル
の
履
き
す
ぎ
で
す
」

　

患
者
さ
ん
「
私
は
ハ
イ
ヒ
ー
ル
を
履
い
た
こ
と
が

な
い
の
で
す
が
」

　

Ｎ
Ｇ
整
骨
院
「
ベ
タ
靴
で
も
き
つ
い
靴
を
履
い
て

い
た
ら
な
り
ま
す
よ
」

　

患
者
さ
ん
（
そ
ん
な
靴
は
い
て
な
い
の
に
な
ー
）

と
不
信
感

　

患
者
さ
ん
「
先
生
、
私
は
右
足
の
外
反
母
趾
が
特

に
ひ
ど
い
ん
で
す
」

　

Ｎ
Ｇ
整
骨
院
「
そ
れ
は
右
足
に
負
担
が
か
か
っ
て

い
る
か
ら
で
す
よ
」

　
　
　

◆

　

患
者
さ
ん
「
先
生
、
外
反
母
趾
っ
て
ど
う
し
て
な

る
の
で
す
か
？
」

　

Ｏ
Ｋ
整
骨
院「
そ
れ
は〝
足
の
裏
の
筋
肉
〟が
低
下

し
て〝
足
の
甲
の
骨
〟が
下
が
り
、そ
の
影
響
で
親
指

が
変
形
す
る
の
が
原
因
で
す
。ハ
イ
ヒ
ー
ル
な
ど
は

１
つ
の
要
因
で
あ
っ
て
主
原
因
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」

　

患
者
さ
ん
（
な
る
ほ
ど
こ
の
先
生
は
詳
し
そ
う
、

や
や
尊
敬
）「
私
は
特
に
右
足
が
ひ
ど
い
の
で
す
が
」

　

Ｏ
Ｋ
整
骨
院
「
過
去
に
〝
腰
痛
〟
に
な
っ
た
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
」

　

患
者
さ
ん
「
10
年
前
に
ひ
ど
い
腰
痛
が
あ
り
ま
し

た
」

　

Ｏ
Ｋ
整
骨
院「
過
去
の
腰
痛
が
原
因
で
足
へ
の〝
神

経
命
令
の
低
下
〟
が
起
こ
り
、
足
裏
の
筋
肉
が
低
下

し
て
〝
偏
平
足
〟
に
な
り
、
外
反
母
趾
に
移
行
し
て

し
ま
う
ん
で
す
よ
。
そ
の
時
の
腰
痛
は
右
側
が
強
か

っ
た
可
能
性
が
あ
り
ま
す
ね
」

　

患
者
さ
ん
「
値
段
の
高
い
幅
広
の
ス
ポ
ー
ツ
シ
ュ

ー
ズ
は
有
効
で
す
か
？
」

　

Ｏ
Ｋ
整
骨
院
「
日
ご
ろ
そ
の
よ
う
な
高
級
な
靴
を

履
く
と
足
が
靴
に
頼
っ
て
し
ま
い
か
え
っ
て
筋
肉
が

低
下
し
ま
す
」「
日
本
に
靴
文
化
が
な
か
っ
た
頃
は
偏

平
足
が
少
な
か
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は

〝
わ
ら
じ
〟
の
御
蔭
な
ん
で
す
よ
」「
わ
ら
じ
を
履
く

と
、
下
り
は
鼻
緒
を
切
ら
な
い
よ
う
に
指
先
で
踏
ん

張
り
ま
す
。
登
り
は
脱
げ
な
い
よ
う
に
指
先
で
踏
ん

張
り
ま
す
。
こ
の
指
先
で
踏
ん
張
る
事
が
足
の
裏
の

筋
肉
を
強
化
し
て
く
れ
る
ん
で
す
。
だ
か
ら
、
普
段

は
足
の
裏
を
鍛
え
る
靴
を
選
ん
だ
方
が
良
い
の
で
す

よ
。
お
勧
め
の
グ
ッ
ズ
は
〝
５
本
指
の
サ
ン
ダ
ル
〟

で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調
べ
て
買
っ
て
み
て
下

さ
い
」

　

患
者
さ
ん
「
５
本
指
の
サ
ン
ダ
ル
ね
」

　

Ｏ
Ｋ
整
骨
院
「
外
反
母
趾
の
治
療
は
、
腰
痛
の
改

善
治
療
を
し
て
足
へ
の
血
流
を
増
や
し
て
い
く
の
と

同
時
に
親
指
の
曲
げ
伸
ば
し
に
関
係
す
る
筋
肉
を
緩

め
ま
す
。
と
く
に
〝
脛
の
骨
の
内
側
の
キ
ワ
〟
の
部

分
の
動
き
が
悪
く
な
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
そ
こ
を
重

点
的
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
ま
す
。
痛
い
で
す
が
頑
張
り

ま
し
ょ
う
。
さ
ら
に
足
裏
の
バ
ラ
ン
ス
調
整
を
し
て

い
き
ま
す
。
ま
た
、
室
内
で
〝
布
製
の
わ
ら
じ
〟
を

履
く
の
も
有
効
で
す
」

　

患
者
さ
ん
「
指
に
挟
む
外
反
母
趾
グ
ッ
ズ
は
ど
う

で
し
ょ
う
か
？
」

　

Ｏ
Ｋ
整
骨
院
「
足
の
甲
を
高
く
す
る
足
底
板
な
ど

も
い
い
で
す
が
、痛
い
と
き
だ
け
お
世
話
に
な
っ
て
、

早
く
そ
う
い
う
グ
ッ
ズ
を
使
わ
な
く
て
も
大
丈
夫
な

よ
う
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
」

　

Ｏ
Ｋ
整
骨
院
「
こ
の
方
の
外
反
母
趾
は
ひ
ど
い
で

し
ょ
う
。
親
指
が
二
本
目
の
指
に
乗
っ
か
っ
て
い
る

で
し
ょ
う
（
写
真
な
ど
を
見
せ
る
）」

　

患
者
さ
ん
「
う
わ
ー
、
こ
れ
も
腰
痛
が
原
因
で
す

か
？
」

　

Ｏ
Ｋ
整
骨
院
「
こ
の
タ
イ
プ
は
、
足
の
裏
の
筋
肉

低
下
に
プ
ラ
ス
し
て
〝
偽
リ
ュ
ー
マ
チ
〟
の
疑
い
が

出
て
き
ま
す
」

　

患
者
さ
ん
「
偽
リ
ュ
ー
マ
チ
？
」

　

Ｏ
Ｋ
整
骨
院
「
血
液
検
査
で
は
検
出
さ
れ
ま
せ
ん

が
、
原
因
不
明
の
〝
毒
素
〟
が
〝
末
端
の
関
節
〟
に

溜
ま
り
変
形
し
て
く
る
病
気
で
す
。
肝
臓
、
腎
臓
の

弱
い
方
が
多
く
炭
水
化
物
を
多
く
取
る
人
や
甘
い
果

物
の
多
食
も
原
因
に
な
り
ま
す
。
女
性
ホ
ル
モ
ン
の

関
係
も
あ
り
ま
す
」

　

患
者
さ
ん
「
へ
ー
、
外
反
母
趾
が
内
臓
や
食
べ
物

と
関
係
す
る
と
は
」

　

Ｏ
Ｋ
整
骨
院
「
手
の
指
先
が
曲
が
る
〝
へ
バ
ー
デ

ン
結
節
〟
と
い
う
の
も
同
じ
種
類
の
病
気
で
す
」

　

患
者
さ
ん
「
私
が
そ
う
で
す
。
こ
の
指
が
曲
が
っ

て
き
て
い
ま
す
」

　

Ｏ
Ｋ
整
骨
院
「
こ
こ
ま
で
変
形
し
た
関
節
を
治
す

の
は
困
難
で
、
整
形
外
科
も
〝
原
因
不
明
の
関
節
炎

で
す
〟
と
取
り
合
っ
て
く
れ
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
こ
れ

以
上
悪
く
な
ら
な
い
よ
う
に
腎
臓
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

や
食
事
指
導
、
歩
行
指
導
、
足
裏
の
バ
ラ
ン
ス
調
整

法
を
行
い
ま
し
ょ
う
」

　

患
者
さ
ん
（
こ
こ
の
治
療
院
、
期
待
で
き
そ
う
）

　
　
　

◆

　

質
疑
応
答
は
答
え
が
正
確
か
ど
う
か
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
き
ち
ん
と
自
分
の
意
見
が
し
っ
か
り
と
説
明

で
き
る
か
ど
う
か
で
す
。
問
診
は
決
ま
っ
た
「
こ
ち

ら
の
言
い
分
を
伝
え
る
」
方
法
で
あ
っ
て
、
誰
で
も

で
き
ま
す
が
、
応
答
学
は
違
い
ま
す
。
患
者
さ
ん
か

ら
の
予
期
せ
ぬ
質
問
に
答
え
る
力
で
す
。
こ
れ
を
鍛

え
な
い
と
、
す
ぐ
に
「
化
け
の
皮
が
剥
が
れ
ま
す
」。

　

パ
タ
ー
ン
化
し
た
問
診
は
初
診
の
時
だ
け
の
戦
略

で
す
。
多
く
の
素
晴
ら
し
い
治
療
技
術
を
お
持
ち
の

先
生
方
の
技
術
を
後
押
し
し
て
く
れ
る
も
の
が
〝
知

識
〟
や
〝
人
格
〟
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
の
ス
キ
ル
を

鍛
え
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

【川本正己・川本治療所院長】

●平成３年カイロプラクティック免
許、平成５年柔道整復師免許取得。
●昭和 11 年開業の川本治療所院長に
就任後実費治療で難病に挑む。
●専門は「副腎刺激」と「栄養学」をプ
ラスして行う膠原病治療。
●「糖とホルモンの意外な関係」「男の
糖尿病」などをテーマに講演活動も行
う。
URL:http://kawamoto-r-1926.com/

【第１回】

明日から使える

応答学

『外反母趾』

川本治療所院長・川本正己
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っ
た
。
し
か
し
、
ど
う
い
う
訳
か
そ
の
契
約
内

容
は
Ｓ
Ｅ
Ｏ
対
策
費
用
で
は
な
く
、
Ｈ
Ｐ
制
作

ソ
フ
ト
費
用
や
パ
ソ
コ
ン
販
売
費
用
な
ど
と
な

っ
て
い
る
。
Ｈ
Ｐ
の
制
作
は
無
形
物
な
の
で
リ

ー
ス
の
対
象
に
な
ら
な
い
と
の
こ
と
。
１
カ
月

後
、
治
療
院
は
検
索
の
上
位
に
表
示
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
が
、
す
ぐ
に
ま
た
表
示
さ
れ
な
く

な
り
、
院
長
は
業
者
に
解
約
を
申
し
出
た
。
業

者
か
ら
は
「
先
生
と
契
約
し
て
い
る
の
は
ホ
Ｈ

Ｐ
制
作
ソ
フ
ト
の
代
金
で
す
。
Ｓ
Ｅ
Ｏ
対
策
は

弊
社
の
別
の
サ
ー
ビ
ス
で
こ
の
契
約
に
は
含
ま

れ
て
い
ま
せ
ん
。
Ｓ
Ｅ
Ｏ
対
策
を
し
た
け
れ

ば
、
別
途
毎
月
５
万
円
い
た
だ
き
ま
す
。
そ
し

て
こ
の
契
約
は
解
約
で
き
ま
せ
ん
。
Ｈ
Ｐ
制
作

ソ
フ
ト
は
き
ち
ん
と
納
品
し
て
い
ま
す
。
異
論

が
あ
る
な
ら
法
的
に
解
決
し
ま
し
ょ
う
」
。

「
し
ま
っ
た
」
と
思
っ
た
が
後
の
祭
り
。
院
長

に
は
数
百
万
円
の
借
金
だ
け
が
残
る
。

　

悪
質
業
者
の
手
口
は
、
契
約
に
関
し
て
あ
ま

り
詳
し
く
な
い
治
療
院
経
営
者
を
言
葉
巧
み
に

勧
誘
し
、
リ
ー
ス
契
約
を
結
び
、
気
が
付
い
た

と
き
に
は
解
約
も
で
き
な
い
よ
う
に
し
て
し
ま

う
。

　

あ
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
Ｈ
Ｐ
）
制
作
業
者
の

営
業
マ
ン
の
勧
誘
方
法
を
紹
介
し
よ
う
。
「
お

た
く
の
治
療
院
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
検
索
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
れ
で
は
患
者
が
減
少
す

る
の
も
当
た
り
前
で
す
。
Ｓ
Ｅ
Ｏ
対
策
を
し
な

け
れ
ば
検
索
で
上
位
に
は
表
示
さ
れ
ま
せ
ん
。

弊
社
に
お
任
せ
い
た
だ
け
れ
ば
１
カ
月
以
内
に

上
位
に
表
示
さ
せ
ま
す
」
と
営
業
マ
ン
。
そ
う

言
わ
れ
た
院
長
は
「
以
前
に
Ｈ
Ｐ
を
つ
く
っ
た

が
期
待
し
た
ほ
ど
の
効
果
が
な
か
っ
た
。
検
索

で
上
位
に
は
出
な
か
っ
た
か
ら
か
も
し
れ
な

い
」
と
考
え
、
言
葉
巧
み
な
営
業
マ
ン
に
誘
導

さ
れ
、
５
年
の
リ
ー
ス
契
約
を
結
ぶ
こ
と
に
な 要

注
意
！

　

長
引
く
不
況
に
よ
り
治
療
院
の
来
院
患
者
数
の
減
少
傾
向
が
続
い
て
い
る
。
売
上
の
減

少
は
、
治
療
院
経
営
者
と
し
て
最
も
頭
の
痛
い
問
題
だ
。
売
上
を
伸
ば
し
た
い
、
少
し
で

も
経
費
を
削
減
し
た
い
、
そ
ん
な
治
療
院
経
営
者
に
つ
け
込
む
悪
質
な
業
者
が
最
近
急
増

中
だ
と
い
う
。
治
療
院
経
営
者
の
た
め
に
悪
質
業
者
が
ど
の
よ
う
な
手
口
で
近
寄
っ
て
く

る
の
か
、
そ
し
て
ど
の
よ
う
な
結
果
を
も
た
ら
す
の
か
例
を
２
つ
挙
げ
て
紹
介
す
る
。

NEWS-1

瞬時にコリや痛みを変化させ、治療効率を高める新しい整体法です
不況を生き抜くためのMB式整体セミナー！

１日完結型ですので、１回からでも受講できます ！ 
肩こり・腰痛・姿勢不良や疲労感などが、
短時間で驚くほど変化する整体法です。

わかりやすく学べます ！
１、 短時間で驚くほど変わる独自のテクニック
２、 時代に即したソフトで優しい手技
３、 場所を選ばずできる応用性の高い技

日　時　奇数月第４日曜日
　　　　10：00～17：00
会　場　新宿NSビル
受講料　21,000円

お問合せ：info@mb-bas.com
FAX：03-5371-3142

ＭＢボディアートスクール
ＭＢ式 検  索

　

こ
う
し
た
例
以
外
に
も
、
昨
今
は
「
レ
セ
コ

ン
販
売
業
者
」
「
Ｌ
Ｅ
Ｄ
販
売
業
者
」
「
番
組

制
作
会
社
」
「
自
動
販
売
機
設
置
業
者
」
な
ど

悪
質
業
者
は
多
岐
に
わ
た
っ
て
は
び
こ
っ
て
い

る
と
聞
く
。

　

と
く
に
目
立
っ
て
き
て
い
る
の
が
「
レ
セ
プ

ト
発
行
ソ
フ
ト
（
レ
セ
コ
ン
）
販
売
業
者
」
。

レ
セ
コ
ン
の
リ
ー
ス
契
約
を
先
行
さ
せ
、
解
約

で
き
な
い
状
態
に
し
た
後
に
「
こ
の
レ
セ
コ
ン

が
利
用
で
き
る
の
は
こ
の
接
骨
師
会
だ
け
で

す
」
と
い
っ
て
特
定
の
請
求
団
体
な
ど
に
入
会

さ
せ
る
と
い
う
。
院
長
が
「
他
の
接
骨
師
会
に

決
め
て
い
ま
す
」
と
言
っ
て
も
、
契
約
が
解
約

で
き
な
い
た
め
に
仕
方
な
く
指
定
さ
れ
た
接
骨

師
会
に
入
ら
ざ
る
を
得
な
く
な
る
。
そ
れ
で
自

身
が
望
ん
で
い
た
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
ず
困

っ
て
い
る
と
い
う
話
を
数
多
く
聞
く
。
こ
れ
は

販
売
業
者
が
請
求
団
体
と
共
謀
し
て
治
療
院
を

だ
ま
し
て
い
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
こ
の
よ

う
な
悪
徳
業
者
を
排
除
す
る
た
め
の
対
策
と
し

て
、
①
契
約
内
容
を
し
っ
か
り
と
確
認
す
る
②

不
明
な
点
が
あ
れ
ば
業
者
に
不
明
な
点
が
な
く

な
る
ま
で
確
認
す
る
（
重
要
な
こ
と
は
メ
ー
ル

ま
た
は
文
書
に
し
て
残
す
こ
と
）
③
信
頼
で
き

る
相
談
相
手
が
い
れ
ば
そ
の
人
に
相
談
す
る
か

先
生
や
治
療
院
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
る
業
界

団
体
な
ど
が
あ
れ
ば
必
ず
相
談
す
る
―
―
こ
と

を
心
が
け
た
い
。

□

　

く
れ
ぐ
れ
も
「
来
院
数
が
圧
倒
的
に
増
え
ま

す
」
「
経
費
が
こ
ん
な
に
削
減
で
き
ま
す
」

「
副
収
入
が
こ
ん
な
に
増
え
ま
す
」
な
ど
の
甘

い
言
葉
に
だ
ま
さ
れ
な
い
よ
う
に
細
心
の
注
意

を
。

悪
質
業
者
に

　
　
狙
わ
れ
る
治
療
院
急
増
!!
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いずれの日も下記時間帯から選べます

①14：20 ～ 15：50
②16：10 ～ 17：40
③18：00 ～ 19：30

治療院支援セミナー開催日

原則として毎月第２、４土曜日

５月
11日（土）
25 日（土）

６月
８日（土）
22日（土）

７月
13日（土）
27 日（土）

【個別相談　90分間】

講　師

内　容

定　員

会　場

申込方法

接骨院開業アドバイザー
主任コンサルタント　川嶋隆司氏　他

個別相談　　90分間

先着順で定員になり次第締め切ります
のでお早めにお申込みください

ボディバランスアカデミー内教室
東京都千代田区神田淡路町 1-1-1-3F
（都営新宿線・小川町駅、東京メトロ丸の内線・
  淡路町駅　Ａ５出口　徒歩１分）

お電話でお申し込みください。参加者
には参加整理券を送付いたします。日
程、時間調整のため本協会スタッフが
お電話を差し上げることがございます
ので、ご了承ください

①開業したいが、自己資金があまりない。②自己資金があまりないので
融資を受けたい。③融資先の決め方と書類の作り方が分からない。④店
舗の選び方が分からない。⑤開業の方法が分からない。（開業までの流
れは？）⑥スタッフの配置が分からない。⑦開業後、税務署への手続き
の仕方が分からない。⑧保健所、厚生局へ提出する書類の作り方が分か
らない。⑨各種届出書の提出タイミングが分からない。⑩内装のレイア
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ウトをどうしたら良いか分
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　からない。⑪物理療法機器
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の選定と集患につながる機
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　器が何か分からない。⑫チ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ラシの作り方（内容）、撒
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き方、タイミングが分から
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ない。⑬料金の決め方が分
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　からない。⑭カルテのつく
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り方、保険請求が分からな
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　い。⑮個人請求のメリット
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　デメリットが分からない。

いずれの日も下記時間帯から選べます

①14：20 ～ 15：50
②16：10 ～ 17：40
③18：00 ～ 19：30

接骨院開業セミナー開催日

原則として毎月第１、３土曜日

５月

18日（土）

６月
１日（土）
15日（土）

７月
６日（土）
20日（土）

お問合せ・お申込み／NPO法人日本手技療法協会　TELO3－5296－9055

●講師
接骨院経営アドバイザー

主任コンサルタント

細川光一氏　他

会場・定員・内容・お申込方法

など、すべて接骨院開業セ

ミナーと同様です。詳しく

は上記の接骨院開業セミ

ナーをご覧下さい。

治
療
院
よ
ろ
ず
相
談
お
受
け
い
た
し
ま
す

治
療
院
支
援
セ
ミ
ナ
ー

開業してみたものの、
こんな悩みは誰に聞いていいか分からない…
そんな先生の疑問、質問なんでもよろず相談お受けします。

①事情があり治療院を売りたい・買いたい（譲渡条件のポイント）
②開業1年目、初めての確定申告の方法について教えて？
③個人事業主・法人成りのメリット＆デメリットは何？
④院内を模様替えしたい＆変えたいがポイントは何？
⑤資金繰りが上手くいかない。
⑥今後の業界予測から経営を見直したい。

「
開
業
ま
で
ど
う
し
た
ら
い
い
の
？
」

接
骨
院
開
業
セ
ミ
ナ
ー

こんな悩みを解決します

NPO法人日本手技療法協会主催 会員無料  非会員は5000円

接骨院の開業には、資金面をはじめ立地条件・レイアウト・宣伝・
役所の各種届出など時間と労力そして資金が必要となります。
このセミナーでは、接骨院開業ノウハウ
を具体的に分かりやすくお教えします。
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ペ
ッ
プ
ト
ー
ク
の
セ
ミ
ナ
ー
中
に
「
本
気
の

あ
り
が
と
う
を
伝
え
ま
し
ょ
う
」
と
い
う
ワ
ー

ク
を
し
て
い
ま
す
。
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
た

い
相
手
を
自
ら
決
め
、
言
葉
を
選
び
、
ど
う
表

現
す
る
か
考
え
て
か
ら
受
講
生
全
員
の
前
で
発

表
し
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
用
意
さ
れ
た
シ
ー
ト
に

向
か
い
な
が
ら
考
え
て
い
る
時
は
、
受
講
生
は

色
々
な
想
い
が
広
が
っ
て
ど
ん
ど
ん
ペ
ン
が
進

み
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
い
ざ
発
表
し
よ
う
と
す

る
と
…
。

●
　

東
日
本
大
震
災
で
、
世
界
最
多
と
な
る
２
０

０
億
円
を
超
え
る
義
援
金
と
４
０
０
ト
ン
を
超

え
る
援
助
物
資
を
送
っ
て
く
れ
た
の
が
台
湾
だ

と
い
う
こ
と
を
ご
存
知
で
し
た
か
？　

世
界
の

ど
こ
よ
り
も
早
く
救
助
隊
を
派
遣
し
て
く
れ
た

の
も
、
台
湾
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

　

残
念
な
が
ら
台
湾
で
、「
日
本
は
こ
の
台
湾
の

愛
に
十
分
に
応
え
て
い
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
」と
の
報
道
が
あ
り
ま
し
た
。
震
災
後
、当

時
の
日
本
政
府
は
、
義
援
金
を
寄
せ
て
く
れ
た

世
界
中
の
国
の
メ
デ
ィ
ア
に
感
謝
広
告
を
出
し

た
の
で
す
が
、
台
湾
に
は
、
中
国
へ
の
配
慮
か

ら
か
広
告
掲
載
を
見
送
っ
た
の
だ
そ
う
で
す
。

　

台
湾
で
は
「
最
も
好
き
な
国
」
と
し
て
日
本

を
挙
げ
る
人
が
41
％
に
の
ぼ
り
、
２
位
の
中
国

大
陸
８
％
、
ア
メ
リ
カ
８
％
を
大
き
く
引
き
離

し
て
い
る
そ
う
で
す
。
そ
ん
な
台
湾
に
、
台
湾

の
人
々
に
対
し
て
日
本
は
「
あ
り
が
と
う
」
を

言
え
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

　

日
本
人
が
動
き
始
め
ま
し
た
。
一
個
人
の
呼

び
か
け
を
き
っ
か
け
に
募
金
を
集
め
、
国
の
代

わ
り
に
決
し
て
安
く
な
い
新
聞
広
告
を
出
し
た

そ
う
で
す
。「
あ
り
が
と
う
台
湾
、謝
謝
台
湾
！
」

と
。

　

驚
い
た
こ
と
に
、
募
金
は
目
標
額
を
超
え
て

も
集
ま
り
続
け
、
現
在
で
は
東
日
本
の
復
興
支

援
の
た
め
の
義
援
金
と
し
て
寄
付
さ
れ
て
い
る

そ
う
で
す
。

　

２
０
１
３
年
３
月
８
日
、
球
史
に
残
る
名
ゲ

ー
ム
が
東
京
ド
ー
ム
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
Ｗ
Ｂ

Ｃ
の
日
本
対
台
湾
戦
で
す
。
９
回
２
ア
ウ
ト
ま

で
ビ
ハ
イ
ン
ド
だ
っ
た
侍
ジ
ャ
パ
ン
が
、
底
力

を
見
せ
同
点
に
追
い
つ
き
、
延
長
戦
に
も
つ
れ

込
ん
だ
末
の
激
闘
を
制
し
て
の
大
逆
転
劇
に
多

く
の
野
球
フ
ァ
ン
が
感
動
し
ま
し
た
。

　

そ
の
時
、
勝
利
で
大
喜
び
を
し
て
ハ
イ
タ
ッ

チ
を
し
て
い
る
日
本
チ
ー
ム
の
向
こ
う
側
で
、

試
合
が
終
わ
っ
た
マ
ウ
ン
ド
に
向
か
う
台
湾
選

手
達
の
姿
が
あ
り
ま
し
た
。
選
手
達
は
マ
ウ
ン

ド
で
円
陣
に
な
り
全
方
向
に
向
け
て
、
ス
タ
ン

ド
の
フ
ァ
ン
に
深
々
と
お
辞
儀
を
し
ま
し
た
。

そ
の
姿
を
見
た
日
本
人
は
、「
負
け
た
の
に
な
ん

て
礼
儀
正
し
い
ん
だ
ろ
う
！
」「
な
ん
て
素
敵
な

ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
精
神
だ
ろ
う
！
」
な
ど
と
思
っ

た
そ
う
で
す
。

　

実
は
こ
の
お
辞
儀
に
は
裏
話
が
あ
っ
た
の
で

す
。

　

報
道
に
よ
る
と
、
日
本
の
あ
る
フ
ァ
ン
が
ツ

イ
ッ
タ
ー
上
で
「
こ
の
試
合
は
台
湾
で
も
た
く

さ
ん
の
人
々
が
観
る
は
ず
。
あ
の
震
災
の
時

の
お
礼
の
気
持
ち
を
伝
え
る
絶
好
の
チ
ャ
ン

ス
！
」
と
の
書
き
込
み
を
し
、「
感
謝
の
気
持
ち

を
伝
え
る
横
断
幕
を
掲
げ
よ
う
」
と
呼
び
か
け

た
の
だ
そ
う
で
す
。
こ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
多

く
の
賛
同
を
得
て
瞬
く
間
に
全
国
に
広
が
っ
た

ば
か
り
か
、
中
国
語
に
も
翻
訳
さ
れ
て
台
湾
で

も
広
が
り
多
く
の
感
動
を
得
ま
し
た
。そ
し
て
、

試
合
の
当
日
、
東
京
ド
ー
ム
の
観
客
席
に
は
た

く
さ
ん
の
感
謝
の
横
断
幕
や
プ
ラ
カ
ー
ド
が
掲

岩
﨑
由
純
の

読
む
癒
し

げ
ら
れ
て
い
た
の
で
す
。
完
全
な
ア
ウ
ェ
ー
だ

と
思
っ
て
い
た
選
手
達
は
、
そ
れ
に
気
づ
き
驚

き
ま
し
た
。

　

た
く
さ
ん
の
日
本
人
か
ら
の
温
か
い
応
援
、

感
謝
の
横
断
幕
、
プ
ラ
カ
ー
ド
、
台
湾
で
も
そ

の
模
様
が
報
道
さ
れ
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
や
フ
ェ
イ

ス
ブ
ッ
ク
で
も
コ
メ
ン
ト
が
書
き
続
け
ら
れ
た

そ
う
で
す
。
「
あ
り
が
と
う
台
湾
、
謝
謝
台

湾
！
」
。

　

そ
し
て
選
手
達
も
動
き
ま
し
た
。
試
合
終
了

後
、
選
手
全
員
が
マ
ウ
ン
ド
に
歩
み
寄
り
円
陣

と
な
り
、
全
方
向
に
向
か
っ
た
お
辞
儀
を
し
ま

し
た
！　

台
湾
で
は
１
３
０
０
万
の
人
が
、
こ

の
姿
を
観
て
い
ま
し
た
！

　

国
を
越
え
た
あ
り
が
と
う
の
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー

ル
。
こ
れ
ぞ
書
き
残
す
べ
き
名
勝
負
の
舞
台
裏

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
国
が
言
え
な
か
っ
た

伝
え
る
べ
き
「
あ
り
が
と
う
」
が
一
人
の
市
民

に
よ
っ
て
発
信
さ
れ
、
民
衆
を
動
か
し
、
そ
の

想
い
は
波
の
よ
う
に
広
が
り
、
こ
の
「
伝
説
の

名
勝
負
」
と
な
り
ま
し
た
。

「
大
事
な
の
は
勝
ち
負
け
で
は
な
い
。ど
れ
だ
け

心
が
動
か
さ
れ
る
か
、
な
の
だ
！
」

□
　

本
気
の
〝
あ
り
が
と
う
〟
を
い
ざ
言
お
う
と

し
た
瞬
間
、
言
葉
に
詰
ま
っ
て
し
ま
う
人
が
続

出
し
ま
す
。「
本
気
」
に
な
っ
た
瞬
間
、内
な
る

想
い
が
込
み
上
げ
感
極
ま
っ
て
し
ま
う
か
ら
で

す
。

　

貴
方
の
一
番
大
切
な
人
に
ぜ
ひ
言
っ
て
み
て

下
さ
い
。
言
う
べ
き
だ
と
分
か
っ
て
い
る
の
に

ま
だ
言
い
そ
び
れ
て
い
る
「
あ
り
が
と
う
」
を
。

第
10
回

岩
﨑
由
純

１
９
５
９
年
山
口
県
出
身
。米
国
シ
ラ
キ
ュ
ー
ズ
大
学
、

大
学
院
に
留
学
し
、Ｎ
Ａ
Ｔ
Ａ
認
定
ア
ス
レ
テ
ィ
ッ
ク

ト
レ
ー
ナ
ー
の
資
格
取
得
。留
学
時
か
ら
ペ
ッ
プ
ト
ー
ク

（
チ
ー
ム
を
ま
と
め
て
勝
利
に
導
く
会
話
法
の
ひ
と
つ
）

に
興
味
を
持
つ
。「
Ｎ
Ｅ
Ｃ
レ
ッ
ド
ロ
ケ
ッ
ツ
」で
ト
レ
ー

ナ
ー
と
し
て
23
年
間
活
躍
。現
在
は
主
に
ペ
ッ
プ
ト
ー
ク

の
普
及
活
動
を
行
い
な
が
ら
、ス
ト
レ
ッ
チ
ポ
ー
ル
や
テ

ー
ピ
ン
グ
な
ど
の
指
導
も
し
て
い
る
。

「言い忘れていた
　　　　 ありがとう」
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「
医
師
が
指
示
書
に
『K

en Y
am

am
oto

テ
ク

ニ
ッ
ク
』
で
治
せ
っ
て
僕
ら
理
学
療
法
士
に
指
示

を
出
す
ん
で
す
。
ホ
ン
ト
に
素
晴
ら
し
い
テ
ク
ニ

ッ
ク
を
教
え
て
く
れ
て
心
か
ら
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
」。
こ
こ
は
東
南
ア
ジ
ア
最
大
級
の
バ
ン
コ

ク
ホ
ス
ピ
タ
ル
。
整
形
外
科
の
医
師
は
一
人
ひ
と

り
の
患
者
様
に
つ
い
て
、
こ
の
よ
う
に
対
応
す
る

よ
う
に
と
ス
タ
ッ
フ
に
指
示
書
を
渡
す
。
そ
の
指

示
書
に
最
近
チ
ョ
ク
チ
ョ
ク
登
場
す
る
の
が「K

en 

Y
am

am
oto

テ
ク
ニ
ッ
ク
で
治
せ
」
と
い
う
指

示
だ
。
前
回
の
38
号
で
書
い
た
が
俺
は
医
師
、
看

護
師
、
理
学
療
法
士
の
前
で
セ
ミ
ナ
ー
を
昨
年
の

12
月
に
開
い
た
。
そ
れ
か
ら
３
カ
月
後
に
会
っ
た

理
学
療
法
士
た
ち
が
話
し
て
く
れ
た
言
葉
が
コ
レ

だ
。
さ
ら
に
、
ヘ
ル
ニ
ア
や
坐
骨
神
経
痛
、
分
離
す

手技療法家
　　の
　　　独白

治療家  Ken  Yamamoto

  

そ
の
９

海
外
で
の
セ
ミ
ナ
ー
報
告

べ
り
症
だ
け
じ
ゃ
な
く
脳
梗
塞
の
リ
ハ
ビ
リ
に
も

俺
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
使
っ
て
、
好
ま
し
い
成
果
を

あ
げ
て
い
る
と
い
う
ん
だ
。

　
『
世
界
の
腰
痛
を
治
し
た
い
』
と
い
う
俺
の
夢
は

確
実
に
進
路
を
捉
え
前
進
し
て
い
る
。

　

今
年
に
入
り
、
海
外
出
張
が
立
て
込
ん
で
い
る
。

俺
は
３
月
末
ま
で
に
、延
べ
11
カ
国
を
回
っ
た
。
多

く
は
海
外
で
の
セ
ミ
ナ
ー
や
ド
ク
タ
ー
と
の
勉
強

会
だ
。
シ
ド
ニ
ー
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
中
か
ら
セ
ラ
ピ
ス
ト
が
集
ま
っ
て
く
れ
、
さ

ら
に
数
多
く
の
日
本
の
セ
ラ
ピ
ス
ト
も
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
ま
で
来
て
く
れ
て
一
緒
に
勉
強
す
る
こ
と

が
出
来
た
。
マ
ド
リ
ー
ド
の
セ
ミ
ナ
ー
は
ス
ペ
イ

ン
の
セ
ラ
ピ
ス
ト
だ
け
に
留
ま
ら
ず
、
ス
イ
ス
や

オ
ラ
ン
ダ
、
ま
た
ま
た
日
本
か
ら
の
参
加
者
も
い

た
。
そ
ん
な
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
通
訳
が
付
き
、
さ

ま
ざ
ま
な
国
の
言
葉
が
飛
び
交
う
素
晴
ら
し
い
セ

ミ
ナ
ー
を
開
く
こ
と
が
出
来
た
。

　

そ
の
帰
り
に
タ
イ
の
元
厚
生
大
臣
の
依
頼
を
受

け
て
俺
は
首
都
バ
ン
コ
ク
か
ら
離
れ
た
国
立
病
院

で
も
講
義
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。
３
日
後
、再
び
東
南

ア
ジ
ア
最
大
級
の
バ
ン
コ
ク
ホ
ス
ピ
タ
ル
で
去
年

12
月
の
セ
ミ
ナ
ー
の
次
の
ス
テ
ッ
プ
の
セ
ミ
ナ
ー

を
開
い
て
ほ
し
い
と
懇
願
さ
れ
行
っ
て
き
た
。
彼

等
は
東
南
ア
ジ
ア
最
大
級
の
病
院
ス
タ
ッ
フ
と
い

う
誇
り
を
持
っ
て
い
る
が
非
常
に
素
直
で
俺
の
言

葉
に
し
っ
か
り
と
耳
を
傾
け
る
。
セ
ミ
ナ
ー
で
習

う
と
翌
日
か
ら
使
い
始
め
る
。
だ
か
ら
成
果
が
出

る
。
近
い
う
ち
に
ま
た
俺
は
バ
ン
コ
ク
ホ
ス
ピ
タ

ル
で
講
義
を
す
る
機
会
が
あ
り
そ
う
だ
。

　

◆　
　
　

◆　
　
　

◆

　

３
月
11
日
に
俺
は
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
首
都
プ
ノ
ン

ペ
ン
か
ら
ク
ル
マ
に
３
時
間
乗
車
し
て
ベ
ト
ナ
ム

国
境
付
近
ま
で
行
っ
て
き
た
。
湘
南
美
容
外
科
ク

リ
ニ
ッ
ク
の
総
括
院
長
で
あ
る
相
川
佳
之
医
師
が

カ
ン
ボ
ジ
ア
の
貧
困
地
帯
に
建
て
た
小
学
校
の
開

校
式
が
あ
っ
た
か
ら
だ
。
世
界
を
回
っ
て
い
て
分

か
っ
た
の
は
貧
困
か
ら
抜
け
出
す
に
は
教
育
し
か

な
い
。
教
育
が
受
け
ら
れ
な
い
子
ど
も
は
貧
困
か

ら
抜
け
出
す
こ
と
は
難
し
い
。
自
分
の
名
前
も
書

け
な
い
人
間
を
誰
が
雇
う
の
か
？　

計
算
が
で
き

な
け
れ
ば
就
け
る
仕
事
は
な
い
。
い
つ
の
日
か
子

ど
も
た
ち
に
教
育
を
受
け
さ
せ
る
手
助
け
を
し
た

い
と
思
っ
て
い
た
。
そ
れ
を
す
で
に
実
行
し
て
い

る
ヒ
ト
が
目
の
前
に
い
た
。「
ヤ
マ
ケ
ン
さ
ん
一
緒

に
小
学
校
の
開
校
式
に
行
き
ま
せ
ん
か
？
」
と
相

川
医
師
。
俺
は
二
つ
返
事
で
「
行
き
ま
す
」
と
答

え
た
。
俺
の
目
標
を
い
き
な
り
実
現
し
て
い
る
ヒ

ト
が
い
た
。

　

想
像
で
き
な
け
れ
ば
イ
メ
ー
ジ
が
で
き
な
い

し
、
明
確
な
目
標
に
は
明
確
な
イ
メ
ー
ジ
が
必
要

と
な
る
。
そ
れ
を
目
の
当
た
り
に
す
れ
ば
イ
メ
ー

ジ
す
る
こ
と
は
訳
な
く
で
き
る
。
子
ど
も
た
ち
の

喜
ん
だ
顔
を
想
像
す
る
の
と
実
際
に
自
分
の
眼
で

確
か
め
る
の
で
は
格
段
に
結
果
が
変
わ
る
。
た
く

さ
ん
の
子
ど
も
た
ち
の
前
で
思
わ
ず
眼
が
ウ
ル
ウ

ル
し
て
し
ま
っ
た
。

　

初
め
て
見
る
ブ
ラ
ン
コ
、
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
、
サ

ッ
カ
ー
ボ
ー
ル
に
子
ど
も
た
ち
は
興
奮
し
て
い

た
。
明
ら
か
に
日
本
の
子
ど
も
た
ち
と
は
反
応
が

違
う
ん
だ
。
ボ
ー
ル
を
本
気
で
取
り
合
い
す
る
日

本
の
小
学
生
な
ん
か
い
な
い
だ
ろ
う
。
そ
ん
な
子

ど
も
た
ち
の
眼
か
ら
た
く
さ
ん
の
パ
ワ
ー
を
も
ら

っ
た
。
こ
の
経
験
は
ホ
ン
ト
に
良
か
っ
た
。
子
ど
も

た
ち
を
教
育
す
る
た
め
に
は
日
本
で
、
海
外
で
仕

事
を
頑
張
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

タ
イ
の
元
厚
生
大
臣
が
言
っ
た
。「
真
の
リ
ー
ダ

ー
は
次
の
リ
ー
ダ
ー
を
育
て
る
こ
と
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
俺
に
は
30
人
ほ
ど
の
ス
タ
ッ
フ
が

い
る
。
そ
の
中
か
ら
次
の
リ
ー
ダ
ー
を
育
て
な
く

て
は
な
ら
な
い
。
俺
が
コ
レ
だ
け
世
界
中
を
縦
横

無
尽
に
回
れ
る
の
は
ス
タ
ッ
フ
の
存
在
な
し
に
は

あ
り
え
な
い
。
次
の
リ
ー
ダ
ー
を
育
て
る
の
は
俺

の
役
目
だ
。
俺
の
代
わ
り
に
セ
ミ
ナ
ー
を
開
き
、俺

の
代
わ
り
に
海
外
出
張
を
行
い
、
俺
の
代
わ
り
に

ア
ス
リ
ー
ト
を
診
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
俺
に
は
た
く
さ
ん
の

ス
タ
ッ
フ
を
育
て
た
い
と
い
う
希
望
が
あ
り
、
学

ぶ
気
が
あ
る
な
ら
ス
タ
ッ
フ
は
い
つ
で
も
募
集
中

だ
。
そ
の
ス
タ
ッ
フ
に
は
治
療
院
で
だ
け
で
な
く

介
護
施
設
で
も
同
時
に
学
ん
で
も
ら
い
た
い
と
考

え
て
い
る
。俺
は
い
つ
も
ス
タ
ッ
フ
と
一
緒
に
社
会

貢
献
、
国
際
貢
献
を
し
た
い
と
願
っ
て
い
る
ん
だ
。

Ken Yamamoto 氏＝はなまる元気グループ総院長。
柔道整復師・看護師・プロスポーツ選手トレーナー。
　臨床経験から独自の治療術『ＫｅｎＹａｍａｍｏｔ
ｏテクニック』を確立し、世界中で教授している。動体
療法首席講師でもある。海外へは年間の３分の１、のべ
15 から 20 カ国前後出かける。ＰＲＩＤＥ世界チャン
ピオンのダン・ヘンダーソン選手、アトランタオリンピ
ックで金、シドニーオリンピックで銀のメダリスト、レ
スリングのマッド・リンドランド選手、総合格闘技の世
界チャンピオンのキング・モー選手その他オリンピッ
ク選手やトップアスリートなどの治療と試合に帯同す
る。日本にいる週末は治療家育成にも力を入れている。
ホームページ「世界を股にかける治療家ＫｅｎＹａｍ
ａｍｏｔｏ（http://ken-yamamoto.com）」は、施術方法
や治療の気付きを記録し話題になっている。一見の価
値あり。（会員制になっているが登録は無料）
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若
い
人
に
鍼
灸
の
よ
さ
伝
え
る
体
制
づ
く
り
を

　

治
療
院
に
就
職
す
る
現
代
の
若
者
の
多
く
は
、
治
療

院
が
し
っ
か
り
と
し
た
会
社
組
織
で
、
週
休
２
日
制
、
社

会
保
険
完
備
、
ボ
ー
ナ
ス
有
な
ど
待
遇
面
の
充
実
に
加

え
「
研
修
体
制
も
整
備
さ
れ
て
い
る
と
い
う
面
に
惹
か

れ
る
よ
う
だ
。
し
か
し
、い
く
ら
環
境
が
整
っ
て
い
て
も

「
鍼
灸
整
骨
院
」
で
朝
か
ら
晩
ま
で
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
し
て

い
た
の
で
は
辟
易
と
し
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。

　
「
待
遇
は
良
い
し
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
免
許
も
持
っ
て
い

る
が
、
こ
れ
だ
け
を
や
り
た
く
て
入
っ
た
訳
じ
ゃ
な
い
。

鍼
灸
を
も
っ
と
学
び
た
い
」「
技
術
を
学
べ
と
い
う
が
先

生
に
よ
っ
て
や
り
方
が
違
っ
て
い
て
統
一
性
が
な
い
の

で
混
乱
し
て
し
ま
う
」。
こ
う
い
う
声
を
最
近
よ
く
聞

く
。

　
「
そ
ん
な
に
甘
く
は
な
い
！　

長
年
、
丁
稚
奉
公
し
て

朝
か
ら
晩
ま
で
下
積
み
の
生
活
が
土
台
に
あ
っ
て
初
め

て
身
に
つ
く
も
の
だ
」
と
い
う
教
え
る
側
の
理
屈
も
分

か
ら
な
い
で
は
な
い
。

　

そ
う
な
る
と
学
ぶ
側
は
、
休
み
の
日
に
行
く
勉
強
会

で
覚
え
た
こ
と
を
試
し
て
み
る
程
度
で
し
か
技
術
を
磨

く
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
れ
は
掘
り
下
げ
た
形
で
や
っ

て
い
な
い
の
で
、
見
よ
う
見
ま
ね
で
は
そ
ん
な
す
ぐ
に

で
き
る
は
ず
も
な
く
「
奥
が
深
い
ね
」
と
言
い
な
が
ら

試
行
錯
誤
を
繰
り
返
す
こ
と
に
…
そ
れ
が
現
状
だ
。

　

そ
う
し
た
現
状
を
打
破
す
る
に
は
、
昔
の
徒
弟
制
度

の
良
い
面
を
残
し
つ
つ
今
の
合
理
的
な
雇
用
形
態
を
合

わ
せ
た
形
を
考
え
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
。
若
い
人

た
ち
が
ど
う
し
た
ら
こ
の
鍼
灸
の
素
晴
ら
し
さ
を
理
解

し
て
、
頑
張
っ
て
い
こ
う
と
い
う
気
持
ち
に
な
れ
る
よ

う
な
環
境
を
つ
く
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

医
師
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
重
要
だ

　

保
険
制
度
は
鍼
灸
に
と
っ
て
も
重
要
だ
。
柔
整
師
も

鍼
灸
師
も
毎
年
増
加
し
て
い
る
の
で
、
保
険
の
行
き
詰

ま
り
を
危
惧
す
る
声
も
あ
り
、
そ
れ
は
否
定
で
き
な
い
。

か
と
い
っ
て
患
者
の
自
費
負
担
だ
け
で
は
院
経
営
は
成

り
立
た
な
い
。
こ
れ
が
正
直
な
感
想
だ
。

　

鍼
灸
院
で
１
回
４
０
０
０
円
ほ
ど
の
治
療
が
、
整
骨

院
だ
と
１
５
０
円
く
ら
い
だ
か
ら
、
定
期
的
に
治
療
に

行
く
の
が
接
骨
院
で
、
ど
う
に
も
な
ら
な
く
な
っ
た
ら

鍼
灸
院
に
行
く
と
い
う
構
図
が
で
き
あ
が
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
鍼
灸
院
の
よ
さ
を
理
解
し
て
週
１
回
、
定

期
的
に
来
る
人
も
い
る
。
た
だ
、
保
険
外
治
療
と
い
う

特集③

　

15
年
ほ
ど
前
か
ら
在
宅
マ
ッ
サ
ー
ジ
に
取
り
組
ん
で
い
る
先
駆
者
的
存
在
の
後
藤
氏
。
ま
た

「
美
容
は
り
」
の
パ
イ
オ
ニ
ア
で
も
あ
る
。
今
で
は
、
そ
の
名
も
す
っ
か
り
知
れ
渡
っ
た
美
容

は
り
だ
が
、
そ
れ
だ
か
ら
こ
そ
懸
念
材
料
も
あ
る
と
い
う
。

　

鍼
灸
だ
け
を
武
器
に
し
て
い
る
治
療
院
は
だ
ん
だ
ん
少
な
く
な
っ
て
き
て
お
り
、
「
鍼
灸
整

骨
院
」
と
い
う
看
板
が
や
た
ら
と
目
に
つ
く
よ
う
に
な
っ
た
と
後
藤
氏
は
嘆
く
。
鍼
灸
整
骨
院

で
は
整
骨
院
の
請
求
を
メ
イ
ン
に
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
柔
整
施
術
を
保
険
で
行
い
、
プ
ラ
ス

ア
ル
フ
ァ
で
鍼
灸
を
患
者
の
自
費
負
担
で
、
10
分
１
０
０
０
円
程
度
で
治
療
す
る
と
こ
ろ
が
多

い
と
い
う
。
後
藤
氏
に
、
社
会
か
ら
求
め
ら
れ
て
い
る
鍼
灸
師
像
や
美
容
は
り
を
含
め
た
新
た

な
方
向
性
、
こ
れ
か
ら
の
治
療
業
界
に
お
け
る
後
進
の
育
成
方
法
な
ど
つ
い
て
歯
に
衣
着
せ
ぬ

物
言
い
で
語
っ
て
も
ら
っ
た
。

保険と自費の
混在は
鍼灸の特権
在宅マッサージを
突破口に医療連携
鍼灸マッサージ師かくあるべし！
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プロフィール

後藤竜也（ごとう・たつや）

リンドウーグループ（リンドウー治療院、武蔵小

杉在宅センター、森の風）総院長

株式会社ひまわり在宅センター代表取締役

一般社団法人　川崎市鍼灸マッサージ師会　理事

・保険部長。鍼灸マッサージ歴25年。

1986年３月日本鍼灸理療専門学校卒業

国家資格を取得後艸寿堂鍼灸治療院（東京都品川

区）、イーストサイドヘルスケアックリニック

（オーストラリア／シドニー）、大田総合病院 

整形外科リハビリ室（神奈川県川崎市）、天津中

医学院第一付属病院（中国/天津）とさま　ざま

な臨床現場で技術を習得。

　　1998年川崎でリンドウー治療院を開設

　　1997年有限会社ひまわり在宅センター設立

　　　（現、株式会社ひまわり在宅センター）

　　　　2003年リンドウー治療院武蔵小杉在宅

　　　　　　センター開設

　　　　　　2006年　森の風　開院

　　　　　　治療内容は健康保険治療、在宅マッ

　　　　　サージ治療、2006 年からは東京青山で

　　　　芸能人、モデル、有名人、著名人、オリ

　　　　ンピックアスリートなどの治療も行う。

　　　　　なかでも最近話題の美容はりは、年間

　　　　1500 件以上の臨床を行い、業界からも技

　　　　術習得の依頼がある。また定期的なセミ

　　ナーや講習会を開催し業界への啓蒙活動も行

っている。

後
藤
竜
也
氏

アマゾン　花谷博幸 検 索

リピートが倍増
する４つの視点

「繁盛治療家」に
スイッチする方法

口コミ自動化
の４ステップ

成功する治療
院・サロン院

売り上げＵＰ
フリーテクニック

口コミ繁盛店
のつくり方

治療院経営の解法はここにある！ 治療家塾の申込はＨＰから

ＰＣＣ URL http://www.e-pcc.jp

日　時：毎月第３土曜日
　　　　18：30 ～ 20：00
会　場：会議室ルビコン
　　　　ＪＲ東京駅徒歩５分
参加費：毎回 10,000 円

■メインメニュー
・治療効率化・高単価化
・柔整の自由診療化
・治療家患者モチベーション

誰でも参加ＯＫ！治療家塾開講中治療家塾開講中

リ
ン
ド
ウ
ー
グ
ル
ー
プ
総
院
長

川
崎
市
鍼
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ
師
会
保
険
部
長

ひーりんぐ39.indd   21 2013/04/17   13:55:36



22Healing Magazine
No.39  2013  Spring

の
は
経
済
状
況
が
悪
く
な
る
と
最
初
に
節
約
さ
れ
る
部

分
な
の
で
、
そ
こ
を
ど
う
工
夫
し
て
い
く
か
だ
と
思
う
。

　

鍼
灸
の
保
険
の
制
度
は
昔
よ
り
だ
い
ぶ
取
り
扱
い
易

く
は
な
っ
て
き
て
い
る
が
、
同
意
書
の
取
り
方
が
い
ま

だ
に
分
か
ら
な
い
と
い
う
人
は
多
い
。
さ
ら
に
医
師
と

接
す
る
こ
と
を
恐
れ
る
あ
ま
り
自
ら
拒
絶
し
て
し
ま
う

先
生
も
意
外
と
多
い
。
ま
た
医
師
に
同
意
書
を
書
い
て

も
ら
っ
た
場
合
、
直
接
挨
拶
に
行
っ
た
り
礼
状
を
出
す

こ
と
は
常
識
的
な
対
応
で
あ
る
が
、
そ
れ
す
ら
な
か
な

か
で
き
な
い
。

　

も
し
同
意
書
を
書
い
て
も
ら
っ
た
ら
、
む
し
ろ
チ
ャ

ン
ス
と
考
え
た
方
が
良
い
。
す
ぐ
に
同
意
し
て
も
ら
っ

た
医
師
に
お
礼
の
連
絡
を
入
れ
た
り
、
機
会
が
あ
れ
ば

患
者
さ
ん
を
紹
介
し
た
り
と
双
方
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
構
築
で
き
れ
ば
理
想
的
だ
。
そ
も
そ
も
医
師
が

わ
れ
わ
れ
に
対
し
て
あ
ま
り
好
意
を
持
っ
て
い
な
い
と

勘
違
い
し
て
い
る
施
術
者
が
ま
だ
ま
だ
多
い
。

　

今
は
患
者
の
健
康
の
た
め
に
連
携
し
て
い
く
時
代
な

の
で
あ
る
。
在
宅
医
療
な
ど
の
お
か
げ
で
そ
の
枠
組
み

に
も
入
り
や
す
く
な
っ
た
と
思
う
。

　

介
護
保
険
で
は
ヘ
ル
パ
ー
や
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
、

医
師
と
の
交
流
の
場
も
広
が
っ
て
い
る
。
私
の
治
療
院

で
は
、
保
険
の
請
求
方
法
や
同
意
書
の
取
り
方
な
ど
の

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
つ
く
り
、
同
意
書
を
患
者
の
主
治
医
に

書
い
て
も
ら
う
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
、
挨
拶
状
・
礼

状
の
書
き
方
な
ど
を
ス
タ
ッ
フ
に
指
導
し
て
い
る
。

　
保
険
と
自
費
の
混
在
は
鍼
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
特
権
だ

　

柔
道
整
復
に
は
受
領
委
任
払
い
制
度
が
あ
る
。
こ
れ

は
裏
を
返
せ
ば
「
余
計
に
患
者
さ
ん
か
ら
自
費
負
担
金

を
取
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
よ
」
と
い
う
こ
と
。

　

鍼
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ
に
関
し
て
は
委
任
払
い
で
は
な
く

「
償
還
払
い
」
だ
か
ら
、
い
わ
ゆ
る
患
者
さ
ん
が
お
金
を

払
っ
た
も
の
の
な
か
で
、
保
険
が
適
用
に
な
る
も
の
に

関
し
て
は
同
意
書
を
取
っ
て
、
同
意
書
に
基
づ
い
た
内

容
で
請
求
を
出
す
と
い
う
こ
と
。
そ
う
す
る
と
一
部
負

担
金
を
引
い
た
金
額
が
返
っ
て
く
る
と
い
う
制
度
な
の

で
、
保
険
と
保
険
外
治
療
の
混
在
は
鍼
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ

の
特
権
で
も
あ
る
。

　

例
え
ば
、
１
時
間
４
０
０
０
円
の
鍼
灸
自
費
治
療
の

場
合
、
そ
の
中
の
腰
痛
症
に
対
し
て
同
意
書
が
発
行
さ

れ
れ
ば
、
保
険
が
適
用
に
な
る
。
そ
の
保
険
の
金
額
は

約
１
５
０
０
円
に
な
り
、
３
割
負
担
の
患
者
さ
ん
で
は
、

実
質
約
１
０
５
０
円
が
償
還
さ
れ
る
か
ら
、
１
回
の
治

療
費
が
２
９
５
０
円
で
受
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

患
者
さ
ん
に
と
っ
て
、
少
し
で
も
安
く
治
療
が
受
け

ら
れ
る
と
い
う
事
は
、
リ
ピ
ー
ト
率
に
も
つ
な
が
る
。

　

怪
し
い
カ
リ
ス
マ
治
療
家
に
気
を
つ
け
ろ
！

　

こ
こ
３
年
く
ら
い
で
業
界
の
中
の
美
容
は
り
の
位
置

づ
け
が
か
な
り
上
が
っ
て
き
て
い
る
。
テ
レ
ビ
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
、
雑
誌
な
ど
取
り
上
げ
ら
れ
る
機
会
も
増

え
た
。
業
界
、
専
門
学
校
か
ら
美
容
は
り
に
つ
い
て
の

講
演
の
依
頼
も
増
え
た
。

　

た
だ
、
名
前
だ
け
が
先
行
し
、
正
し
い
情
報
が
少
な

い
が
た
め
に
、
ネ
ッ
ト
で
見
つ
け
た
○
○
協
会
の
美
容

は
り
の
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
て
リ
ス
ク
も
き
ち
ん
と
教

わ
ら
ず
に
直
ぐ
患
者
さ
ん
に
治
療
し
て
目
の
周
り
に
パ

ン
ダ
の
よ
う
な
大
き
な
内
出
血
を
起
こ
し
、
訴
え
ら
れ

る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
最
近
は
一
日
で
も
早
く
美
容
は
り

を
治
療
に
取
り
入
れ
た
い
が
た
め
に
、
ち
ょ
こ
ち
ょ
こ

っ
と
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
て
「
カ
リ
ス
マ
美
容
は
り
師
」

を
名
乗
る
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
ブ
ロ
グ
上
で
派
手
な
広

告
宣
伝
を
行
い
、
う
ま
い
こ
と
組
織
化
は
し
て
い
る
が
、

実
際
は
技
術
が
伴
わ
な
い
施
術
者
が
美
容
は
り
を
教
え

て
い
た
り
す
る
。
こ
ん
な
危
険
な
こ
と
は
な
い
。
ま
た
最

近
、
講
師
が
洋
服
の
上
か
ら
鍼
を
バ
ン
バ
ン
打
つ
た
り
、

治
療
に
は
あ
る
程
度
の
洗
脳
が
必
要
で
あ
る
と
話
を
し

た
り
す
る
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
が
跋
扈
し
て
い
る
。
教
え
る

側
も
、
教
わ
る
側
も
し
っ
か
り
と
し
た
技
術
を
修
得
し

な
い
で
、
施
術
を
行
う
と
事
故
に
つ
な
が
り
、
そ
の
結

果
こ
れ
か
ら
発
展
し
つ
つ
あ
る
美
容
は
り
が
社
会
的
に

イ
メ
ー
ジ
ダ
ウ
ン
す
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
危
惧
す

る
。

　

最
近
は
美
容
は
り
協
会
を
立
ち
上
げ
、自
称
で
も
「
カ

リ
ス
マ
」
と
名
が
つ
い
て
し
ま
え
ば
、
会
員
が
増
え
て

次
第
に
業
界
へ
の
影
響
力
は
大
き
く
な
る
。
そ
う
い
う

人
た
ち
が
ま
っ
と
う
な
方
向
に
行
っ
て
く
れ
れ
ば
い
い

が
、
違
う
方
向
に
行
っ
て
し
ま
う
先
生
も
い
る
か
ら
困

る
。
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
で「
俺
の
技
術
は
す
ご
い
だ
ろ
う
」、

「
美
容
は
り
は
痛
く
て
当
た
り
前
」
等
と
、
そ
の
先
生
の

自
慢
話
や
世
間
に
逆
行
す
る
よ
う
な
手
技
は
教
え
て
も

ら
い
た
く
な
い
。
と
に
か
く
私
が
、
こ
れ
か
ら
美
容
は

り
を
行
う
人
達
に
伝
え
た
い
の
は
人
気
の
あ
る
技
術
に

は
、
き
ち
ん
と
し
た
技
術
と
臨
床
経
験
を
持
っ
て
指
導

す
る
先
生
も
い
れ
ば
、
ニ
セ
モ
ノ
も
多
い
こ
と
を
頭
に

入
れ
て
理
解
し
て
ほ
し
い
。
そ
し
て
指
導
す
る
側
の
先

生
に
は
影
響
力
が
強
い
こ
と
を
自
覚
し
て
研
修
を
行
っ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
う
。

　
「
鍼
は
痛
く
な
い
」
と
い
う
こ
と
を
正
し
く
伝
え
な
さ
い

　

今
、
美
容
は
り
は
看
板
を
掲
げ
れ
ば
「
必
ず
患
者
増

に
つ
な
が
る
」
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
注
目
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
は
正
し
い
技
術
を
持
っ
た
鍼
灸
師
の
た
め
の
、
明

る
い
未
来
の
光
と
し
て
注
目
さ
れ
て
き
て
い
る
と
言
っ

て
も
過
言
で
は
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
、正
し
い
技
術
を
一

般
の
人
に
提
供
し
て
「
痛
く
な
く
、
効
果
が
あ
る
」
と

い
う
こ
と
を
正
し
く
伝
え
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
。

　

顔
に
打
つ
美
容
は
り
は
、「
痛
く
な
い
」
と
い
う
の
が

ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。
効
果
が
あ
る
け
ど
「
痛
い
」
と
な

る
と
集
客
は
難
し
い
。
そ
も
そ
も
、
鍼
は
痛
い
と
誤
解

し
て
い
る
人
が
多
い
わ
け
だ
か
ら
、
痛
く
な
い
と
い
う

こ
と
を
も
っ
と
啓
蒙
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

私
は
〝
い
か
に
痛
く
な
く
、い
か
に
効
果
的
に
〟
を
モ

ッ
ト
ー
に
美
容
は
り
施
術
を
行
い
、
必
ず
施
術
前
と
後

の
写
真
を
毎
回
撮
る
こ
と
に
し
て
い
る
。
私
は
毎
回
効

果
を
出
す
自
信
が
あ
る
。
疲
れ
て
い
る
人
は
初
回
の
施

術
で
術
前
術
後
の
顔
の
変
化
が
大
き
い
が
、
継
続
し
て

い
く
う
ち
に
だ
ん
だ
ん
と
変
化
が
目
立
た
な
く
な
っ
て

く
る
。
毎
週
の
施
術
で
写
真
を
撮
っ
て
、
前
・
後
で
変

わ
っ
て
い
な
か
っ
た
ら
や
ぶ
蛇
に
な
っ
て
し
ま
う
。だ
か

ら
、
自
信
が
な
い
人
は
、
３
カ
月
後
く
ら
い
に
写
真
を

撮
っ
て
お
茶
を
濁
す
。
術
前
と
術
後
の
変
化
に
つ
い
て
、

説
明
を
す
る
こ
と
は
必
須
だ
。
撮
っ
た
写
真
を
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
に
入
れ
て
、ど
こ
が
ど
う
変
わ
っ
た
か
と
い
う
の

を
そ
の
写
真
を
見
な
が
ら
患
者
さ
ん
が
理
解
で
き
る
よ

う
に
説
明
を
す
る
と
い
う
こ
と
が
大
事
。
そ
れ
も
含
め

た
研
修
を
し
て
い
る
。

　

即
効
を
示
し
て
は
じ
め
て
鍼
灸
は
評
価
さ
れ
る

　

鍼
灸
の
治
療
方
法
は
ど
れ
と
し
て
一
般
的
な
治
療
と

い
う
の
は
な
い
。
鍼
灸
師
に
よ
っ
て
治
療
法
は
違
う
。

「
腰
が
痛
い
か
ら
腰
に
打
つ
」
と
い
う
こ
と
は
も
ち
ろ
ん

あ
る
が
、
打
ち
方
な
ど
統
一
性
は
な
い
。
古
典
的
な
○

○
流
と
い
う
の
は
「
俺
の
治
療
が
一
番
」
だ
と
い
う
人

ば
か
り
だ
。
だ
か
ら
、
新
人
が
学
生
時
代
に
学
ん
だ
技

術
の
ほ
と
ん
ど
は
役
に
立
た
な
い
こ
と
に
な
る
。
治
療

現
場
は
治
し
て
み
せ
て
は
じ
め
て
評
価
さ
れ
る
世
界
な
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の
で
あ
る
。

　

患
者
さ
ん
は
お
金
を
払
っ
た
価
値
が
あ
っ
た
か
ど
う

か
を
そ
の
場
で
判
断
す
る
。
お
金
を
払
っ
て
、そ
の
日
の

効
果
が
な
け
れ
ば
リ
ピ
ー
タ
ー
に
は
な
ら
な
い
。
そ
の

点
、マ
ッ
サ
ー
ジ
に
は
「
気
持
ち
よ
か
っ
た
」
と
い
う
側

面
が
あ
り
、「
治
っ
た
か
ど
う
か
は
分
か
ら
な
い
が
、
と

に
か
く
気
持
ち
よ
く
て
寝
ら
れ
た
か
ら
お
金
を
払
う
価

値
が
あ
る
」と
い
う
考
え
方
が
通
用
す
る
。
そ
こ
が
鍼
灸

の
難
し
い
と
こ
ろ
で
、
接
遇
や
衛
生
面
な
ど
院
内
の
環

境
整
備
や
痛
く
な
い
治
療
な
ど
色
々
と
考
え
て
改
善
し

て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
こ
う
い
う
面
は
、整
骨
院

グ
ル
ー
プ
の
方
が
徹
底
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
。
鍼

灸
院
は
院
長
一
人
で
治
療
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
い
の

で
な
か
な
か
そ
の
レ
ベ
ル
ま
で
は
行
き
着
か
な
い
。

　

学
校
教
育
現
場
に
は
臨
床
体
験
実
習
が
必
要

　

鍼
灸
治
療
の
教
育
シ
ス
テ
ム
を
確
立
し
よ
う
と
考
え

て
い
る
。
そ
の
た
め
に
ま
ず
、
教
科
書
を
作
成
し
、
教

科
書
と
映
像
で
教
え
る
。
人
を
教
え
る
こ
と
に
よ
っ
て

自
分
の
勉
強
に
も
な
る
の
で
、
先
輩
が
後
輩
に
教
え
る

時
の
〝
教
え
方
〟
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
も
作
成
し
た
。

　

こ
の
技
術
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
用
い
て
経
験
不
足
の
施
術

者
に
早
く
自
信
を
つ
け
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

そ
の
関
連
と
し
て
専
門
学
校
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
新

た
な
事
業
も
行
っ
て
い
る
。

　

一
例
を
挙
げ
れ
ば
東
京
衛
生
学
園
専
門
学
校
（
東
京
・

大
森
）の
卒
前
臨
床
体
験
実
習
の
受
け
入
れ
で
あ
る
。
専

門
学
校
が
提
携
し
た
鍼
灸
治
療
院
に
３
年
生
の
学
生
を

二
人
一
組
で
行
か
せ
て
、
一
人
は
見
学
、
一
人
は
治
療
を

体
験
し
て
レ
ポ
ー
ト
を
提
出
す
る
と
い
う
も
の
で
、
授

業
の
一
環
と
し
て
行
っ
て
い
る
。

　

青
山
の
森
の
風
で
は
美
容
は
り
と
接
遇
を
テ
ー
マ
に

実
習
を
行
っ
て
い
る
。
要
は
そ
こ
の
治
療
院
が
ど
う
い

う
こ
と
を
や
っ
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
を
直
に
体
験
で

き
る
と
い
う
シ
ス
テ
ム
だ
。
今
の
専
門
学
校
教
育
で
は

治
療
院
現
場
と
学
校
教
育
が
か
な
り
か
け
離
れ
て
し
ま

っ
て
い
る
面
が
あ
る
の
で
、
本
格
的
な
臨
床
体
験
実
習

は
絶
対
に
必
要
だ
と
思
う
。

　

学
校
は
学
校
で
何
と
か
生
徒
を
卒
業
さ
せ
免
許
を
取

ら
せ
る
こ
と
が
第
一
の
目
的
で
あ
っ
て
、就
職
ま
で
な
か

な
か
面
倒
を
見
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
も
あ
る
。
だ
っ

た
ら
わ
れ
わ
れ
が
も
っ
と
門
戸
を
開
い
て
、「
こ
こ
か
ら

先
は
わ
れ
わ
れ
に
任
せ
て
く
だ
さ
い
」
と
教
育
す
る
側

と
手
を
取
り
合
っ
て
行
動
を
起
こ
さ
な
け
れ
ば
鍼
灸
は

発
展
し
な
い
と
思
う
。
そ
の
た
め
に
学
校
と
の
情
報
交

換
は
重
要
だ
。

　

情
報
を
公
開
し
志
あ
る
若
者
を
助
け
る

　
「
志
を
非
常
に
高
く
持
っ
て
い
る
若
者
の
夢
を
潰
し

た
く
な
い
」。
わ
れ
わ
れ
は
、
技
術
を
提
供
す
る
者
の
立

場
と
し
て
金
も
う
け
を
す
る
の
で
は
な
く
、
も
う
少
し

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
的
な
サ
ー
ビ
ス
精
神
を
持
っ
て
、
も
っ

と
も
っ
と
情
報
を
公
開
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
思
う
。

　

そ
う
し
た
思
い
か
ら
、
70
ペ
ー
ジ
ほ
ど
の
パ
ワ
ー
ポ

イ
ン
ト
形
式
の
配
信
サ
ー
ビ
ス
を
制
作
し
た
。
ツ
ボ
の

効
果
を
文
字
で
説
明
し
て
、
写
真
上
に
印
を
付
け
て
場

所
を
教
え
、
そ
の
後
で
打
つ
手
技
を
動
画
で
解
説
し
、
そ

の
後
で
打
ち
終
わ
っ
た
完
成
図
を
入
れ
て
い
る
。
こ
れ

を
一
つ
の
手
技
ご
と
に
解
説
し
て
い
る
。見
た
い
手
技
に

目
次
が
出
て
そ
こ
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
、
手
技
の
動
画
を

見
た
い
時
も
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
動
画
が
流
れ
、
手
技
の

説
明
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
ネ
ッ
ト
の
配
信
サ

ー
ビ
ス
を
始
め
た
。
私
が
患
者
さ
ん
に
行
っ
て
い
る
治

療
を
動
画
も
含
め
て
全
て
配
信
し
て
い
る
。
い
つ
で
も

見
る
こ
と
が
で
き
て
、
見
た
い
手
技
を
ク
リ
ッ
ク
す
れ

ば
動
画
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
シ
ス
テ
ム
だ
。

　
在
宅
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
ビ
ジ
ネ
ス
化
に
惑
わ
さ
れ
な
い

　

治
療
院
同
士
の
競
争
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
と
い
う
観
点
か

ら
見
れ
ば
当
た
り
前
で
も
、
患
者
さ
ん
の
取
り
合
い
な

ど
は
時
と
し
て
度
を
越
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
。

　

在
宅
マ
ッ
サ
ー
ジ
に
目
を
付
け
た
外
部
業
者
の
参
入

が
目
立
ち
始
め
た
。
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社
が
ビ
ジ
ネ

ス
と
し
て
在
宅
マ
ッ
サ
ー
ジ
に
参
入
し
、
ビ
ジ
ネ
ス
モ

デ
ル
を
つ
く
り
、
患
者
さ
ん
を
紹
介
し
た
ら
治
療
院
か

ら
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
紹
介
料
が
入
る
よ
う
な
シ
ス

テ
ム
を
つ
く
っ
て
い
る
。
多
額
な
紹
介
料
を
払
っ
て
ま

で
在
宅
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
行
っ
て
も
見
合
わ
な
い
た
め
、

不
正
請
求
と
い
う
言
葉
が
頭
を
よ
ぎ
る
。
そ
う
で
な
く

と
も
、
公
費
で
あ
る
社
会
保
険
を
バ
ッ
ク
マ
ー
ジ
ン
に

振
り
分
け
る
と
い
う
の
は
人
道
的
、
倫
理
的
に
反
し
て

い
る
。
１
件
で
も
不
正
が
あ
る
と
在
宅
マ
ッ
サ
ー
ジ
に

取
り
組
む
人
た
ち
全
員
に
支
障
を
来
し
て
し
ま
う
。
も

し
そ
れ
が
事
実
な
ら
徹
底
的
に
排
除
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
問
題
だ
。

　

は
り
き
ゅ
う
マ
ッ
サ
ー
ジ
に
関
し
て
１
０
０
％
償
還

払
い
と
な
っ
た
ら
、
ま
ず
保
険
の
取
り
扱
い
が
で
き
な

く
な
る
。
患
者
さ
ん
に
は
後
か
ら
保
険
分
の
お
金
が
還

る
か
ら
と
い
っ
て
も
、
在
宅
マ
ッ
サ
ー
ジ
で
毎
月
３
～

４
万
円
払
っ
て
、
２
～
３
カ
月
後
に
還
る
と
す
れ
ば
患

者
さ
ん
の
立
て
替
え
の
負
担
は
大
き
い
。
高
齢
の
方
の

多
く
は
年
金
暮
ら
し
で
そ
れ
だ
け
の
金
額
を
立
て
替
え

る
の
は
不
可
能
だ
。
そ
う
な
ら
な
い
よ
う
に
、わ
れ
わ
れ

業
界
人
は
目
先
だ
け
の
こ
と
に
惑
わ
さ
れ
な
い
よ
う
に

仕
事
を
行
わ
な
い
限
り
若
い
人
は
つ
い
て
こ
な
い
。
業

界
と
し
て
も
き
ち
ん
と
襟
を
正
す
必
要
が
あ
る
。
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集
客
の
コ
コ
ロ
②
～
怒
り
～

　

怒
り
に
は
二
つ
あ
る
。そ
れ
は
積
極
的
怒
り
と

消
極
的
怒
り
。積
極
的
な
怒
り
は
時
に
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
維
持
や
成
功
の
土
台
に
な
っ
た
り
す
る
。

子
ど
も
の
頃
の
極
貧
と
い
う
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス

に
怒
り
と
し
て
の
パ
ワ
ー
を
得
て
大
成
功
し
た

矢
沢
永
吉
さ
ん
も
そ
の
一
人
だ
ろ
う
。

　

厄
介
な
の
は
消
極
的
怒
り
だ
。気
分
が
乗
ら
な

い
、
腹
が
立
つ
、
ム
シ
ャ
ク
シ
ャ
す
る
な
ど
、
こ

れ
は
自
己
保
存
に
直
結
す
る
。自
己
保
存
と
は
自

分
を
守
る
、
自
分
を
最
優
先
に
考
え
る
、
逆
に
言

え
ば
他
人
は
ど
う
で
も
い
い
、と
い
う
利
己
的
な

コ
コ
ロ
に
乗
っ
取
ら
れ
た
状
態
だ
。こ
の
よ
う
な

状
態
で
施
術
を
し
た
ら
ど
う
な
る
の
か
。

　

以
前
、エ
リ
ー
ト
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
患
者
さ
ん

が
施
術
後
に
こ
ん
な
こ
と
を
言
っ
た
。「
こ
こ
の

整
体
院
は
み
な
さ
ん
仲
が
よ
く
て
連
携
が
よ
い

で
す
ね
。う
つ
伏
せ
で
い
る
と
余
計
に
耳
が
聞
こ

え
ま
す
。繁
盛
し
て
い
る
理
由
が
よ
く
わ
か
り
ま

し
た
」
う
ち
の
ス
タ
ッ
フ
が
聞
き
返
す
。「
ス
タ

ッ
フ
同
士
の
仲
が
悪
い
と
こ
ろ
も
あ
る
ん
で
す

か
？
」「
あ
り
ま
す
よ
。
別
に
ケ
ン
カ
し
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
け
ど
雰
囲
気
が
ピ
リ
ピ
リ
、繁
盛

し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
ね
、
そ
こ
は
」。
ス
タ
ッ

フ
の
仲
の
よ
さ
が
当
た
り
前
だ
っ
た
だ
け
に
そ

の
話
は
妙
に
説
得
力
が
あ
っ
た
。

　

例
え
ば
、夫
婦
喧
嘩
を
し
て
い
て
子
ど
も
が
パ

ッ
と
入
っ
て
き
た
ら
、ど
ん
な
に
誤
魔
化
し
て
も

何
か
お
か
し
い
と
感
じ
る
嫌
な
雰
囲
気
が
空
間

に
残
留
す
る
。そ
れ
を
感
じ
取
る
テ
レ
パ
シ
ッ
ク

（
テ
レ
パ
シ
ー
的
）
な
感
性
は
誰
で
も
持
っ
て
い

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。患
者
さ
ん
は
こ
の
テ

レ
パ
シ
ッ
ク
な
感
性
で
院
内
の
状
況
を
見
抜
く

の
だ
。ま
た
そ
れ
に
よ
り
感
じ
る
不
調
和
を
患
者

さ
ん
は
無
意
識
に
避
け
て
い
く
。〝
そ
れ
が
集
客

に
影
響
す
る
の
だ
〟と
僕
は
断
言
す
る
。
患
者
さ

ん
に
は
仲
よ
く
や
っ
て
い
る
と
い
う
見
せ
か
け

の
嘘
は
つ
け
な
い
の
だ 

（
笑
） 

。

　

怒
り
の
分
析
を
し
て
み
る
と
自
分
は
正
し
く

他
人
は
間
違
っ
て
い
る
と
い
っ
た〝
自
分
と
他
人

の
分
離
〟か
ら
生
じ
る
こ
と
が
多
い
。「
な
ぜ
、自

分
だ
け
が
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ん
だ
」「
頑

張
っ
て
い
る
の
に
な
か
な
か
院
長
に
認
め
て
も

ら
え
な
い
」「
あ
の
ス
タ
ッ
フ
は
自
分
よ
り
働
い

て
い
な
い
の
に
優
遇
さ
れ
て
い
る
」「
施
術
時
は

笑
顔
に
し
て
も
そ
の
後
の
指
名
に
つ
な
が
ら
な

い
」
と
い
う
分
離
状
態
か
ら
、「
も
し
か
し
た
ら

自
分
は
完
璧
で
な
い
か
も
し
れ
な
い
、相
手
の
言

う
こ
と
に
も
一
理
あ
る
か
も
し
れ
な
い
」と
い
う

コ
コ
ロ
の
ゆ
と
り
が
一
瞬
に
し
て
怒
り
を
中
和

す
る
こ
と
も
あ
る
。反
対
に
本
格
的
に
怒
り
の
種

を
蒔
い
て
い
け
ば
や
が
て
そ
れ
は
発
芽
し
成
長

す
る
。自
分
に
留
ま
っ
て
い
れ
ば
ま
だ
し
も
こ
れ

が
ス
タ
ッ
フ
へ
波
及
し
、だ
ん
だ
ん
エ
ス
カ
レ
ー

ト
し
て
患
者
さ
ん
に
ま
で
そ
の
怒
り
の
矛
先
が

向
か
っ
て
し
ま
っ
た
な
ら
ば
院
は
閉
院
へ
追
い

込
ま
れ
か
ね
な
い
。そ
の
矛
先
が
職
場
だ
け
で
な

く
家
庭
や
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
に
も
向
か
え
ば
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
円
滑
に
図
れ
ず
、常
に
「
不

平
不
満
・
愚
痴
・
悪
口
・
文
句
・
泣
き
言
」
と
な

っ
て
具
現
化
し
て
い
く
。結
果
だ
け
を
見
る
と
分

か
ら
な
い
が
、原
因
と
と
も
に
結
果
を
俯
瞰
し
て

い
く
と
小
さ
な
怒
り
の
発
芽
過
程
は
傍
観
で
き

る
。他
人
や
環
境
を
責
め
そ
う
に
な
っ
た
ら
自
分

に
す
ぐ
に
問
い
か
け
る
こ
と
だ
。「
自
分
が
相
手

で
、
相
手
が
自
分
だ
っ
た
ら
ど
う
な
る
？
」
と
。

　

完
璧
な
人
間
な
ん
か
い
な
い
。時
に
は
怒
り
た

か
っ
た
ら
思
い
っ
き
り
怒
り
を
ぶ
つ
け
る
の
も

良
き
反
省
材
料
と
な
る
こ
と
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、

そ
こ
か
ら
〝
何
を
学
べ
た
か
〟
と
い
う
自
己
回
答

が
無
け
れ
ば
、
一
生
怒
り

の
想
念
に
あ
な
た
は
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
さ
れ
て
し
ま
う

だ
ろ
う
。

　

さ
て
、
自
分
を
よ
く
理

解
で
き
た
ら
コ
コ
ロ
に
ゆ

と
り
を
持
っ
て
、
怒
り
で

固
ま
っ
て
い
る
患
者
さ
ん

の
コ
リ
で
も
相
手
に
し
よ

う
。

Vol.26

■吉田学院長プロフィール
フィットバランス療術学院長。13 万 8000
人の施術実績を誇り、グループ店は 120 店
舗を超える。著書に「儲かる !! 集客革命」「で
も、大丈夫。」「ぶっちぎり集客力」がある。
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NPO法人日本手技療法協会
〒101-8691　郵便事業(株)神田支店郵便私書箱53号
Tel：03-5296-9055　Fax：03-5296-9056　　Mail:info＠e-shugi.jp

【お問い合せ・申込先】

厚生労働省・経済産業省認定　
認定個人情報保護団体　ＮＰＯ法人日本手技療法協会　主催

特別セミナー
入場無料

目　的：治療院業界のおける個人情報の保護と取り扱い
　　　　方法、そしてＳＰマークに関してわかりやすく
　　　　解説する。
主　催：NPO 法人日本手技療法協会
共　催：日本治療協会
日　時：	

入場料：無料

講　師：松尾英彦（個人情報保護士）他
会　場：ボディバランスアカデミー　内教室　東京都千代田区神田淡

路町１－１－１　ＫＡ１１１ビル３階（東京メトロ淡路町
駅、新御茶ノ水駅、都営地下鉄小川町駅、Ａ５出口　徒歩
１分）（ＪＲ神田駅　徒歩８分、ＪＲお茶の水駅　徒歩８分）

締　切：先着順で満員になり次第受付終了（会員優先）
申込方法：「治療院名」、「参加者名」、「住所」、「連絡先電話番号」と
　　　　　「個人情報の特別セミナー参加希望」と明記し電話、郵送、
　　　　　Fax、Ｅメールのいずれかでお申し込みください。

５月 18 日 ６月 15 日
７月 20 日 すべて土曜日

時間はいずれも 17：00 ～ 18：00

★介護に変わるもう１本の柱、＋月収 200 万円はこれでいける !!

★「 保 険 者 」 の 逆 撃 か ら 生 き 残 る 方 法

★「 正 し い 事 」 を し た ヤ ツ が 勝 つ !!

在宅治療セミナーのお知らせ
先着 30名限定 東京

会場

（両日 １部9：00～12：00　－休憩―　２部1：00～5：00）

中央区日本橋３丁目 6-10 くりはらビル２階

東京駅八重洲口周辺会
場

５／ 18（土）　～基礎コース～
◎実施における基礎知識
　■第１部　法的要件に関する基礎知識
　■第２部　運営における基礎知識

５／ 19（日）　～応用コース～
◎実施における応用
　■第１部　営業の応用　■第２部　運営の応用
在宅治療 18年間、「とらざわ・メディカル」の在宅
医療サービス業務内容や会社経営内容を具体的な事
例を踏まえて、説明致します。

セミナー会費（両日コース）
50,000 円

（１日の場合、30,000 円）
●●予約方法●●

■５／８までに、メールまたは、ＦＡＸ、電話にてお申し込み
　ください。
■出席コース、氏名、電話番号、メールアドレスをお書きの
　上、ご予約下さい。
◎ コース枠確認後、振込先をご連絡します。
◎ 会場の地図等は、予約確定後、ご連絡させて頂きます。
◎ 当日の出席受付、会費の受取は致しません。
◎ 原則として振込後の返金は致しません。
◎ 振込を持って領収書とさせて頂きます。
◎ 確認のお電話をさせて頂く場合がございます。

とらざわ・メディカルサービス
TEL 03-3828-3609 ／ FAX 03-3828-3645
torazawa@mva.biglobe.ne.jp
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初歩 の
会計教室
平成24年度治療院の売上・

経費データ

上
田

曽
太
郎
の

第36回

　

今
年
は
事
業
所
単
位
で
集
計

　

上
田
会
計
で
は
、
個
人
事
業
、
法
人
も
含
め
て
２

５
０
件
以
上
の
治
療
院
を
み
て
お
り
ま
す
。

　

今
回
、
平
成
24
年
度
個
人
事
業
の
確
定
申
告
の

終
了
に
合
わ
せ
て
、
治
療
院
の
売
上
・
経
費
の
統
計

デ
ー
タ
（
月
次
平
均
値
）
を
公
表
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
に
し
ま
し
た
。
対
象
は
、顧
問
先
の
個
人
事

業
及
び
法
人
。
事
業
所
の
内
、
個
人
事
業
形
態
の

割
合
は
69
％
、
法
人
形
態
31
％
。
地
域
は
関
東
圏

が
ほ
と
ん
ど
で
す
。年
の
途
中
で
開
業
さ
れ
た
場
合

は
、
開
業
月
か
ら
の
月
割
で
平
均
月
額
を
計
算
し
、

開
業
半
年
未
満
の
治
療
院
は
除
外
し
ま
し
た
。
法

人
に
つ
い
て
は
、
直
近
の
決
算
期
２
期
分
を
使
用
。

そ
の
た
め
、個
人
事
業
と
の
比
較
時
期
は
ず
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、個
人
事
業
と
の
比
較
が
で
き
る
よ
う

に
、営
業
経
費
に
含
ま
れ
て
い
る
同
族
関
係
者
の
役

員
報
酬
は
除
外
し
ま
し
た
。今
回
は
一
事
業
所
ご
と

の
数
値
に
し
て
法
人
、個
人
事
業
の
違
い
な
く
数
値

を
比
較
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、

個
人
事
業
で
も
分
院
が
あ
る
場
合
は
、
本
院
と
分

院
別
々
に
分
け
て
一
事
業
所
ご
と
の
売
上
・
経
費
の

平
均
値
を
計
算
し
ま
し
た
。法
人
に
つ
い
て
も
同
様

で
す
。前
年
ま
で
は
こ
れ
を
し
な
か
っ
た
の
で
分
院

が
あ
る
と
、
売
上
・
経
費
の
数
値
が
大
き
く
な
っ
て

し
ま
い
、比
較
性
の
面
で
問
題
が
あ
り
ま
し
た
の
で

改
善
し
ま
し
た
。

　

保
険
売
上
前
年
比
大
幅
減

　

ま
ず
、売
上
か
ら
見
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
今
年
の

特
徴
は
保
険
売
上
が
前
年
比
よ
り
大
幅
に
減
少
し

た
こ
と
で
す
。
全
件
平
均
値
を
見
る
と
月
売
上
は

平
成
23
年
１
６
０
４
千
円
か
ら
平
成
24
年
１
５
７

６
千
円
と
28
千
円
減
少
し
て
い
ま
す
。
内
訳
を
見

る
と
自
費
収
入
と
自
賠
責
収
入
は
増
加
し
て
い
ま

す
が
、
保
険
売
上
は
前
年
比
65
千
円
減
少
し
、
こ

の
結
果
月
売
上
が
減
少
し
て
い
ま
す
。
売
上
減
は

そ
ん
な
に
大
き
く
な
い
よ
う
に
み
え
ま
す
が
、個
人

事
業
形
態
の
事
業
所
に
つ
い
て
見
て
み
る
と
、月
売

上
は
平
成
23
年
１
２
５
４
千
円
か
ら
平
成
24
年
１

１
８
８
千
円
と
66
千
円
減
少
し
て
い
ま
す
。内
訳
を

見
る
と
自
費
収
入
と
自
賠
責
収
入
は
増
加
し
て
い

ま
す
が
、
保
険
売
上
が
前
年
比
１
０
８
千
円
と
大

幅
に
減
少
し
て
い
ま
す
。10
万
円
以
上
減
少
と
い
う

こ
と
は
、年
間
１
２
０
万
円
以
上
の
売
上
減
に
な
り

ま
す
。
い
っ
た
い
何
が
起
こ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

一
方
、
法
人
形
態
の
事
業
所
は
、
月
売
上
は
平
成
23

年
２
１
７
６
千
円
か
ら
平
成
24
年
２
２
６
７
千
円

と
90
千
円
増
加
し
て
い
ま
す
。
内
訳
を
見
る
と
保

険
売
上
、
自
費
収
入
、
自
賠
責
収
入
と
も
に
増
加
し

て
い
ま
す
。
個
人
事
業
形
態
の
事
業
所
に
聞
き
取

り
を
し
た
と
こ
ろ
、周
り
に
同
業
者
が
増
え
た
。
実

際
に
施
術
し
た
部
位
数
よ
り
減
ら
し
て
請
求
し
て

い
る
。
保
険
施
術
を
減
ら
し
保
険
外
の
施
術
を
積

極
的
に
患
者
に
勧
め
て
い
る
等
の
コ
メ
ン
ト
が
あ

り
ま
し
た
。
平
成
24
年
３
月
に
、厚
生
労
働
省
か
ら

各
保
険
者
宛
て
に
柔
道
整
復
師
か
ら
の
療
養
費
請

求
に
つ
い
て
審
査
を
厳
し
く
す
る
よ
う
に
と
い
う

文
書
が
送
ら
れ
ま
し
た
が
、そ
の
影
響
が
出
て
い
る

よ
う
で
す
。
一
方
、法
人
形
態
の
事
業
所
は
ど
う
し

て
そ
れ
ほ
ど
影
響
が
出
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

一
つ
は
、も
と
も
と
売
上
に
占
め
る
保
険
売
上
の
割

合
が
個
人
事
業
形
態
の
事
業
所
よ
り
低
い
こ
と
で

す
。
以
前
か
ら
自
費
売
上
を
積
極
的
に
行
っ
て
き

た
法
人
に
対
し
、
個
人
事
業
者
は
保
険
に
よ
る
施

術
に
頼
っ
て
き
た
の
が
こ
れ
か
ら
見
て
と
れ
ま
す
。

こ
れ
は
〝
経
営
力
の
差
〟
と
も
い
え
ま
す
。
な
お
今

回
は
法
人
に
つ
い
て
、直
近
の
２
事
業
年
度
を
使
い

ま
し
た
。し
た
が
っ
て
法
人
に
よ
っ
て
事
業
年
度
が

異
な
り
ま
す
。
ま
た
今
回
の
個
人
事
業
デ
ー
タ
よ

り
過
去
の
デ
ー
タ
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
従
っ
て
、

今
後
法
人
デ
ー
タ
も
個
人
事
業
の
デ
ー
タ
と
同
じ

よ
う
な
動
き
を
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

経
費
は
微
減

　

経
費
に
つ
い
て
は
、
全
件
平
均
値
を
見
る
と
平

成
23
年
に
比
べ
て
経
費
合
計
は
１
１
２
９
千
円
か

ら
１
１
０
７
千
円
と
月
22
千
円
の
減
少
、
対
売
上

比
は
70
・
４
％
か
ら
70
・
３
％
に
微
減
で
す
。
内
訳

で
見
る
と
、
従
業
員
給
与
が
月
15
千
円
減
少
で
対

売
上
比
は
26
・
５
％
か
ら
26
・
０
％
に
微
減
し
て
い

ま
す
。
平
成
23
年
ま
で
３
年
続
け
て
人
件
費
は
増

加
し
て
い
ま
し
た
が
、今
回
は
微
減
で
し
た
。
し
か

し
、
形
態
別
で
は
個
人
事
業
で
減
少
し
、
法
人
で
は

増
加
し
て
い
ま
す
。こ
れ
は
売
上
の
増
減
に
対
応
し

た
も
の
で
し
ょ
う
。

　

今
回
、
交
際
費
と
福
利
厚
生
費
の
科
目
を
追
加

し
ま
し
た
。
よ
く「
交
際
費
は
ど
れ
く
ら
い
使
っ
て

い
い
の
」
と
か
、「
他
の
同
業
者
は
ど
れ
く
ら
い
使

っ
て
い
る
の
」と
い
う
質
問
が
あ
り
ま
す
。
今
回
の

デ
ー
タ
を
見
ま
す
と
、１
カ
月
の
交
際
費
は
２
万
円

台
で
福
利
厚
生
費
は
月
７
千
円
台
で
し
た
。
結
果

と
し
て
営
業
利
益
は
、前
年
比
４
７
４
千
円
か
ら
４
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６
８
千
円
に
月
６
千
円
減
少
し
ま
し
た
。
対
売
上

比
は
29
・
６
％
か
ら
29
・
７
％
に
微
増
。
こ
れ
は
、

売
上
の
減
少
に
見
合
っ
た
経
費
の
減
少（
人
件
費
の

削
減
）
が
あ
っ
た
た
め
で
す
。

　

売
上
、営
業
利
益
上
位
20
％
の
特
徴

　
「
売
上
上
位
20
％
」
の
平
均
値
を
見
ま
す
。
事
業

所
形
態
は
個
人
事
業
32
％
、法
人
68
％
で
す
。
月
売

上
は
前
年
比
３
０
８
９
千
円
か
ら
３
１
６
７
千
円

へ
78
千
円
増
加
し
て
い
ま
す
。
内
訳
を
見
る
と
、自

費
売
上
と
自
賠
責
収
入
が
増
加
し
保
険
売
上
が
減

少
し
て
い
ま
す
が
、保
険
売
上
の
減
少
率
が
低
い
た

め
全
体
で
は
増
加
し
ま
し
た
。経
費
の
内
訳
を
見
る

と
、
従
業
員
給
与
が
対
売
上
比
で
29
・
６
％
か
ら
30

・
７
％
に
増
加
し
、
売
上
の
増
加
率
よ
り
給
与
の
増

加
率
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。支
払
家
賃
と
そ
の
他

経
費
が
減
少
し
経
費
総
額
は
減
少
し
ま
し
た
。
売

上
が
増
え
、
経
費
が
減
り
、
結
果
営
業
利
益
が
10
・

３
％
増
加
し
ま
し
た
。

　

次
は
「
営
業
利
益
上
位
20
％
」
の
平
均
値
を
見

ま
す
。
事
業
所
形
態
は
個
人
事
業
48
％
、法
人
52
％

で
す
。月
売
上
は
前
年
比
２
６
４
０
千
円
か
ら
２
７

７
９
千
円
に
１
３
９
千
円
増
加
で
す
。内
訳
を
見
る

と
、
保
険
売
上
が
減
少
し
自
費
売
上
と
自
賠
責
収

入
が
増
加
し
ま
し
た
。
全
件
の
営
業
利
益
合
計
に

占
め
る
「
営
業
利
益
上
位
20
％
」
の
利
益
合
計
は
平

成
23
年
47
・
２
％
、
平
成
24
年
49
・
０
％
で
〝
業
界

の
上
位
２
割
で
業
界
全
体
の
半
分
の
利
益
を
た
た

き
出
し
て
い
る
〟と
い
え
ま
す
。
こ
の
数
値
は
前
年

よ
り
も
割
合
が
ア
ッ
プ
し
て
お
り
、格
差
拡
大
傾
向

が
見
え
ま
す
。「
売
上
上
位
20
％
」、「
営
業
利
益
上

位
20
％
」
の
ど
ち
ら
も
保
険
売
上
が
落
ち
込
み
ま

し
た
が
、そ
れ
以
上
を
自
費
で
稼
い
で
利
益
を
増
や

し
て
い
ま
す
。 

こ
れ
に
は
、「
自
費
売
上
へ
の
シ
フ

ト
」
と
い
う
経
営
者
の
強
い
決
意
を
感
じ
ま
す
。

　
“
東
京
23
区
内
”
売
上
大
幅
減
少

　

最
後
に
地
域
を
東
京
23
区
内
、
東
京
23
区
外
、
神

奈
川
県
、
埼
玉
県
、
千
葉
県
、
そ
の
他
の
６
つ
に
分

け
た
デ
ー
タ
を
作
成
し
ま
し
た
が
、
誌
面
の
関
係

で
掲
載
は
省
略
し
ま
す
。「
東
京
23
区
内
」
は
、
前

年
比
売
上
が
１
６
３
２
千
円
か
ら
１
４
４
２
千
円

に
な
り
１
９
０
千
円
、
11
・
７
％
減
少
し
ま
し
た
。

内
訳
は
、
保
険
売
上
が
１
５
７
千
円
、
自
費
売
上
31

千
円
の
減
少
で
す
。
そ
れ
以
外
の
地
域
は
全
て
前

年
比
売
上
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
地
域
別
件
数
は

東
京
23
区
内
が
40
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
な
ぜ
東

京
23
区
内
だ
け
が
前
年
売
上
を
大
き
く
割
っ
て
し

ま
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。保
険
請
求
が
厳
し
く
な
っ

た
こ
と
だ
け
が
理
由
に
は
な
り
ま
せ
ん
。つ
い
に
平

成
24
年
中
に
東
京
23
区
内
は
店
舗
過
剰
に
な
っ
た

も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。今
後
の
出
店
の
参
考
に
し

て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　上田曽太郎の初歩の会計教室に
ご質問、ご相談、取上げてほしい
内容などございましたら、①質問
等内容②ご連絡先③お名前（匿名
の場合はペンネーム）④開業して
いる方は開業歴をお書きになり郵
送またはＦＡＸで
ひーりんぐマガジン編集部

「初歩の会計教室係」

（FAX03-5296-9056）
までお送りください。

質問をお待ちしてます

Ｈ23年度  　　　Ｈ24 年度  　　　Ｈ23 年度  　　　Ｈ24 年度  　　　Ｈ23 年度  　　　Ｈ24 年度
1,112,357
306,574
145,396
40,612

1,604,939
425,158
178,977
80,548
23,034
7,190
36,233
378,803
1,129,943
474,996

全件平均値    　　　　　　　　　　個人事業    　　　　　　　　　　　法人

保険売上

その他（物販等）
売上合計

従業員給与（専従者を除く）
支払家賃
減価償却費
交際費
福利厚生費
リース料
その他経費
経費計
営業利益

自費収入
自賠責収入

自費売上

科目

69.3%
19.1%
9.1%
2.5%

100.0%
26.5%
11.2%
5.0%
1.4%
0.4%
2.3%
23.6%
70.4%
29.6%

1,046,723
320,524
171,946
36,806

1,575,999
409,819
177,229
80,624
23,760
7,819
31,691
376,430
1,107,373
468,626

66.4%
20.3%
10.9%
2.3%

100.0%
26.0%
11.2%
5.1%
1.5%
0.5%
2.0%
23.9%
70.3%
29.7%

932,446
178,546
120,921
22,402

1,254,316
258,061
152,946
83,891
21,104
8,011
35,725
281,386
841,124
413,192

74.3%
14.2%
9.6%
1.8%

100.0%
20.6%
12.2%
6.7%
1.7%
0.6%
2.8%
22.4%
67.1%
32.9%

823,943
192,028
152,996
19,511

1,188,478
232,172
150,998
88,184
21,022
7,331
31,299
278,248
809,253
379,224

69.3%
16.2%
12.9%
1.6%

100.0%
19.5%
12.7%
7.4%
1.8%
0.6%
2.6%
23.4%
68.1%
31.9%

1,405,525
515,197
185,278
70,287

2,176,286
697,444
221,395
75,099
26,179
5,851
37,063
537,546
1,600,578
575,708

64.6%
23.7%
8.5%
3.2%

100.0%
32.0%
10.2%
3.5%
1.2%
0.3%
1.7%
24.7%
73.5%
26.5%

1,443,999
549,668
205,739
67,647

2,267,052
726,610
224,008
67,144
28,641
8,691
32,390
551,515
1,638,998
628,054

63.7%
24.2%
9.1%
3.0%

100.0%
32.1%
9.9%
3.0%
1.3%
0.4%
1.4%
24.3%
72.3%
27.7%

Ｈ23年度  　　　Ｈ24 年度  　　　　増減  　　　Ｈ24 年度  　　　Ｈ23 年度  　　　　増減
1,967,358
704,000
298,392
119,670
3,089,420
913,157
261,662
121,486
46,381
14,112
56,456
749,702
2,162,955
926,464

売上上位 20％    　　　　　　　　　　  　　営業利益上位 20％

保険売上

その他（物販等）
売上合計

従業員給与（専従者を除く）
支払家賃
減価償却費
交際費
福利厚生費
リース料
その他経費
経費計
営業利益

自費収入
自賠責収入

自費売上

科目

63.7%
22.8%
9.7%
3.9%

100.0%
29.6%
8.5%
3.9%
1.5%
0.5%
1.8%
24.3%
70.0%
30.0%

1,953,619
747,387
345,865
120,590
3,167,461
973,476
241,608
113,681
54,195
20,563
48,384
693,675
2,145,581
1,021,879

61.7%
23.6%
10.9%
3.8%

100.0%
30.7%
7.6%
3.6%
1.7%
0.6%
1.5%
21.9%
67.7%
32.3%

－13,739
43,387
47,472
920

78,041
60,319

－20,054
－7,805
7,815
6,451

－8,073
－56,027
－17,374
95,415

－0.7%
6.2%
15.9%
0.8%
2.5%
6.6%

－7.7%
－6.4%
16.8%
45.7%

－14.3%
－7.5%
－0.8%
10.3%

1,928,544
381,822
297,253
32,979

2,640,598
634,977
207,287
96,985
32,251
13,928
47,763
449,683
1,482,875
1,157,723

73.0%
14.5%
11.3%
1.2%

100.0%
24.0%
7.8%
3.7%
1.2%
0.5%
1.8%
17.0%
56.2%
43.8%

1,794,375
491,256
417,820
75,999

2,779,451
644,230
188,582
99,890
43,805
14,083
46,201
493,594
1,530,385
1,249,066

64.6%
17.7%
15.0%
2.7%

100.0%
23.2%
6.8%
3.6%
1.6%
0.5%
1.7%
17.8%
55.1%
44.9%

－134,169
109,435
120,567
43,020
138,853
9,253

－18,705
2,905
11,554
155

－1,562
43,911
47,510
91,343

－7.0%
28.7%
40.6%
130.4%
5.3%
1.5%
－9.0%
3.0%
35.8%
1.1%
－3.3%
9.8%
3.2%
7.9%
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療
養
費
改
定
案
の
通
り
改
定
実
施

　

平
成
25
年
３
月
26
日
に
第
二
回
社
会
保
障

審
議
会
医
療
保
険
部
会
の
柔
道
整
復
療
養
費

検
討
専
門
委
員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
二

回
目
は
中
、
長
期
的
に
検
討
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
の
実
態
を
明
ら
か

に
し
て
仕
組
み
や
考
え
方
を
整
理
す
る
た
め

の
議
論
が
な
さ
れ
、
次
に
厚
生
労
働
省
（
厚

労
省
）
事
務
局
よ
り
提
案
さ
れ
た
療
養
費
改

定
内
容
に
関
し
て
座
長
か
ら
双
方
に
意
見
が

求
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

保
険
者
側
か
ら
は
３
部
施
術
に
関
し
て
大

幅
減
に
す
べ
き
と
の
意
見
が
述
べ
ら
れ
、
柔

道
整
復
師
側
か
ら
は
再
検
料
に
つ
い
て
２
回

目
以
降
も
毎
回
算
定
で
き
る
よ
う
に
と
の
発

言
が
あ
り
ま
し
た
。
両
者
と
も
こ
の
よ
う
な

改
定
案
の
内
容
に
対
す
る
要
望
の
発
言
を
し

た
も
の
の
、
厚
労
省
の
事
務
局
が
提
案
し
た

改
定
内
容
に
合
意
の
意
向
を
示
し
ま
し
た
。

改
定
は
こ
の
委
員
会
で
発
言
等
を
考
慮
さ
れ

た
う
え
で
事
務
局
か
ら
厚
生
労
働
大
臣
に
提

出
さ
れ
最
終
的
に
政
府
決
定
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
３
日
後
の
３
月
29
日
に
柔
道
整

復
療
養
費
は
改
定
案
の
通
り
５
月
１
日
か
ら

実
施
す
る
こ
と
が
決
定
し
、
４
月
１
日
に
厚

労
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
ま
し

た
。

『
療
養
費
改
定
』

請
求
代
行
会
社
療
養
費
請
求
担
当

：
療
養
太
郎（
仮
名
）

　

柔
道
整
復
療
養
費
改
定
内
容

１
．
改
定
率　

０
・
０
０
％

２
．
適
正
化
す
べ
き
項
目

　
　

多
部
位
施
術
の
逓
減
強
化

　
　

３
部
位
目
の
施
術
に
つ
い
て
は
現
行
の
70

／
１
０
０
を
減
額
し
て
60
／
１
０
０
を
減
額
し

て
支
給
と
改
め
る

３
．
評
価
を
引
き
上
げ
る
項
目

　
　

初
期
段
階
の
施
術
料
の
充
実

４
．
適
正
化
の
た
め
の
運
用
の
見
直
し

○ 

打
撲
・
捻
挫
の
施
術
に
つ
い
て
、
３
カ
月

を
超
え
て
頻
度
の
高
い
施
術
を
行
う
場
合
に
、

支
給
申
請
書
に
、
負
傷
部
位
ご
と
の
経
過
や
頻

回
施
術
理
由
を
記
載
し
た
文
章
の
添
付
を
義
務

付
け
る

○ 

施
術
者
が
経
済
上
の
利
益
の
提
供
に
よ

り
、
患
者
を
誘
引
す
る
こ
と
を
禁
止
す
る

○ 

支
給
申
請
書
に
お
け
る
患
者
が
署
名
す
べ

き
欄
に
、
施
術
者
が
代
理
記
入
す
る
の
は
「
や

む
を
得
な
い
理
由
が
あ
る
場
合
」
で
あ
る
こ
と

を
「
や
む
を
得
な
い
理
由
」
の
例
示
と
と
も

に
、
受
領
委
任
の
協
定
等
に
明
記
す
る

○ 

支
給
申
請
書
に
患
者
が
記
載
す
る
事
項
と

し
て
、
郵
便
番
号
、
電
話
番
号
を
追
加
す
る

○ 

施
術
管
理
者
に
対
し
て
、
柔
道
整
復
師
名

の
施
術
所
内
掲
示
を
義
務
付
け
る

○ 

施
術
者
に
対
し
、
療
養
費
を
請
求
す
る
上

で
の
注
意
事
項
の
患
者
へ
の
説
明
を
義
務
付
け

る５
．
施
行
日　

平
成
25
年
５
月
１
日

　

今
回
の
改
定
に
よ
っ
て
技
術
料
の
各
料
金
は

上
が
り
ま
す
が
、
保
険
者
側
は
納
得
し
て
い
ま

せ
ん
。
技
術
料
を
引
き
上
げ
る
の
で
あ
れ
ば
３

部
位
目
の
施
術
に
対
し
て
さ
ら
な
る
逓
減
率
を

か
け
る
べ
き
と
の
考
え
で
す
。

　

そ
も
そ
も
、
保
険
者
側
は
３
部
位
の
負
傷
、

特
に
３
部
位
捻
挫
は
重
症
で
あ
る
と
の
見
方

で
あ
り
、
重
症
な
ら
ば
な
ぜ
医
療
機
関
に
通

院
し
な
い
の
か
と
の
疑
念
を
抱
い
て
い
ま

す
。
柔
道
整
復
師
側
と
し
て
は
当
然
反
論
が

あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
が
、
保
険
者
は
多
部

位
請
求
を
非
常
に
厳
し
く
捉
え
て
お
り
、

〝
丸
め
〟
や
施
術
日
数
制
限
を
将
来
望
ん
で

い
る
こ
と
が
委
員
会
で
の
発
言
か
ら
想
像
で

き
ま
す
。

　

今
回
の
改
定
で
適
正
化
の
た
め
の
運
用
の

見
直
し
が
提
示
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
中
で

気
に
な
る
部
分
は
、
打
撲
・
捻
挫
の
施
術
に

つ
い
て
、
３
カ
月
を
超
え
て
頻
度
の
高
い
施

術
を
行
う
場
合
に
、
支
給
申
請
書
に
負
傷
部

位
ご
と
の
経
過
や
頻
回
施
術
理
由
を
記
載
し

た
文
章
の
添
付
を
義
務
付
け
る
と
い
う
項
目

で
す
。
〝
３
カ
月
を
超
え
て
頻
度
の
高
い
〟

の
頻
度
が
ど
の
程
度
な
の
か
検
討
委
員
会
に

提
案
さ
れ
た
時
点
で
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、

問
題
は
実
際
に
３
カ
月
を
経
過
し
、
頻
度
の

高
い
施
術
を
受
け
て
い
る
患
者
が
い
た
場

合
、
柔
道
整
復
師
は
ど
の
よ
う
に
保
険
請
求

を
行
え
ば
良
い
の
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

従
来
の
請
求
方
法
の
多
く
は
３
カ
月
で
治

癒
の
転
帰
を
つ
け
、
期
間
を
空
け
て
初
検
と

し
て
請
求
を
開
始
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
し

た
。
こ
の
様
な
請
求
が
多
く
見
受
け
ら
れ
る

と
、
〝
治
癒
と
負
傷
の
繰
り
返
し
が
多
く
見

ら
れ
ま
す
。
初
検
時
の
症
状
お
よ
び
状
態
等

を
詳
細
に
記
載
下
さ
い
〟
と
い
う
返
戻
が
多

く
発
生
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ベ
ス
ト
な

保
険
請
求
と
は
事
実
通
り
に
記
載
し
頻
度
が

第
17
回

療
養
費
の
請
求
と
支
給　

続
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多
く
な
れ
ば
そ
の
理
由
を
明
記
し
請
求
を
行

う
、
再
び
負
傷
し
た
の
で
あ
れ
ば
摘
要
欄
・

経
過
欄
等
に
そ
の
旨
を
必
ず
記
載
す
る
こ
と

だ
と
考
え
ま
す
が
、
改
定
後
し
ば
ら
く
し
て

運
用
の
見
直
し
の
内
容
や
詳
細
が
も
う
少
し

ハ
ッ
キ
リ
す
る
と
思
い
ま
す
。

　

患
者
照
会
内
容

　

昨
年
の
３
月
に
保
険
者
に
向
け
て
厚
労
省

が
療
養
費
の
適
正
化
を
通
知
し
て
１
年
が
経

過
し
ま
し
た
。
す
で
に
患
者
調
査
を
実
施
し

て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
れ
ば
、
ま
だ
実
施
し
て

い
な
い
自
治
体
も
あ
る
よ
う
で
す
が
、
４
月

か
ら
は
患
者
調
査
を
実
施
す
る
自
治
体
も
増

え
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
患
者
、
特
に
高
齢
の

患
者
に
患
者
照
会
の
意
味
を
説
明
し
理
解
を

い
た
だ
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
ま
た
、
患
者

照
会
時
に
発
生
す
る
患
者
照
会
の
回
答
と
支

給
申
請
書
内
容
が
相
違
す
る
場
合
は
、
必
ず

初
検
時
に
記
載
し
た
確
認
書
あ
る
い
は
そ
れ

に
代
わ
る
も
の
、
も
し
く
は
施
術
録
を
添
付

し
再
請
求
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

最
近
で
は
患
者
照
会
書
に
領
収
書
の
写
し

の
添
付
を
求
め
て
く
る
保
険
者
も
あ
り
、
当

然
、
保
険
請
求
で
の
一
部
負
担
金
と
実
費
で

の
料
金
が
そ
れ
ぞ
れ
明
記
さ
れ
て
い
な
け
れ

ば
、
返
戻
と
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
今
後

領
収
書
に
つ
い
て
も
問
い
合
わ
せ
等
が
増
え

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
現
在
発
行
し

て
い
る
領
収
書
ま
た
は
レ
シ
ー
ト
に
健
康
保

険
適
用
に
お
い
て
徴
収
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い

金
額
が
正
確
に
記
載
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
、

今
一
度
点
検
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

患
者
照
会
の
内
容
で
は
患
者
署
名
に
関
し
て

も
照
会
を
す
る
保
険
者
は
多
く
な
っ
て
い
ま

す
。
署
名
の
相
違
は
結
構
多
く
、
複
数
月
の
療

養
費
支
給
申
請
書
を
見
比
べ
て
患
者
の
筆
跡
を

確
認
す
る
保
険
者
も
あ
り
筆
跡
相
違
で
の
返
戻

も
発
生
し
て
お
り
ま
す
。
今
回
の
運
用
の
見
直

し
の
項
目
に
〝
支
給
申
請
書
に
お
け
る
患
者
が

署
名
す
べ
き
欄
に
施
術
者
が
代
理
記
入
す
る
の

は
、
「
や
む
を
得
な
い
理
由
が
あ
る
場
合
」
で

あ
る
こ
と
を
「
や
む
を
得
な
い
理
由
」
の
例
示

と
と
も
に
、
受
領
委
任
の
協
定
等
に
明
記
す

る
〟
と
あ
る
の
は
、
支
給
申
請
書
の
患
者
署
名

欄
に
勝
手
に
署
名
し
た
り
、
患
者
名
を
印
字
し

印
鑑
を
捺
印
し
請
求
し
て
い
る
事
実
が
あ
る
こ

と
に
対
し
て
、
代
理
署
名
す
る
場
合
の
や
む
を

得
な
い
理
由
を
明
記
す
る
こ
と
で
柔
道
整
復
師

に
患
者
署
名
の
必
要
性
を
理
解
し
て
も
ら
う
た

め
で
す
。

　

今
回
の
療
養
費
改
定
は
予
定
よ
り
約
１
年
延

期
さ
れ
た
平
成
25
年
５
月
１
日
に
実
施
さ
れ
ま

す
。
専
門
委
員
会
を
傍
聴
し
て
思
う
こ
と
は
柔

道
整
復
師
側
と
保
険
者
側
と
が
お
互
い
要
望
す

る
こ
と
は
数
多
く
あ
る
も
の
の
、
そ
の
ほ
と
ん

ど
が
中
、
長
期
で
検
討
さ
れ
る
内
容
で
あ
っ
た

こ
と
で
す
。
第
三
、
四
回
と
検
討
委
員
会
が
回

を
重
ね
柔
道
整
復
療
養
費
制
度
そ
の
も
の
が
現

状
に
則
し
た
制
度
と
な
っ
て
ほ
し
い
と
心
か
ら

願
っ
て
い
ま
す
。

●予約方法
講習会日 10 日前までに下記のメールアドレスに出席日、氏名、電話番号をお書きの上メールをお願い致します。
メールをお持ちでない方は下記の番号にお電話ください。（担当：鈴木）
【ＰＣメール】osute-tokyo.1996@hotmail.co.jp　【携帯メール】i-like.corn@ezweb.ne.jp　
【電話】042-623-8123（月・火・木・金の午前中）
●会費の支払い方法
講習会日 10 日前までに下記の銀行にお振込ください。
【振込先】三菱東京ＵＦＪ銀行　八王子支店（226）　普通　口座番号 0117006　ゼンニホンオステオパシーキョウイカイ　スズキアツシ
※当日の出席受付、会費の受付はいたしません。※振込後の返金は致しません。※振込をもって領収書とさせていただきます。

お問い合わせ先：東京支部長　鈴木厚　TEL：042-623-8123 ／ FAX：042-682-2938　本部事務局　TEL&FAX：03-3427-8807

バランステクニック　足診断法
内　　容

古賀式①
古賀式②
筋膜リリース①　筋膜の診断と治療
カウンターストレイン　腰部復習、股関節
臨床に役立つＯＭＴ②
カウンターストレイン　膝、足関節
筋膜リリース②　筋膜の診断と治療

第２
週数

第２
第２
第３
第４
第１
第４
第３
第３

竹田吉翁
講　師

橋本正弘
橋本正弘
原　光司
水口清澄
山本逸二
水口清澄
原　光司
山本逸二

４月 14 日
日　時

５月 12 日
６月 ９ 日
７月 21 日
８月 25 日
９月 １ 日
10 月 27 日
11 月 17 日
12 月 15 日 臨床に役立つＯＭＴ③

第４回
開催回

第５回
第６回
第７回
第８回
第９回
第 10回
第 11 回
第 12 回

東中野会館　東京都中野区東中野 1-38-8会　場
ＡＪＯＡ会員　10,000 円 ＪＯＦ所属団体会員　12,000 円
養成校在校生　12,000 円<要学生証>会　費
一般　15,000 円<医系国家資格有資格者、要資格証明書（コピー可）>

★講義時間：10 時～ 16 時

詳しくは協会ホームページへ
http://www.alljapan-osteo.net/

■水口先生のカウンターストレイン
はハバード・エイツＤＯ著の「カウ
ンターストレイン」に基づいて進め
ていきます。書籍は本部にて郵送販
売しています。
■山本先生は臨床に役立つＯＭＴを
脊柱、四肢、頭蓋を含めて講義いた
します。
■橋本先生は 20 年間古賀先生より
教わった技法で臨床にすぐ使える
テクニックを中心に講義します。

【講義内容補足】

全日本オステオパシー協会　2013 年　東京支部オープンセミナー

ひーりんぐ39.indd   29 2013/04/17   13:55:45



30Healing Magazine
No.39  2013  Spring

あなたの家賃高くないですか？
　

売
上
が
思
う
よ
う
に
上
が
ら
ず
、
家
賃
が
高
い
か
ら
と
一
度

は
引
越
し
を
考
え
た
人
は
少
な
く
な
い
だ
ろ
う
。だ
が
そ
れ
で

は
か
え
っ
て
移
転
費
用
が
か
か
り
、
莫
大
な
労
力
も
か
か
る
。

そ
ん
な
中
、不
動
産
賃
借
料
の
減
額
を
考
え
る
治
療
院
院
長
を

サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
る
会
社
が
出
現
し
た
。移
転
を
考
え
る
前

に
ま
ず
現
在
の
家
賃
を
下
げ
る
努
力
を
し
て
み
て
は
ど
う
だ

ろ
う
か
。

　

改
定
後
、
２
年
目
か
ら
引
き
下
げ
効
果

　

株
式
会
社
フ
ァ
ー
ス
ト
ス
タ
ー
（
東
京
・
西
新
宿
）
は
治
療

院
に
特
化
し
た
賃
料
改
定
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
の
プ
ロ
フ
ェ

ッ
シ
ョ
ナ
ル
だ
。

　

設
立
１
年
で
取
引
社
は
約
１
０
０
社
。
そ
の
約
半
分
が
治
療

院
だ
。
１
カ
月
で
10
～
15
社
く
ら
い
の
取
引
が
増
え
て
い
る
と

い
う
。
日
本
全
国
を
対
象
に
、
こ
の
事
業
を
展
開
し
て
い
る
。

賃
料
改
定
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
の
報
酬
（
手
数
料
）
は
、
完
全

成
功
報
酬
だ
。
つ
ま
り
、
賃
料
値
下
げ
が
成
立
し
た
場
合
に
の

み
費
用
が
か
か
る
。

　

手
数
料
は
減
額
分
の
12
・
６
カ
月
分
だ
（
削
減
額
×
36
カ
月

×
35
％
、表
１
）。
１

カ
月
あ
た
り
の
賃

料
が
６
万
円
下
が

る
と
す
る
と
、
手
数

料
は
合
計
75
万
６

０
０
０
万
円
。
要
は

下
が
っ
た
中
か
ら

支
払
う
と
い
う
こ

と
だ
。
こ
れ
を
13
カ

月
で
支
払
う
た
め
、

月
々
の
支
払
い
は

５
万
８
０
０
０
円

に
な
る
。
し
た
が
っ

て
、
２
年
目
か
ら
家

賃
引
き
下
げ
の
恩

恵
を
享
受
で
き
る
。

　

同
社
に
相
談
し
、
契
約
状
況
の
デ
ー
タ
ま
た
は
契
約
書
の
コ

ピ
ー
を
送
る
と
、条
件
な
ど
を
十
分
検
討
し
た
上
で
賃
料
査
定

し
、
見
積
書
が
提
示
さ
れ
る
。
見
積
書
で
は
「
ど
れ
く
ら
い
の

減
額
が
で
き
そ
う
か
」「
削
減
メ
リ
ッ
ト
は
ど
う
な
る
か
」
な

ど
が
提
示
さ
れ
る
。
そ
れ
を
踏
ま
え
て
、
賃
料
減
額
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
契
約
を
結
ぶ
か
ど
う
か
を
決
め
る
。
賃
料
改
定
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
の
過
程
で
は
、
過
去
ど
う
い
う
改
定
が
行
わ
れ

て
い
る
の
か
、
誰
が
対
応
し
た
の
か
、
会
社
全
体
の
業
績
は
ど

う
な
の
か
、
な
ど
細
か
く
分
析
し
、
賃
料
を
下
げ
て
も
ら
う
た

め
に
ど
う
い
う
論
理
を
展
開
し
て
い
く
の
が
効
果
的
か
と
い

う
シ
ナ
リ
オ
を
作
っ
て
い
く
。

　
「
契
約
条
項
の
中
で
の
遵
守
項
目
や
ペ
ナ
ル
テ
ィ
の
内
容
な

ど
で
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
戦
略
が
変
わ
っ
て
き
ま
す
。
後
は
、
当

然
な
が
ら
対
象
物
件
周
辺
の
賃
料
相
場
に
も
影
響
さ
れ
ま
す
。

も
と
も
と
高
い
の
か
妥
当
な
金
額
な
の
か
。
高
い
ま
ま
今
ま
で

長
期
間
に
わ
た
り
借
り
続
け
て
い
た
の
か
、
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

角
度
か
ら
検
討
し
て
い
き
ま
す
」（
同
社
広
報
担
当
者
）。

　

賃
料
改
定
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
の
重
要
な
要
素
は
「
成
功

率
」
と
「
減
額
率
」
で
あ
る
（
表
２
）。
成
功
率
は
当
然
の
こ

と
な
が
ら
１
０
０
％
は
あ
り
得
な
い
。
80
％
く
ら
い
の
成
功
率

だ
と
い
う
。
減
額
率
は
こ
れ
ま
で
最
大
で
30
％
、
平
均
で
14
％

ほ
ど
だ
と
い
う
。

　

物
件
の
大
小
や
地
域
性
で
成
功
率
や
減
額
率
が
左
右
さ
れ

る
こ
と
は
あ
ま
り
な
い
と
い
う
。
た
だ
、
都
市
部
の
方
が
賃
料

は
高
い
の
で
率
は
下
が
る
傾
向
に
あ
る
と
い
う
。

　

小
売
業
界
で
は
常
識
の
賃
料
改
定
交
渉

　

わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
目
新
し
い
賃
料
改
定
コ
ン
サ
ル
タ
ン

テ
ィ
ン
グ
だ
が
、
小
売
業
界
で
は
す
で
に
定
着
し
て
お
り
、
全

国
展
開
し
て
い
る
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
や
食
品
ス
ー
パ

ー
、
飲
食
チ
ェ
ー
ン
店
、
ド
ラ
ッ
ク
ス
ト
ア
な
ど
で
は
今
や
常

識
と
言
っ
て
い
い
。

　

こ
の
業
界
で
は
、
店
舗
の
賃
料
は
人
件
費
に
次
い
で
高
い
固

定
費
だ
。
賃
料
が
及
ぼ
す
影
響
は
利
益
に
直
結
し
て
い
る
た

め
、
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
や
家
電
量
販
店
の
大
手
に
は
、
店
舗
開

発
や
管
理
業
務
部
門
な
ど
賃
料
改
定
だ
け
の
セ
ク
シ
ョ
ン
が

あ
る
。
自
社
で
賃
料
改
定
の
た
め
の
交
渉
を
し
、
さ
ら
に
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
会
社
の
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
る
と
い
う
手
法
を
と

っ
て
い
る
。

　

医
院
や
歯
科
医
院
、治
療
院
な
ど
で
は
院
長
自
ら
は
な
か
な

か
賃
料
値
下
げ
の
交
渉
は
し
に
く
い
と
い
う
の
が
現
状
の
よ

う
だ
。

　

治
療
院
な
ど
に
は
大
手
企
業
の
よ
う
に
店
舗
開
発
や
財
務

の
担
当
者
が
い
な
い
の
で
、
賃
料
に
対
し
て
あ
ま
り
意
識
し
て

お
ら
ず
、
不
動
産
管
理
業
者
の
言
い
な
り
に
な
っ
て
契
約
を
結

ん
で
い
る
ケ
ー
ス
が
目
立
つ
と
い
う
。
そ
れ
だ
け
に
、
非
常
に

効
果
が
で
や
す
い
土
壌
が
あ
る
の
だ
と
い
う
。

　

直
営
の
店
舗
数
が
多
け
れ
ば
多
い
ほ
ど
削
減
メ
リ
ッ
ト
は

出
や
す
い
。
さ
ら
に
、
賃
貸
契
約
期
間
が
長
け
れ
ば
長
い
ほ
ど

有
利
に
展
開
で
き
る
。
土
地
を
借
り
て
、
そ
の
上
に
建
物
を
立

て
て
診
療
所
を
経
営
し
て
い
る
ケ
ー
ス
も
可
能
だ
。

　
「
本
店
が
１
店
舗
だ
け
と
い
う
の
に
比
べ
て
、
10
店
舗
あ
る

と
す
る
と
７
、
８
店
舗
分
は
ま
ず
賃
料
を
下
げ
る
こ
と
が
で
き

る
」
と
同
社
で
は
こ
れ
ま
で
の
実
績
を
踏
ま
え
て
説
明
す
る
。

も
ち
ろ
ん
１
店
舗
だ
け
の
治
療
院
で
も
試
し
て
み
る
価
値
は

十
二
分
に
あ
る
。

　
不
動
産
オ
ー
ナ
ー
と
の
人
間
関
係
を
壊
さ
ず
に
実
行

　

賃
料
改
定
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
導
入
す
る
に
あ
た
っ
て
、

気
に
な
る
の
が
「
オ
ー
ナ
ー
側
と
の
関
係
が
気
ま
ず
く
な
る
の

で
は
な
い
か
」
と
い
う
懸
念
だ
。
こ
れ
に
つ
い
て
同
社
で
は
、

こ
れ
ま
で
の
経
験
か
ら
独
自
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
っ
て
い
る
。

　

そ
も
そ
も
、
賃
料
の
改
定
と
い
う
の
は
契
約
の
更
改
時
に

限
ら
ず
、
い
つ
で
も
で
き
る
も
の
な
の
で
あ
る
。
契
約
書
に
は

必
ず
「
賃
料
改
定
条
項
」
と
い
う
項
目
が
あ
り
、「
２
年
ご
と
、

３
年
ご
と
に
見
直
し
を
す
る
」
と
い
う
項
に
加
え
て
「
た
だ
し

地
価
が
急
激
な
変
動
、
賃
料
相
場
の
動
向
に
よ
っ
て
は
甲
乙
ど

ち
ら
か
ら
で
も
改
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
い
う
文
言
が
あ

る
。
も
し
も
、
そ
れ
が
明
記
さ
れ
て
い
な
い
と
し
て
も
、
借
地

借
家
法
上
は
い
つ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
も
値
上
げ
も
値
下
げ
も

削 減 額 × 5 0 ％

返 還 額 × ５ ％

100 千円～（物件により相談）

月間削減額× 36 ヶ月× 35％
（分割支払対応可）

賃 料 減 額

更新料減額

保証金返還

資 料 作 成

　

治
療
院
経
営
を
考
え
る
上
で
、経
費
の
節
約
は
重
要
な
テ
ー

マ
だ
。
経
費
に
は
固
定
費
と
変
動
費
が
あ
る
が
、経
費
節
約
で

一
番
効
果
が
あ
る
の
が
固
定
費
の
削
減
だ
。
固
定
費
と
は
、
売

上
の
大
小
に
か
か
わ
ら
ず
必
ず
発
生
す
る
費
用
の
こ
と
。日
本

の
企
業
は
固
定
費
の
占
め
る
割
合
が
多
い
傾
向
に
あ
る
。固
定

費
の
削
減
に
よ
っ
て
損
益
分
岐
点
を
低
く
で
き
、効
果
は
継
続

し
や
す
い
の
で
黒
字
体
質
に
転
換
で
き
る
。

　

固
定
費
と
い
う
と
、
真
っ
先
に
頭
に
浮
か
ぶ
の
が
人
件
費

だ
。サ
ー
ビ
ス
業
に
お
い
て
人
件
費
は
全
体
に
占
め
る
割
合
が

大
き
い
の
で
す
ぐ
に
手
を
付
け
た
く
な
る
の
は
わ
か
る
が
、
こ

れ
に
手
を
付
け
る
こ
と
は
社
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
も
大

き
な
影
響
が
出
る
こ
と
が
あ
る
の
で
最
後
の
手
段
と
な
る
。そ

れ
に
対
し
て
即
効
性
が
あ
る
の
は
事
務
所
や
店
舗
の
賃
料
で

あ
る
。店舗賃料減額で治療院経営を安定化

医院・治療院に特化した賃料改定コンサルティング
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ど
ち
ら
か
ら
で
も
で
き
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
よ
っ

て
、「
賃
借
人
側
が
丁
寧
に
誠
意
を
持
っ
て
話
を
進
め
て
い
き
、

お
互
い
合
意
の
う
え
で
賃
料
を
改
定
で
き
た
な
ら
、
オ
ー
ナ
ー

と
の
関
係
が
気
ま
ず
く
な
る
は
ず
は
な
い
ん
で
す
」（
同
社
広

報
担
当
者
）
と
い
う
。

　

オ
ー
ナ
ー
か
ら
す
る
と
賃
料
は
１
円
た
り
と
も
下
げ
た
く

な
い
と
い
う
の
は
当
然
あ
る
の
で
、
時
に
は
情
に
訴
え
る
作
戦

も
あ
る
。

　

情
に
訴
え
る
と
言
っ
て
も
、「
経
営
状
況
が
厳
し
い
か
ら
下

げ
て
く
れ
と
言
っ
て
泣
い
た
り
喚
い
た
り
す
る
わ
け
で
は
な

く
、
例
え
ば
、
整
骨
院
が
約
４
万
店
舗
あ
っ
て
、
さ
ら
に
今

後
ま
た
ど
ん
ど
ん
柔
整
師
が
出
て
き
て
店
舗
数
が
増
え
続
け

て
い
く
中
で
、
保
険
が
厳
し
く
な
っ
た
。
で
も
、
今
踏
ん
張
れ

ば
明
る
い
未
来
が
切
り
開
け
る
」
な
ど
、
業
界
か
ら
ミ
ク
ロ
の

話
、
人
件
費
を
含
め
た
い
ろ
い
ろ
な
部
分
を
コ
ス
ト
削
減
し
て

黒
字
体
質
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
、
な
ど
と
い
う
採
算
面
の
部

分
の
改
革
を
行
っ
て
最
後
に
「
家
賃
の
引
き
下
げ
の
お
願
い
に

来
た
」
と
。

　

オ
ー
ナ
ー
側
か
ら
「
じ
ゃ
あ
、い
く
ら
に
下
げ
て
ほ
し
い
の
」

と
い
う
話
に
な
っ
た
時
に
初
め
て
相
場
観
の
話
を
す
る
。
は
じ

め
に
相
場
観
の
話
を
し
て
し
ま
う
と
、
オ
ー
ナ
ー
は
協
力
し

Close up  Information

て
あ
げ
よ
う
と
い
う
気
持
ち
に
は
な
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
い
、

気
ま
ず
く
な
っ
て
し
ま
う
の
だ
。
単
に
苦
し
い
か
ら
下
げ
て
く

だ
さ
い
と
言
っ
て
、
１
万
円
下
が
っ
た
。
ラ
ッ
キ
ー
！　

と
い

う
の
で
は
な
く
て
、
だ
い
た
い
相
場
が
こ
れ
く
ら
い
だ
と
し
た

ら
、
そ
れ
よ
り
も
少
し
下
の
金
額
を
言
っ
て
み
て
、
そ
こ
に
落

と
し
所
を
持
っ
て
い
く
な
ど
、
当
社
が
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
戦
略

は
相
手
に
合
わ
せ
て
多
種
多
様
だ
。

　

日
本
で
は
基
本
的
に
、貸
す
側
の
不
動
産
所
有
者
や
管
理
会

社
の
立
場
が
比
較
的
強
く
、「
貸
し
て
あ
げ
て
い
る
」
と
い
う

意
識
が
強
い
。
本
来
は
、
オ
ー
ナ
ー
に
と
っ
て
店
子
と
い
う
の

は
お
客
さ
ん
の
は
ず
だ
か
ら
、
商
習
慣
と
し
て
見
れ
ば
こ
れ
は

逆
の
は
ず
だ
が
貸
す
側
中
心
の
商
習
慣
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ

な
の
で
、
オ
ー
ナ
ー
の
味
方
も
多
い
。
不
動
産
の
管
理
会
社
も

基
本
的
に
は
オ
ー
ナ
ー
の
味
方
。税
理
士
な
ど
も
節
税
や
相
続

対
策
な
ど
の
仕
事
も
あ
る
た
め
オ
ー
ナ
ー
の
立
場
に
な
る
。
そ

う
い
っ
た
意
味
で
い
く
と
店
子
の
味
方
は
な
か
な
か
い
な
い

と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
「
基
本
的
に
両
者
の
関
係
は
イ
ー
ブ
ン
だ
か
ら
、
10
年
間
も

同
じ
金
額
で
借
り
っ
ぱ
な
し
と
い
う
の
は
普
通
に
考
え
て
も

お
か
し
い
。
地
価
が
下
が
っ
て
い
て
建
物
も
古
く
な
っ
て
い
る

の
に
10
年
後
も
20
年
後
も
同
じ
賃
料
と
い
う
の
は
お
か
し
な

話
な
の
で
す
」
と
同
社
。

　

治
療
院
側
の
リ
ス
ク
の
な
い
業
者
を
見
極
め
る

　

フ
ァ
ー
ス
ト
ス
タ
ー
の
も
う
一
つ
の
こ
だ
わ
り
は
、
契
約
が

続
く
限
り
何
度
で
も
賃
料
改
定
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
実
施

し
て
い
く
と
い
う
こ
と
。

　

手
数
料
を
も
ら
っ
て
い
る
１
年
間
を
契
約
期
間
と
し
て
い

る
た
め
、
最
初
５
％
ほ
ど
し
か
下
げ
ら
れ
な
か
っ
た
家
賃
を
６

カ
月
後
に
再
び
下
げ
て
も
ら
う
た
め
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

も
実
施
す
る
。
そ
の
間
に
、
も
し
治
療
院
を
辞
め
て
し
ま
っ
た

と
き
は
、
以
降
の
手
数
料
は
発
生
し
な
い
よ
う
に
な
っ
て
い
る

の
で
、
治
療
院
側
の
リ
ス
ク
と
い
う
の
は
ほ
と
ん
ど
な
い
こ
と

に
な
る
。

　

現
在
、
さ
ら
に
き
め
細
か
く
店
舗
ご
と
の
対
応
が
で
き
る
よ

う
な
メ
ニ
ュ
ー
を
考
案
中
だ
そ
う
だ
。

　

こ
の
賃
料
改
定
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
選
ぶ
際
の
ポ
イ
ン

ト
は
、「
手
数
料
の
安
さ
」
だ
け
に
目
を
奪
わ
れ
て
は
い
け
な

い
。
あ
く
ま
で
も
、
成
功
率
だ
。
手
数
料
が
安
い
か
ら
と
依
頼

し
た
結
果
、
賃
料
引
き
下
げ
に
は
失
敗
し
、
手
数
料
は
請
求
さ

れ
な
か
っ
た
が
初
期
調
査
費
用
と
い
う
名
目
で
数
十
万
円
を

請
求
さ
れ
た
な
ど
と
い
う
話
も
よ
く
聞
く
か
ら
だ
。

店舗所在地 現行月額賃料 改定後月額賃料 月間削減額 減額率

神奈川県 370,000 310,000 60,000 16.2％
神奈川県 220,000 200,000 20,000 9.1％
神奈川県 622,000 596,000 26,000 4.2％
神奈川県 340,819 285,715 55,104 16.2％
東京都 130,000 120,000 10,000 7.7％
東京都 480,000 450,000 30,000 6.3％
東京都 130,000 125,000 5,000 3.8％
神奈川県 270,000 235,000 35,000 13.0％
東京都 210,000 190,000 20,000 9.5％
神奈川県 245,000 195,000 50,000 20.4％
神奈川県 350,000 332,500 17,500 5.0％
神奈川県 120,390 110,390 10,000 8.3％
神奈川県 300,000 270,000 30,000 10.0％
東京都 206,000 170,000 36,000 17.5％
神奈川県 183,000 170,000 13,000 7.1％
神奈川県 230,000 200,000 30,000 13.0％
東京都 420,000 400,000 20,000 4.8％
東京都 230,000 190,000 40,000 17.4％
埼玉県 175,000 155,000 20,000 11.4％
東京都 167,000 157,000 10,000 6.0％
東京都 340,000 310,000 30,000 8.8％
神奈川県 210,000 190,000 20,000 9.5％
東京都 220,000 190,000 30,000 13.6％
東京都 152,000 135,000 17,000 11.2％
山ロ県 350,000 330,000 20,000 5.7％
東京都 155,000 135,000 20,000 12.9％
岩手県 190,000 185,000 5,000 2.6％
岩手県 125,000 120,000 5,000 4.0％
東京都 190,000 165,000 25,000 13.2％
静岡県 200,000 150,000 50,000 25.0％
岩手県 123,810 114,286 9,524 7.7％
岩手県 200,000 180,000 20,000 10.0％
東京都 178,000 163,000 15,000 8.4％
埼玉県 87,000 77,000 10,000 11.5％
宮城県 100,000 70,000 30,000 30.0％
沖縄県 115,000 110,000 5,000 4.3％
東京都 150,000 140,000 10,000 6.7％
東京都 501,785 435,585 66,200 13.2％
東京都 262,500 242,500 20,000 7.6％
東京都 170,000 155,000 15,000 8.8％
東京都 250,000 225,000 25,000 10.0％
静岡県 350,000 320,000 30,000 8.6％
東京都 300,000 270,000 30,000 10.0％
静岡県 285,000 250,000 35,000 12.3％
埼玉県 205,000 170,000 35,000 17.1％
大阪府 400,000 380,000 20,000 5.0％
愛知県 514,470 452,110 62,360 12.1％
愛知県 375,000 335,000 40,000 10.7％
東京都 333,334 285,715 47,319 14.3％
東京都 314,286 285,715 28,571 9.1％
愛知県 355,000 320,000 35,000 9.9％
愛知県 420,000 378,000 42,000 10.0％
東京都 210,000 200,000 10,000 4.8％
東京都 300,000 260,000 40,000 13.3％
東京都 170,000 160,000 10,000 5.9％
東京都 195,000 165,000 30,000 15.4％
東京都 200,000 170,000 30,000 15.0％
東京都 200,000 170,000 30,000 15.0％
東京都 497,575 420,935 76,640 15.4％
愛知県 142,858 114286 28,572 20.0％
岐阜県 323,810 304,762 19,048 5.9％
東京都 320,000 294,000 26,000 8.1％
東京都 340,000 300,000 40,000 11.8％
千葉県 200,000 180,000 20,000 10.0％
東京都 230,000 190,000 40,000 17.4％
愛知県 380,000 340,000 40,000 10.5％
東京都 220,000 180,000 40,000 18.2％
東京都 220,000 200,000 20,000 9.1％
東京都 300,000 280,000 20,000 6.7％
埼玉県 181,000 171,000 10,000 5.5％
東京都 334,200 290,000 44,200 13.2％
東京都 250,000 204,762 45,238 18.1％
東京都 300,000 270,000 30,000 10.0％
茨城県 290,000 276,150 13,850 4.8％
埼玉県 285,715 238,096 47,319 16.7％
東京都 258,000 240,000 18,000 7.0％
東京都 561,311 489,461 71,850 12.8％

株式会社ファーストスター
東京都新宿区西新宿１―５―11 新宿三葉ビル５Ｆ
電話03―4570―8670／ＦＡＸ03―6862―9048
Email:info@1st-star.jp

店舗賃料減額で治療院経営を安定化

医院・治療院に特化した賃料改定コンサルティング
株式会社ファーストスター
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ＮＰＯ法人日本手技療法協会入会のご案内
【会員特典】

① 手技療法家のビジネス情報誌「ひーりんぐマガジン」（年４回発行）が無料配布されます。
② 会員カードが配布されます。
③ 本協会が認める優秀な会員、積極的に協力した会員に対する表彰制度があります。
④ 本協会主催のセミナー・研修・講演会などに優先的に参加ができます。
⑤ 本協会主催のセミナー・研修費用に割引価格で参加ができます。
⑥ 在庫切れの「ひーりんぐマガジン」のバックナンバーを実費（コピー代）で入手できます。
⑦ 本協会から各種情報を希望により提供いたします。
⑧ 本協会と提携企業の商品を購入する場合、割引価格で購入ができます。
⑨ 名刺に「ＮＰＯ法人日本手技療法協会会員」と記載することができます。
⑩ 院内掲示用の会員証を購入することができます。

　入会金無し　年会費　5,000 円
※入会希望の方は同封の払込取扱票にご記入の上、ゆうちょ銀行からお支払いください。（払込手数料は無料です）

　【ひーりんぐマガジンのご購入方法】
非会員の方で「ひーりんぐマガジン」の購入を希望する方は、ＮＰＯ法人日本手技療法協会のホームページまたは下記までお申し込み
ください。なお、在庫のない号は購入できません。在庫数に限りがありますので、ご希望に添えない場合があります。
バックナンバーは各号１冊 1,000 円（税込）＋送料・手数料 300 円（会員は送料・手数料は無料）です。

ＮＰＯ法人日本手技療法協会　Mail:info@e-shugi.jp

〒 101-8691 郵便事業（株）神田支店郵便私書箱 53 号
TEL　03-5296-9055　FAX　03-5296-9056

http://www.e-shugi.jp/
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現
在
は
「
感
性
の
時
代
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
登
場
に
よ
っ
て
計
算
の
速
さ
や
正

確
性
、
そ
し
て
膨
大
な
記
憶
量
な
ど
に
お
い
て
人

間
は
と
て
も
太
刀
打
ち
で
き
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ
て

現
代
で
は
、
「
察
す
る
」
こ
と
や
「
表
現
す
る
」
と

い
っ
た
こ
と
な
ど
の
感
性
の
部
分
や
人
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
高
い
こ
と
が
、
価
値
の
高
い

人
間
と
し
て
回
り
か
ら
評
価
さ
れ
る
こ
と
が
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。

　

治
療
家
と
し
て
成
功
す
る
カ
ギ
も
人
間
力
で

す
。
高
い
技
術
力
や
幅
広
い
知
識
を
持
っ
て
い
て

も
、
患
者
さ
ん
か
ら
信
頼
さ
れ
、
安
心
し
た
と
感
じ

て
も
ら
う
た
め
に
は
、
そ
の
先
生
の
人
間
力
の
高
さ

が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
一
口
に
人
間
力
と
い

っ
て
も
漠
然
と
し
て
い
て
つ
か
み
ど
こ
ろ
が
あ
り
ま

せ
ん
。

　

そ
こ
で
治
療
家
と
し
て
必
要
な
も
の
を
３
つ
挙

げ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

➊
他
人
を
認
め
る
力

　

ま
ず
一
つ
目
は
「
許
可
力
」
で
す
。
「
認
め
る

力
」
と
言
い
換
え
て
も
い
い
で
し
ょ
う
。
こ
れ
は
患

者
さ
ん
に
対
し
て
「
こ
の
治
療
院
に
い
て
い
い
ん
で

す
よ
」
と
い
う
許
可
を
言
語
、
非
言
語
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
通
し
て
伝
え
る
こ
と
で
す
。
患
者
さ

ん
が
来
院
さ
れ
た
と
き
に
笑
顔
で
迎
え
、
元
気
に

挨
拶
を
し
、
問
診
を
す
る
際
に
は
患
者
さ
ん
と
感

情
を
共
有
し
な
が
ら
、
必
要
事
項
を
聞
き
出
し
ま

す
。
ま
た
、
患
者
さ
ん
か
ら
質
問
等
を
受
け
た
と
き

に
相
手
の
目
線
に
立
っ
て
分
か
り
や
す
く
説
明
を

す
る
こ
と
な
ど
も
許
可
を
与
え
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
と
こ
ろ
が
症
状
な
ど
を
説
明
す
る
場
合
に
、
カ

ル
テ
や
問
診
表
ば
か
り
に
目
が
行
っ
て
し
ま
い
、
相

手
と
の
共
感
が
無
か
っ
た
と
き
に
は
、
た
と
え
ど
ん

な
に
詳
し
い
説
明
を
行
っ
た
と
し
て
も
、
患
者
さ
ん

は
し
っ
く
り
来
な
い
で
し
ょ
う
。
こ
れ
は
ス
タ
ッ
フ

と
の
関
係
に
お
い
て
も
同
じ
こ
と
が
言
え
ま
す
。
新

人
は
新
人
な
り
に
、
ベ
テ
ラ
ン
は
ベ
テ
ラ
ン
な
り
に

ま
ず
認
め
、
こ
の
治
療
院
に
い
て
い
い
、
あ
る
い
は

必
要
で
あ
る
と
い
う
担
保
を
与
え
て
か
ら
出
来
て

い
な
い
と
こ
ろ
を
叱
る
、
注
意
す
る
と
い
っ
た
形
で

そ
の
人
の
成
長
を
促
し
て
く
だ
さ
い
。

　

➋
院
長
と
し
て
の
守
る
力

　

二
つ
目
は
「
守
る
力
」
で
す
。
院
長
先
生
は
誰
よ

り
も
早
く
治
療
院
に
出
勤
し
、
床
や
ト
イ
レ
、
ベ
ッ

ド
な
ど
の
掃
除
を
始
め
る
人
が
多
い
で
し
ょ
う
。

そ
の
よ
う
に
院
内
の
清
潔
さ
や
衛
生
面
は
も
ち
ろ

ん
、
院
内
の
空
調
な
ど
に
気
を
配
る
と
い
う
の
は
、

そ
の
治
療
院
は
も
ち
ろ
ん
、
患
者
さ
ん
や
ス
タ
ッ
フ

も
守
る
こ
と
に
繋
が
り
ま
す
。
患
者
さ
ん
の
中
に
は

そ
こ
の
治
療
院
と
の
関
係
に
慣
れ
て
く
る
と
、
大
声

で
話
す
、
他
人
の
悪
口
を
言
い
始
め
る
な
ど
周
り
に

対
し
て
全
く
気
に
か
け
な
い
人
が
出
て
き
た
り
、
中

に
は
治
療
院
の
受
付
内
に
入
り
込
ん
で
く
る
人
す

ら
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
場
合
、
「
ダ
メ
な
も
の
は

ダ
メ
」
と
い
え
る
力
が
院
長
先
生
に
求
め
ら
れ
ま

す
。
院
長
先
生
は
他
の
患
者
さ
ん
や
治
療
院
を
守

ら
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
こ
こ
で
の
ポ
イ
ン
ト
は

こ
の
人
に
は
言
う
が
、
あ
の
人
に
は
言
わ
な
い
な
ど

対
応
に
差
が
あ
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
必
ず
平
等
を

心
が
け
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
治
療
院
で
の
待
ち
時

間
や
治
療
期
間
を
明
確
に
伝
え
る
こ
と
も
守
る
力

で
す
。

　

➌
先
生
と
し
て
の
効
力

　

最
後
の
三
つ
目
は
「
効
力
」
で
す
。
皆
さ
ん
は
患

者
さ
ん
た
ち
か
ら
ど
ん
な
先
生
と
思
わ
れ
て
い
ま

す
か
？　

例
え
ば
「
情
熱
的
な
先
生
」
「
い
つ
も
ニ

コ
ニ
コ
し
て
い
る
先
生
」
な
ど
自
分
を
一
言
で
言
い

表
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。
「
○

○
な
先
生
」
と
い
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の

人
の
効
力
は
高
い
と
い
え
ま
す
。
自
分
の
中
の
強
み

を
知
り
、
そ
し
て
そ
れ
を
生
か
し
て
い
く
こ
と
が
自

分
の
効
力
を
高
め
る
こ
と
に
通
じ
ま
す
。
ま
た
、
治

療
院
と
し
て
の
効
力
も
意
識
し
て
く
だ
さ
い
。
「
親

切
な
治
療
院
」
「
頼
り
に
な
る
治
療
院
」
な
ど
、
治

療
院
と
し
て
の
効
力
を
高
め
て
い
く
こ
と
も
「
口
コ

ミ
」
を
広
げ
て
い
く
た
め
に
は
必
要
で
す
。
院
長
先

生
を
は
じ
め
と
し
て
ス
タ
ッ
フ
の
技
術
や
知
識
の

専
門
性
の
高
さ
も
効
力
に
な
り
ま
す
。
患
者
さ
ん

の
痛
み
や
症
状
に
対
し
、
病
院
と
は
違
っ
た
角
度
か

ら
説
明
を
加
え
る
と
か
、
医
師
が
説
明
を
省
い
て

し
ま
う
よ
う
な
こ
と
に
対
し
て
も
丁
寧
な
説
明
を

加
え
る
な
ど
、
患
者
さ
ん
の
「
治
す
」
と
い
う
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
掻
き
立
て
る
よ
う
な
対
応
が
で
き
て

い
れ
ば
効
力
が
高
い
と
い
え
ま
す
。
他
の
治
療
院
で

は
マ
ネ
で
き
な
い
高
い
技
術
や
患
者
さ
ん
の
身
体

に
最
小
限
の
負
担
で
行
え
る
施
術
な
ど
も
そ
れ
に

当
て
は
ま
り
ま
す
。
ス
タ
ッ
フ
に
と
っ
て
は
労
働
環

境
や
待
遇
の
良
さ
、
仕
事
が
勉
強
に
な
る
こ
と
な

ど
が
効
力
と
し
て
感
じ
ら
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

顧
客
が
求
め
る
三
つ
は
「
信
頼
」
「
安
心
」
そ
し

て
「
権
威
」
で
す
。
そ
の
三
つ
を
ど
の
よ
う
に
し
て

患
者
さ
ん
に
受
け
取
っ
て
も
ら
え
る
の
か
、
ど
う
や

っ
て
こ
ち
ら
が
用
意
で
き
る
の
か
を
絶
え
ず
念
頭

に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
た
め
に
は
許
可
し
、
守

り
、
効
力
を
発
揮
す
る
と
い
う
院
長
先
生
の
人
間

力
を
高
め
る
必
要
が
あ
る
の
で
す
。

戦
略
院
長
養
成
塾

第７回

木戸 明

め
ざ
せ
！ 

戦
略
院
長

成
功
へ
の
３
つ
の
力

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

木
戸　

明
（
き
ど
・
あ
き
ら
）

治
療
院
経
営
セ
ミ
ナ
ー
「
木
戸
塾
」
主
宰
。

（
有
）
ウ
ッ
ド
ア
代
表
・
鍼
灸
師
・
あ
ん
摩
マ

ッ
サ
ー
ジ
指
圧
師
・
柔
道
整
復
師
。
直
営
整

骨
院
、
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
13
店
舗
を

運
営
。
50
余
年
、
治
療
技
術
の
修
練
と
治
療

院
経
営
法
の
確
立
に
邁
進
。
治
療
院
経
営
を

分
析
、
ち
要
点
を
明
確
に
捉
え
た
戦
略
を
立

て
て
い
く
「
木
戸
塾
」
は
治
療
家
か
ら
好
評

を
得
て
い
る
。
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回
答　
こ
ん
に
ち
は
Ｐ
Ｃ
Ｃ
の
花
谷
博
幸
で
す
。

　

男
性
、
女
性
の
ど
っ
ち
を
先
に
ス
タ
ッ
フ

と
し
て
採
用
す
べ
き
か
は
、
院
の
ゴ
ー
ル
像
が
ど
の
よ

う
な
も
の
な
の
か
で
決
ま
り
ま
す
が
、
私
は
ロ
ー
リ
ス

ク
の
策
と
し
て
女
性
ス
タ
ッ
フ
の
採
用
を
先
に
す
る
こ

と
を
勧
め
て
い
ま
す
。
理
由
は
院
長
の
仕
事
が
増
え
て

く
る
と
雑
用
的
な
仕
事
が
増
え
る
か
ら
で
す
。
こ
の
よ

う
な
仕
事
は
治
療
家
を
目
指
す
男
性
に
や
ら
せ
て
も
う

質問
花谷先生は最初
の求人採用は女
性を勧めていま
す。その意味を
教えて下さい。
また、スーパー
スタッフとスタ
ッフの差は何な
のでしょうか？

勝ち組治療院の
ツボＰ

Ｃ
Ｃ
主
宰  

花
谷
博
幸

ま
く
い
か
な
い
ケ
ー
ス
が
多
く
、
秘
書
的
な
仕
事
は
女

性
の
方
が
う
ま
く
で
き
る
も
の
で
す
。

　

今
ま
で
私
も
多
く
の
人
を
採
用
し
て
き
ま
し
た
が
、

男
性
は
２
対
８
、
女
性
は
５
対
５
の
割
合
で
有
能
な
人

が
い
る
よ
う
で
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
も
女
性
の
方
が

採
用
に
関
す
る
失
敗
は
少
な
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。
ま

た
、
院
長
と
従
業
員
に
は
院
長
が
気
づ
か
な
い
大
き
な

隔
た
り
が
あ
り
ま
す
が
、
女
性
ス
タ
ッ
フ
が
数
年
勤
め

て
幹
部
に
な
っ
た
場
合
、
院
長
の
意
思
を
従
業
員
に
上

手
に
伝
え
ら
れ
ま
す
。
た
だ
、
治
療
院
に
お
け
る
女
性

ス
タ
ッ
フ
の
勤
続
期
間
は
１
年
あ
れ
ば
御
の
字
で
、
３

年
以
上
勤
め
た
ら
「
神
様
扱
い
」
で
す
。
こ
の
よ
う
に

女
性
ス
タ
ッ
フ
は
一
般
的
に
長
く
務
め
な
い
傾
向
が
あ

る
こ
と
を
知
っ
た
上
で
計
画
を
立
て
る
べ
き
で
す
。

　

個
人
治
療
院
の
よ
う
な
家
族
経
営
の
場
合
、
奥
様
が

最
初
の
女
性
ス
タ
ッ
フ
に
な
る
こ
と
も
多
い
の
で
す

が
、
奥
様
の
器
量
が
良
く
最
初
の
ス
ー
パ
ー
ス
タ
ッ
フ

に
な
る
と
治
療
院
は
早
く
発
展
し
ま
す
。
ス
ー
パ
ー
ス

タ
ッ
フ
と
は
５
年
後
に
「
あ
の
人
が
い
て
く
れ
た
か
ら
」

と
思
わ
れ
る
貢
献
者
的
ス
タ
ッ
フ
で
、
院
内
に
カ
ル
チ

ャ
ー
を
つ
く
っ
て
く
れ
た
人
を
指
し
ま
す
。
10
年
も
治

療
院
を
運
営
し
て
い
る
と
そ
ん
な
ス
タ
ッ
フ
は
数
名
出

て
く
る
も
の
で
す
。

　

ス
ー
パ
ー
ス
タ
ッ
フ
の
条
件
は
３
年
以
上
の
勤
務

で
、
幹
部
と
し
て
部
下
を
業
務
指
導
だ
け
で
は
な
く
社

会
人
教
育
も
し
て
く
れ
、
さ
ら
に
患
者
さ
ん
も
独
自
に

呼
び
入
れ
て
く
れ
る
こ
と
で
す
。
お
か
げ
で
売
上
も
労

せ
ず
ア
ッ
プ
で
き
ま
す
。
当
社
で
も
過
去
数
名
い
ま
し

た
が
、
共
通
し
て
い
る
の
は
同
性
の
後
輩
か
ら
慕
わ
れ

て
い
た
こ
と
で
す
。
こ
の
よ
う
な
ス
ー
パ
ー
ス
タ
ッ
フ

を
開
業
か
ら
早
い
う
ち
に
出
会
え
た
治
療
院
は
す
ぐ
に

起
業
期
か
ら
発
展
期
へ
と
移
行
で
き
ま
す
。
い
つ
ま
で

も
院
長
だ
け
が
指
導
係
を
や
っ
て
い
て
は
治
療
院
の
発

展
は
加
速
し
ま
せ
ん
。

　

で
は
、
そ
ん
な
ス
ー
パ
ー
ス
タ
ッ
フ
を
面
接
だ
け
で

見
極
め
ら
れ
る
か
と
言
え
ば
、
そ
れ
は
で
き
ま
せ

ん
。
面
接
時
に
即
決
す
る
よ
う
な
素
晴
ら
し
い

人
材
も
長
期
で
働
け
な
い
限
り
カ
ル
チ
ャ
ー

作
り
ま
で
た
ど
り
つ
け
な
い
か
ら
で
す
。
不
思

議
な
こ
と
に
ス
ー
パ
ー
ス
タ
ッ
フ
が
い
る
時
期

に
新
た
な
ス
ー
パ
ー
ス
タ
ッ
フ
は
入
っ
て
来
ま
せ

ん
し
、
卵
は
入
っ
て
き
て
い
て
も
孵
化
す
る
の
は
現
有

の
ス
ー
パ
ー
ス
タ
ッ
フ
が
辞
め
て
か
ら
な
の
で
す
。
多

く
の
治
療
院
を
見
て
い
る
と
そ
ん
な
傾
向
が
あ
る
よ
う

で
す
。
結
局
そ
の
人
が
兼
ね
備
え
た
素
材
と
意
識
が
重

要
で
す
。
私
自
身
も
素
材
だ
け
で
も
見
極
め
た
い
と
か

な
り
研
究
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　

面
接
時
に
ス
ー
パ
ー
ス
タ
ッ
フ
を
見
つ
け
る
た
め
の

参
考
に
な
る
質
問
を
列
挙
し
ま
す
。ま
ず
親
と
の
関
係
。

そ
の
求
職
者
が
両
親
と
ど
の
よ
う
な
関
係
を
築
い
て
い

る
の
か
？　

こ
れ
は
院
長
と
従
業
員
の
関
係
が
親
子
関

係
と
類
似
す
る
か
ら
で
す
。
特
に
院
長
と
同
性
の
親
と

の
関
係
が
か
な
り
こ
じ
れ
て
い
る
場
合
、
入
社
後
ト
ラ

ブ
ル
を
起
こ
し
や
す
い
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

　

次
に「
尻
を
触
り
た
い
か
？
」。
こ
れ
は
比
喩
で
す
が

家
族
よ
り
も
長
い
時
間
一
緒
に
い
る
ス
タ
ッ
フ
と
の
相

性
を
指
し
ま
す
。
治
療
家
な
ら
わ
か
る
と
思
い
ま
す
が

患
者
さ
ん
を
治
療
し
て
い
て
「
絶
対
こ
の
人
と
合
う
」

と
い
う
人
は
い
ま
せ
ん
か
？　

こ
の
よ
う
な
方
は
皮
膚

感
覚
で
な
じ
む
人
な
の
で
す
。
と
く
に
男
女
の
関
係
は

こ
の
な
じ
む
部
分
が
な
け
れ
ば
付
き
合
う
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

あ
と
面
接
場
に
入
口
か
ら
入
っ
て
き
た
瞬
間
の
印
象

は
ど
う
か
。
面
接
時
、
求
職
者
は
か
な
り
緊
張
し
て
い

ま
す
。
そ
の
状
態
で
綺
麗
な
笑
顔
を
作
れ
た
り
、
訴
求

力
が
あ
る
の
は
治
療
院
の
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
大
き
な
才

能
だ
と
私
は
思
っ
て
い
ま
す
。
実
際
、
今
ま
で
も
入
っ

た
瞬
間
や
面
接
の
時
点
で
即
決
採
用
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
が
、
そ
の
人
が
長
く
勤
め
て
く
れ
れ
ば
ス
ー
パ
ー

ス
タ
ッ
フ
候
補
生
に
な
り
ま
す
。

　

女
性
の
勤
務
は
働
く
た
め
の
家
庭
環
境
や
ご
主
人
の

理
解
な
く
し
て
は
で
き
ま
せ

ん
。
女
性
の
最
大
の
欲
求
は

「
安
心
し
て
巣
作
り
で
き
る

こ
と
」で
す
。家
庭
や
職
場
内

で
ス
ト
レ
ス
が
あ
る
と
必
ず

早
期
で
辞
職
し
て
し
ま
い
ま

す
。
治
療
院
と
し
て
も
妥
協

し
た
採
用
ば
か
り
繰
り
返
す

と
既
存
ス
タ
ッ
フ
、
院
全
体

の
士
気
が
下
が
り
ま
す
。
採

用
面
接
の
際
は
頭
数
を
埋
め

る
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
ぜ

ひ
将
来
の
ス
ー
パ
ー
ス
タ
ッ

フ
を
発
掘
す
る
つ
も
り
で
取

り
組
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

花谷博幸（はなたに・ひろゆき）ＰＣＣ主宰
柔整師募集中（新卒も可）
交通事故患者が倍増するオリジナル
パンフレット絶賛発売中！
注文はサイトから　http://e-pcc.jp

ス
ー
パ
ー
ス
タ
ッ
フ

を
得
て
上
昇
気
流

に
乗
れ

勝ち組
へのツボ

vol.34
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整
体
の
技
術
を
持
っ
た

　
柔
整
師
し
か
で
き
な
い
施
術
を

ヴ
ィ
ッ
シ
ュ
整
骨
院
溝
の
口
院
長
　
本
間
裕
徳
氏

　

フ
ィ
ッ
ト
バ
ラ
ン
ス
療
術
学
院
を
傘
下
に
持

つ
フ
ィ
ッ
ト
バ
ラ
ン
ス
グ
ル
ー
プ
の
店
舗
で
あ

る
ヴ
ィ
ッ
シ
ュ
溝
の
口
店

の
隣
に
開
業
し
た
の
が
「
ヴ

ィ
ッ
シ
ュ
整
骨
院
溝
の
口
」

だ
。
今
ま
で
フ
ィ
ッ
ト
バ
ラ

ン
ス
グ
ル
ー
プ
の
店
舗
は

す
べ
て
整
体
院
だ
っ
た
。
整

体
院
第
１
号
店
の
溝
の
口

店
は
平
成
12
年
７
月
に
開

業
以
来
今
年
で
12
年
目
を

迎
え
地
域
の
人
た
ち
か
ら

愛
さ
れ
続
け
て
い
る
が
、
こ

の
ヴ
ィ
ッ
シ
ュ
整
骨
院
の

加
入
に
よ
り
さ
ら
に
患
者

の
需
要
に
応
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
注
目
さ
れ

て
い
る
。

　

ヴ
ィ
ッ
シ
ュ
整
骨
院
院
長
の
本
間
裕
徳
氏

は
、
大
学
卒
業
後
、
柔
道
整
復
の
専
門
学
校
に

入
学
し
、
国
家
試
験
に
合
格
し
た
の
が
約
13
年

前
だ
っ
た
。
大
学
入
学
前
は
柔
整
師
に
な
ろ
う

と
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
が
、
大
学
で
の
空
手

部
時
代
に
け
が
に
泣
か
さ
れ
接
骨
院
に
お
世
話

に
な
る
に
つ
れ
て
柔
整
師
と
い
う
職
業
に
惹
か

れ
て
い
っ
た
と
い
う
。

　
学
院
で
は
治
療
と
は
何
か
を
学
ん
だ

　

現
在
38
歳
の
本
間
氏
は
、
学
生
時
代
の
経
験

か
ら
「
骨
折
や
脱
臼
を
治
し
た
い
」
と
〝
接
骨

院
一
筋
〟
だ
っ
た
。
そ
う
思
っ
て
専
門
学
校
時

代
か
ら
接
骨
院
で
助
手
の
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
、

資
格
取
得
後
、
接
骨
院
で
８
年
、
整
形
外
科
病

院
に
５
年
ほ
ど
勤
務
し
た
。

　

そ
し
て
、
そ
ろ
そ
ろ
開
業
を
考
え
る
よ
う
に

な
っ
て
か
ら
「
ケ
ガ
だ
け
で
は
な
く
、
病
気
も

治
し
た
い
」
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
。
自
分
の

技
術
の
幅
を
さ
ら
に
広
げ
た
い
と
考
え
、
整
体

技
術
を
フ
ィ
ッ
ト
バ
ラ
ン
ス
療
術
学
院
で
学
ん

だ
。
技
術
の
幅
を
広
げ
る
こ
と
は
経
営
上
有
利

な
展
開
も
で
き
る
と
い
う
思
惑
も
あ
っ
た
。

　
「
当
時
、
柔
整
師
で
も
カ
イ
ロ
や
整
体
、
経
絡

的
な
も
の
な
ど
色
々
な
技
に
取
り
組
ん
で
い
る

人
が
私
の
周
り
に
多
く
い
ま
し
た
。
そ
の
と
き

に
た
ま
た
ま
吉
田
先
生
の
本
を
読
ん
で
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
学
校
を
見
て
、
あ
あ
こ
れ
は
面
白

い
な
と
思
い
、
門
を
叩
き
ま
し
た
」

　

療
術
学
院
に
は
約
１
年
間
通
っ
た
が
、
そ
こ

に
は
本
間
氏
の
よ
う
な
柔
整
師
か
ら
、「
サ
ラ
リ

ー
マ
ン
→
整
体
師
」
の
転
職
組
ま
で
さ
ま
ざ
ま

な
人
が
学
ん
で
い
た
。
本
間
氏
は
当
初
「
解
剖

も
何
も
分
か
ら
な
い
人
と
一
緒
に
学
ぶ
の
か
」

と
疑
問
を
感
じ
た
と
い
う
。
程
な
く
そ
れ
が
大

き
な
誤
り
だ
っ
た
こ
と
に
気
づ
い
た
。「
他
業
種

か
ら
の
人
の
方
が
器
用
だ
っ
た
り
、
治
療
を
わ

れ
わ
れ
柔
整
と
は
違
っ
た
別
の
目
線
か
ら
考
え

る
機
会
に
も
な
り
ま
し
た
。
い
か
に
自
分
が
凝

り
固
ま
っ
た
考
え
方
に
捉
わ
れ
て
い
た
か
気
づ

き
ま
し
た
」。

　

学
院
で
は
、
他
に
は
学
べ
な
い
よ
う
な
「
タ

ッ
チ
ン
グ
」
と
い
う
整
体
法
が
あ
り
、
本
間
氏

は
そ
れ
を
使
っ
た
筋
膜
調
整
を
得
意
と
し
て
い

る
。

技
術
の
幅
が
広
が
る
た
め
集
客
に
も
効
果
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院
の
総
合
力
で
勝
負
す
る

　

今
年
２
月
20
日
、
念
願
だ
っ
た
接
骨
院
開
業

を
果
た
し
た
。

　

溝
の
口
は
駅
周
辺
が
整
備
さ
れ
て
以
来
、
新

し
い
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
も
増
え
人
気
エ
リ
ア
と

な
り
人
口
も
増
え
て
い
る
が
、
接
骨
院
や
整
体

院
も
増
え
て
い
る
激
戦
区
。
そ
の
中
で
勝
ち
残

っ
て
い
く
の
は
容
易
で
は
な
い
は
ず
だ
。「
整
体

の
技
術
を
持
っ
た
柔
整
師
し
か
で
き
な
い
施
術

を
し
た
い
」と
言
う
。「
膝
や
腰
と
い
う
部
分
治

療
で
は
な
く
全
身
治
療
と
い
う
こ
と
に
こ
だ
わ

っ
て
い
ま
す
。
腰
が
悪
い
ん
だ
け
ど
原
因
は
膝

や
首
に
あ
っ
た
り
し
ま
す
。
そ
う
い
う
判
断
も

し
っ
か
り
と
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。
そ
う
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
関
節
や
腰
、
膝
の
治
療
に
も

な
り
ト
ー
タ
ル
な
ケ
ア
が
で
き
る
わ
け
な
ん
で

す
」。

　
「
内
科
的
な
疾
患
も
分
か
る
よ
う
に
な
っ
た

上
で
、
筋
骨
格
系
の
施
術
が
で
き
る
よ
う
に
な

ら
な
い
と
集
客
も
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
が
よ

く
分
か
り
ま
し
た
」
と
激
戦
区
で
の
集
客
方
法

に
つ
い
て
語
る
。
チ
ラ
シ
な
ど
で
注
目
さ
れ
る

言
葉
は
、
以
前
の
「
肩
こ
り
」「
腰
痛
」
と
い

っ
た
も
の
か
ら
、
今
は
「
血
圧
」
と
か
「
血
糖

値
」
な
ど
の
方
が
反
応
が
よ
い
と
言
う
。
そ
う

い
う
面
も
絡
め
な
が
ら
患
者
さ
ん
と
接
し
て
集

客
で
き
た
ら
と
思
っ
て
い
る
と
語
る
。

成功への道

〝
痛
み
〟を
科
学
し
独
自
療
法
を
極
め
る

東
海
鍼
灸
整
骨
院
院
長
　
齊
藤
徳
翁
氏

「
痛
み
を
ゼ
ロ
に
す
る
方
法
」が
自
費
の
強
み

　
「
う
ち
は
違
う
ん
だ
よ
っ
て
い
う
こ
と
を
提

示
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
っ
て
こ
と
は
い
つ
も

考
え
て
い
ま
す
。
た
だ
、
忘
れ
て
は
い
け
な
い

こ
と
は
、
患
者
さ
ん
一
人
ひ
と
り
を
大
事
に
し

て
い
く
と
い
う
こ
と
で
す
。
流
れ
作
業
的
な
接

骨
院
で
は
な
く
て
、
さ
り
げ
な
い
お
出
迎
え
や

お
見
送
り
を
す
る
な
ど
院
の
総
合
力
で
勝
負
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

　
「
慢
性
的
な
痛
み
に
は
、患
部
を
揉
ん
だ
り
電

気
を
か
け
た
り
し
て
も
な
か
な
か
治
ら
な
い
。

隣
の
整
体
院
・
ヴ
ィ
ッ
シ
ュ
溝
の
口
店
は
整
体

院
と
し
て
13
年
間
ず
っ
と
や
っ
て
き
て
お
り
、

根
強
い
フ
ァ
ン
が
い
て
、
遠
く
か
ら
電
車
に
乗

っ
て
来
る
人
も
い
ま
す
。
１
日
１
０
０
人
く
ら

い
の
来
院
者
が
あ
り
、
そ
う
し
た
技
術
の
ノ
ウ

ハ
ウ
も
あ
る
の
で
、
連
携
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
持

ち
味
を
生
か
し
て
補
完
し
あ
う
よ
う
な
関
係
を

目
指
し
て
い
ま
す
」。

　

現
在
の
整
骨
院
は
約
10
坪
の
ス
ペ
ー
ス
に
ベ

ッ
ド
が
４
つ
設
置
し
て
い
る
。
今
後
、
患
者
が

増
え
て
手
狭
に
な
っ
た
ら
さ
ら
に
店
舗
を
増
や

し
て
い
き
た
い
と
抱
負
を
語
っ
て
く
れ
た
。

　

静
岡
県
沼
津
市
で
整
骨
院
を
経
営
す
る
齊
藤

徳
翁
氏
は
、
腰
痛
、
肩
こ
り
な
ど
慢
性
的
な
症

状
の
治
療
部
門
と
し
て
ス
ー
パ
ー
メ
デ
ィ
カ
ル

セ
ン
タ
ー
を
併
設
し
、
痛
み
治
療
の
エ
キ
ス
パ

ー
ト
と
し
て
そ
の
名
を
馳
せ
て
い
る
。
大
東
医

学
技
術
専
門
学
校
卒
業
後
、
開
業
し
て
か
ら
今

年
で
22
年
に
な
る
。
現
在
の
整
骨
院
は
平
成
２

（
１
９
９
０
）
年
に
開
業
し
て
い
る
。

　

独
自
開
発
の
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
駆

使
し
て
ス
ポ
ー
ツ
障
害
、
首
・
肩
・
肘
の
痛
み
、

腰
部
の
痛
み
、
坐
骨
神
経
痛
、

膝
・
足
の
痛
み
の
異
常
な
ど
に

対
応
し
て
い
る
齊
藤
氏
。

　

１
日
の
来
院
者
は
50
人
ほ
ど

で
、３
人
の
柔
整
師
と
助
手
、事

務
ス
タ
ッ
フ
と
で
対
応
す
る
。

と
く
に
、
齊
藤
氏
は
「
若
い
人

材
を
育
て
た
い
」
と
学
生
と
助

手
の
計
８
名
で
院
を
運
営
し
て

い
る
。
整
骨
院
と
ス
ー
パ
ー
メ
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デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
の
売
り
上
げ
割
合
は
自
費

８
に
対
し
保
険
２
だ
と
い
う
。

　

痛
み
の
根
源
を
〝
見
え
る
化
〟
す
る

　

長
年
、
痛
み
に
つ
い
て
研
究
し
て
き
た
齊
藤

氏
は
、
自
身
の
打
撲
体
験
か
ら
痛
み
発
生
源
を

突
き
止
め
〝
打
撲
の
原
理
〟
を
見
い
だ
し
た
。

そ
れ
は
痛
み
の
根
源
を
明
確
に
「
見
え
る
化
」

す
る
も
の
で
あ
る
。打
撲
は
ボ
ー
ル
で
は
丸
く
、

竹
刀
な
ら
長
細
い
痛
み
の
発
生
源
が
あ
り
、
押

し
て
痛
い
と
こ
ろ
と
痛
く
な
い
境
界
線
が
存
在

す
る
。
そ
れ
を
６
方
向
か
ら
押
圧
し
痛
み
が
出

た
と
こ
ろ
に
マ
ー
キ
ン
グ
し
て
、
線
で
結
ぶ
こ

と
で
痛
み
根
源
を
「
見
え
る
化
」
す
る
。
こ
れ

に
よ
り
慢
性
痛
に
も
打
撲
と
同
様
に
地
図
状
の

境
界
型
閉
領
域
が
あ
る
こ
と
を
発
見
し
た
と
い

う
。
打
撲
は
物
理
的
刺
激
に
よ
っ
て
痛
み
領
域

が
で
き
あ
が
る
が
、
慢
性
痛
は
身
体
の
異
常
に

よ
っ
て
自
然
現
象
的
に
そ
の
領
域
が
作
ら
れ

る
。
慢
性
痛
は
末
梢
神
経
に
沿
っ
て
間
接
的
に

痛
み
が
出
て
い
る
こ
と
に
着
目
し
、「
痛
み
走
行

マ
ト
リ
ッ
ク
ス
人
体
図
」
を
確
立
し
た
他
、
慢

性
レ
ベ
ル
を
１
～
10
段
階
に
分
け
る
と
い
う
日

本
で
は
初
の
理
論
を
今
年
２
月
の
日
本
慢
性
疼

痛
学
会
で
発
表
し
て
い
る
。

　

病
気
の
根
源
は
自
律
神
経
に
あ
る

　
「
自
律
神
経
は
交
感
神
経
（
日
中
有
意
に
働

く
神
経
）
と
副
交
感
神
経
（
睡
眠
時
有
意

に
働
く
神
経
）
が
あ
る
。
眠
れ
な
い
、
体

が
休
ま
ら
な
い
、
ス
ト
レ
ス
が
高
い
な
ど

交
感
神
経
が
異
常
に
高
い
ま
ま
で
い
る

と
、
体
が
壊
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
れ
だ

け
で
は
な
く
自
律
神
経
に
関
す
る
研
究

は
未
開
発
な
部
分
が
多
く
存
在
し
て
い

ま
す
」。
こ
れ
ら
の
概
念
を
も
と
に
電
気

通
信
大
学
と
の
産
学
共
同
研
究
を
５
年

前
か
ら
開
始
し
て
い
る
。
西
洋
医
学
の
自

律
神
経
測
定
と
東
洋
医
学
の
生
体
電
位

測
定
を
同
時
に
で
き
る
機
器
で
、
完
成
す

れ
ば
日
本
初
の
自
律
神
経
の
バ
ラ
ン
ス

情
報
だ
け
で
は
な
く
、
細
部
に
渡
る
部
分

的
異
常
個
所
を
発
見
で
き
る
と
言
う
。
ま

た
、
働
き
が
悪
く
弱
く
な
っ
た
副
交
感
神

経
を
強
制
的
に
高
め
る
こ
と
が
で
き
る

「
生
体
電
位
変
換
機
器
」の
開
発
も
手
掛
け
て
い

る
。
こ
の
器
具
は
手
首
・
足
首
に
装
着
す
る
と

自
律
神
経
系
か
ら
き
て
い
る
痛
み
や
し
び
れ
を

開
放
さ
せ
る
。

　

ス
ー
パ
ー
神
経
最
適
化
療
法 （
Ｓ
Ｓ
Ｒ
）

 　

齊
藤
氏
は
病
気
の
根
源
と
し
て
考
え
ら
れ
る

自
律
神
経
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
を
安
定
に
導
く
た

め
の
「
ス
ー
パ
ー
電
流
最
適
化
療
法
（
Ｄ
Ｓ

Ｒ
）」
と
慢
性
痛
で
も
「
痛
み
ゼ
ロ
」
を
実
現

す
る
「
ス
ー
パ
ー
神
経
最
適
化
療
法
®
（
Ｓ
Ｓ

Ｒ
）」に
よ
っ
て
再
発
の
し
な
い
慢
性
痛
撲
滅
を

目
指
し
て
い
る
。

　

機
能
が
変
化
し
、弱
く
な
っ
た
神
経（
圧
痛
領

域
）
を
触
診
し
〝
見
え
る
化
〟
す
る
。
慢
性
痛
の

場
合
、
痛
み
の
根
源
は
直
接
性
２
割
、
間
接
性

は
８
割
に
な
る
と
言
う
。
直
接
性
と
は
打
撲
の

よ
う
な
直
接
部
位
に
根
源
が
あ
る
こ
と
、
間
接

性
と
は
痛
み
部
位
以
外
に
根
源
が
存
在
し
、
神

経
の
弱
さ
が
圧
痛
領
域
を
成
し
て
存
在
す
る
も

の
。
診
断
法
の
第
１
テ
ス
ト
は
痛
み
を
誘
発
す

る
動
作
を
つ
く
り
出
し
、
そ
の
関
節
角
度
の
①

痛
み
を
「
数
値
化
」
す
る　

②
触
診
に
よ
っ
て

痛
み
発
生
源
を
「
見
え
る
化
」
す
る　

③
開
発

し
た
貼
付
剤
「
ス
ー
パ
ー
改
善
シ
ー
ト
浅
い
用

と
ア
ス
リ
ー
ト
エ
イ
ド
深
い
用
」
を
使
用
す
る

　

④
貼
付
後
す
ぐ
に
同
角
度
で
痛
み
の
有
無
を

確
認
す
る（
主
観
的
数
値
化
）。
同
角
度
で
痛
み

を
数
値
化
し
、
痛
み
が
無
い
場
合
は
第
２
テ
ス

ト
を
行
う　

⑤
関
節
を
よ
り
深
く
（
鋭
角
）
に

し
て
い
く
段
階
で
痛
み
を
誘
発
さ
せ
同
処
置
を

行
い
、「
痛
み
ゼ
ロ
」
を
完
了
す
る
。
神
経
を
強

制
的
に
回
復
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
だ
と

齊
藤
氏
は
語
る
。
ま
た
、
独
自
に
開
発
し
た
貼

付
剤
「
ア
ス
リ
ー
ト
エ
イ
ド
」
は
特
許
を
取
得

し
て
い
る
。
テ
ー
プ
に
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
型
の
竹
炭

を
練
り
込
ん
だ
樹
脂
（
１
辺
が
７
㍉
、
高
さ
が

３
㍉
）
に
よ
る
皮
膚
貼
付
除
痛
用
具
で
、
押
圧

に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
た
圧
痛
領
域
に
対
し
、
痛

み
を
と
じ
こ
め
る
よ
う
に
凸
を
隣
接
し
て
貼
る

の
が
特
徴
で
効
果
を
発
揮
す
る
と
の
こ
と
だ
。

　

治
せ
る
技
術
が
〝
自
費
〟
に
つ
な
が
る

　

齊
藤
氏
は
、「
国
家
予
算
に
占
め
る
医
療
費
の

割
合
は
年
々
上
が
り
、
自
費
診
療
は
こ
れ
か
ら

の
活
躍
分
野
に
な
る
」
ま
た
「
痛
み
に
対
す
る

さ
ま
ざ
ま
な
治
療
法
が
存
在
し
、
あ
る
程
度
ま

で
治
す
こ
と
は
で
き
る
が
、
慢
性
レ
ベ
ル
が
高

く
な
る
と
太
刀
打
ち
で
き
な
い
。
開
発
し
た
２

つ
の
療
法
は
痛
み
を
ゼ
ロ
に
す
る
だ
け
で
は
な

く
、
再
発
が
起
き
な
い
身
体
作
り
に
主
眼
を
置

い
て
い
る
」
と
も
言
う
。

　
〝
痛
み
を
ゼ
ロ
に
す
る
方
法
〟を
日
常
の
施
術

の
中
に
生
か
す
ス
ー
パ
ー
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ

ー
の
実
費
施
術
料
金
の
一
例
を
挙
げ
る
と
、
測

定
＋
Ｄ
Ｓ
Ｒ
＋
Ｓ
Ｓ
Ｒ
〝
齊
藤
院
長
に
よ
る
施

　

こ
の
特
集
で
は「
成
功
し
た
」「
成
功
す
る
た
め
に
奮
闘
中
」さ
ら
に
は「
こ
ん
な
こ
と
を
し
て
失
敗
し
た
」な
ど
の
先
生
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
て
そ
の
手
法
や
経
緯
、人
物
像
な
り
を
明
ら
か
に
す
る
と
い
う
企

画
で
す
。「
こ
ん
な
こ
と
な
ら
ウ
チ
の
ほ
う
が
す
ご
い
」「
あ
ん
な
す
ご
い
人
を
知
っ
て
い
る
」愛
読
者
様
ご
自
身
ま
た
は
知
人
の
先
生
を
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。ひ
ー
り
ん
ぐ
マ
ガ
ジ
ン
編
集
部（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
３
︲

５
２
９
６
︲
９
０
６
１　

  

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
︲
５
２
９
６
︲
９
０
５
６
）
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成功への道

術
〟
が
１
５
０
０
０
円
、〝
第
１
ス
タ
ッ
フ
に
よ

る
施
術
〟
が
８
０
０
０
円
（
初
回
施
術
）、
Ｄ

Ｓ
Ｒ
の
み
（
２
回
目
以
降
）
１
回
５
２
５
０
円
。

他
に
再
発
し
な
い
よ
う
な
身
体
作
り
を
要
望
す

る
人
は
年
間
Ｄ
Ｓ
Ｒ
治
療
１
カ
月
５
０
０
０
円

で
何
度
で
も
治
療
で
き
る
コ
ー
ス
が
あ
る
。
痛

み
を
取
る
貼
付
剤
ア
ス
リ
ー
ト
エ
イ
ド
は
１
個

２
１
０
円
～
、
Ｓ
Ｐ
改
善
シ
ー
ト
は
１
枚
１
０

５
０
円
～
と
な
っ
て
い
る
。
痛
み
範
囲
が
「
見

え
る
化
」
で
き
る
た
め
、「
痛
み
ゼ
ロ
」
に
な
る

ま
で
の
見
積
も
り
が
で
き
る
と
言
う
。

　

慢
性
痛
は
生
活
習
慣
や
性
格
か
ら
影
響
す
る

　

不
規
則
な
生
活
や
長
時
間
労
働
、
ス
ト
レ
ス

を
抱
え
る
現
代
社
会
だ
け
に
、
う
つ
病
や
パ
ニ

ッ
ク
障
害
な
ど
に
悩
む
方
も
多
い
。
レ
ベ
ル
が

高
い
慢
性
痛
を
治
し
て
い
く
に
は
患
者
さ
ん
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
密
に
取
り
な
が
ら

一
人
ひ
と
り
に
合
っ
た
ア
ド
バ
イ
ス
を
心
掛
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
「
Ｓ
Ｓ
Ｒ
処
置
で
同
部
位
に
痛
み
が
繰
り
返

す
場
合
は
、
生
活
習
慣
や
癖
、
性
格
な
ど
を
把

握
し
、
適
切
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
す
る
こ
と
が
と

て
も
重
要
で
す
」
と
齊
藤
氏
は
言
い
、
例
を
挙

げ
な
が
ら
説
明
す
る
。

　
「
四
十
代
の
主
婦
が
来
院
、
ぼ
や
っ
と
し
た

感
じ
と
首
や
肩
、
腰
も
慢
性
的
に
痛
い
と

い
う
の
で
、
二
つ
の
療
法
で
３
回
ほ
ど
の

施
術
で
当
初
の
６
割
は
楽
に
な
っ
た
が
、

そ
の
後
、
５
回
来
院
し
て
も
４
割
程
度
の

痛
み
が
続
い
た
。
こ
の
療
法
は
段
階
的
に

症
状
が
な
く
な
る
た
め
、
原
因
が
生
活
環

境
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
問
診
し
た
。

眠
れ
て
い
る
か
、
目
を
酷
使
し
て
な
い

か
。
心
配
事
は
な
い
か
、
ス
ト
レ
ス
は
な

い
か
、
色
々
と
患
者
に
聞
い
て
い
っ
た
と

こ
ろ
、
夜
眠
れ
な
い
か
ら
遅
く
ま
で
起
き

て
『
テ
レ
ビ
を
１
日
合
計
す
る
と
６
時
間

見
て
い
る
』
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
目
を

酷
使
す
る
こ
と
が
脳
へ
の
過
剰
な
負
担

と
な
っ
て
脳
自
体
が
弱
く
な
り
、
自
律
神

経
が
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
管
理
で
き
な
い

状
態
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
た
め
に
治
り

に
く
く
な
っ
て
い
る
。
テ
レ
ビ
を
１
日
で

い
い
か
ら
見
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
を

提
案
し
、
効
果
が
出
た
な
ら
、
続
け
て
３

日
間
、
１
週
間
と
段
階
的
に
見
な
い
よ
う
に
し

て
も
ら
っ
た
結
果
、
１
週
間
で
そ
の
症
状
は
消

え
完
治
し
た
。
こ
れ
は
ほ
ん
の
一
例
に
過
ぎ
な

い
」
と
語
る
。

　

齊
藤
氏
は
、
現
在
自
身
が
極
め
た
「
痛
み
を

ゼ
ロ
に
す
る
方
法
」
の
周
知
を
は
か
り
、
必
要

と
し
て
い
る
人
た
ち
の
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
な
ど

を
各
地
で
開
催
し
て
い
る
。

　

夢
は
、「
こ
の
治
療
法
を
必
要
と
し
て
い
る
痛

み
で
苦
し
む
日
本
、
世
界
の
人
々
の
福
音
と
な

る
こ
と
を
祈
り
、
一
生
涯
の
使
命
と
し
た
い
」

と
話
し
て
い
る
。

無
料
講
演
会
や
治
療
体
験
会
を
開
催
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昨
年
６
月
に
予
定
さ
れ
て
い
た
柔
道
整
復

（
柔
整
）、あ
ん
摩
マ
ッ
サ
ー
ジ
指
圧（
あ
マ
指
）、

は
り
・
き
ゅ
う
の
施
術
の
療
養
費
の
改
定
は
延

期
さ
れ
た
ま
ま
年
を
越
し
ま
し
た
。
こ
の
間
に

社
会
保
障
審
議
会
医
療
保
険
部
会
が
開
か
れ
、

２
回
目
の
部
会
で
は
同
部
会
に
「
柔
道
整
復
療

養
費
検
討
専
門
委
員
会
」
と
「
あ
ん
摩
マ
ッ
サ

ー
ジ
指
圧
、
は
り
・
き
ゅ
う
療
養
費
検
討
専
門

委
員
会
」
と
い
う
２
つ
の
専
門
委
員
会
を
設
置

し
て
検
討
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
了
承
さ
れ
、

１
回
目
の
専
門
委
員
会
が
10
月
19
日
に
、
２
回

目
は
年
が
明
け
た
３
月
26
日
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
２
回
目
は
厚
生
労
働
省
（
厚
労
省
）
が
療

養
費
改
定
の
原
案
を
提
示
し
、
参
加
委
員
が
そ

れ
に
対
す
る
意
見
を
述
べ
ま
し
た
。
最
後
に
委

員
会
の
座
長
が
「
療
養
費
の
改
定
は
政
府
の
責

任
で
改
定
さ
れ
る
も
の
で
す
。
改
定
は
本
日
の

意
見
を
参
考
に
し
た
決
定
を
望
み
ま
す
」
と
締

め
散
会
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
委
員
会
に
提
出

さ
れ
た
こ
の
原
案
が
そ
の
ま
ま
５
月
１
日
か
ら

実
施
の
療
養
費
の
算
定
基
準
と
し
て
３
月
29
日

に
公
表
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
と
次
回
の
本
欄
で

は
、
昨
年
か
ら
こ
れ
ま
で
の
療
養
費
の
改
定
に

至
る
ま
で
の
経
緯
を
紹
介
し
て
、「
訪
問
マ
ッ

サ
ー
ジ
」
の
動
向
を
読
ん
で
み
た
い
と
思
い
ま

す
。

　　

平
成
24
年
５
月
11
日

　

第
53
回
社
会
保
障
審
議
会
医
療
保
険
部
会

　

こ
れ
ら
の
「
社
会
保
障
審
議
会
医
療
保
険
部

会
」
や
同
部
会
の
「
あ
マ
指
、
は
り
・
き
ゅ
う

療
養
費
検
討
専
門
委
員
会
」
で
は
ど
ん
な
委
員

ら
が
出
席
し
、
ど
ん
な
話
が
さ
れ
た
の
か
、
ま

た
、
委
員
は
業
界
を
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
、
ど

こ
に
問
題
が
あ
る
の
か
な
ど
「
あ
マ
指
」
を
中

心
に
日
を
追
っ
て
紹
介
し
ま
す
。

　

昨
年
の
６
月
か
ら
の
療
養
費
の
一
部
改
定
の

内
容
は
、
早
い
時
期
か
ら
厚
労
省
内
で
具
体
的

に
詰
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
昨
年
４
月
に
設

立
さ
れ
た
民
主
党
・
柔
道
整
復
師
の
業
務
を
考

え
る
議
員
連
盟
の
総
会
に
柔
整
業
界
団
体
の
代

表
が
出
席
し
業
界
の
現
状
を
訴
え
、
さ
ら
に
、

出
席
し
た
議
員
か
ら
厚
労
省
に
対
し
厳
し
い
意

見
も
出
さ
れ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
５
月
11
日
の

厚
労
省
の
第
53
回
社
会
保
障
審
議
会
医
療
保
険

部
会
で
部
会
と
し
て
初
め
て
療
養
費
の
改
定
に

関
す
る
議
題
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

部
会
は
学
習
院
大
学
経
済
学
部
教
授
の
遠
藤

久
夫
氏
を
部
会
長
と
し
て
、
日
本
労
働
組
合
総

連
合
会
副
事
務
局
長
、
全
国
知
事
会
社
会
文
教

常
任
委
員
長
／
栃
木
県
知
事
、
日
本
薬
剤
師
会

常
務
理
事
、
東
京
大
学
大
学
院
法
学
政
治
学
研

究
科
教
授
、
全
国
市
長
会
国
民
健
康
保
険
対
策

特
別
委
員
長
／
高
知
市
長
、
全
国
健
康
保
険
協

会
理
事
長
、
国
民
健
康
保
険
中
央
会
理
事
長
、

日
本
医
師
会
常
任
理
事
ら
が
委
員
で
す
。

　

議
題
は
「
平
成
24
年
度
柔
道
整
復
療
養
費
等

の
改
定
に
つ
い
て
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。
厚
労

省
が
委
員
に
配
布
し
た
資
料
は
、
柔
道
整
復
療

養
費
に
関
す
る
も
の
と
あ
マ
指
、
は
り
・
き
ゅ

う
の
施
術
に
関
す
る
資
料
が
あ
り
、
あ
マ
指
、

は
り
・
き
ゅ
う
に
つ
い
て
は
、
①
療
養
費
が
柔

整
療
養
費
や
国
民
医
療
費
全
体
を
上
回
り
伸
び

て
い
る　

②
施
術
回
数
や
往
療
回
数
等
に
都
道

府
県
差
が
あ
り
、
あ
マ
指
に
つ
い
て
は
往
療
料

の
占
め
る
割
合
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
状
況
な

の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施
術
の
特
性
を
踏
ま
え
た

見
直
し
を
行
う　

③
そ
の
他
、
施
術
者
に
施
術

録
の
整
備
を
求
め
る
な
ど
の
運
用
見
直
し
を
行

う　

と
い
う
も
の
で
し
た
。

　

部
会
で
の
主
な
発
言
を
要
約
し
な
が
ら
拾
っ

て
み
ま
す
。

　

厚
生
労
働
省
保
険
医
療
企
画
調
査
室
長

　
「
療
養
費
の
改
定
で
す
が
、こ
れ
は
診
療
報
酬

改
定
と
併
せ
て
法
令
上
決
ま
っ
て
い
る
と
い
う

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
６
月
の
改
定
が
こ

れ
ま
で
の
通
例
で
す
。
療
養
費
は
柔
整
の
療
養

費
だ
け
で
は
な
く
、
は
り
・
き
ゅ
う
、
あ
マ
指

の
施
術
に
係
る
療
養
費
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
年

度
別
推
移
は
柔
整
に
つ
い
て
は
平
成
17
～
20
年

は
国
民
医
療
費
の
伸
び
よ
り
大
き
い
伸
び
を
示

し
、
平
成
21
年
、
平
成
22
年
度
に
つ
い
て
は
、

国
民
医
療
費
の
伸
び
率
を
下
回
っ
て
い
る
状
況

で
す
。
一
方
、
は
り
・
き
ゅ
う
、
あ
マ
指
に
つ

い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
２
ケ
タ
に
近
い
伸
び
を
示

し
て
い
る
と
い
う
状
況
で
す
」

　
「
あ
マ
指
師
の
施
術
に
つ
い
て
は
、
適
用
症

が
一
律
に
そ
の
診
断
名
に
よ
る
こ
と
な
く
筋
麻

痺
・
関
節
拘
縮
等
で
あ
っ
て
、
医
療
上
マ
ッ
サ

ー
ジ
を
必
要
と
す
る
症
例
に
つ
い
て
支
給
対
象

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
支
給
状
況
を
見
て
み
ま
す

と
、
施
術
回
数
や
往
療
の
回
数
に
都
道
府
県
格

差
が
あ
り
ま
す
。
は
り
・
き
ゅ
う
あ
る
い
は
あ

ん
摩
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
・
指
圧
と
い
っ
た
施
術
の

特
性
を
踏
ま
え
た
上
で
の
見
直
し
を
行
う
必
要

あん摩マッサージ指圧
業界の動向
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が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
運
用
に
つ
い
て
は
施

術
者
に
施
術
録
の
整
備
を
求
め
る
な
ど
の
運
用

見
直
し
を
行
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
」

　

全
国
健
康
保
険
協
会
理
事
長

　
「
現
在
、協
会
け
ん
ぽ
の
療
養
費
の
支
給
額
は

年
間
で
約
７
０
０
億
円
に
上
っ
て
お
り
、
こ
の

額
は
毎
年
増
加
し
続
け
て
お
り
ま
す
。
先
ほ
ど

事
務
局
（
厚
労
省
）
か
ら
療
養
費
に
関
す
る
都

道
府
県
別
の
請
求
部
位
数
の
分
布
と
か
、
施
術

回
数
の
割
合
等
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
が
、
都

道
府
県
に
よ
っ
て
捻
挫
と
か
打
撲
の
仕
方
に
違

い
が
あ
る
は
ず
が
な
く
、
同
じ
療
養
費
の
請
求

で
都
道
府
県
ご
と
に
こ
れ
だ
け
違
い
が
出
て
く

る
と
い
う
の
は
、
理
解
し
難
い
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。
限
ら
れ
た
医
療
資
源
の
有
効
活
用
、
厳

し
い
保
険
者
財
政
を
考
慮
す
る
と
、
私
ど
も
は

療
養
費
を
引
き
下
げ
る
べ
き
と
考
え
て
お
り
ま

す
」

　

健
康
保
険
組
合
連
合
会
専
務
理
事

　
「
ま
ず
、
改
定
に
つ
き
ま
し
て
は
現
下
の
状

況
を
考
え
ま
す
と
、
引
き
下
げ
る
べ
き
だ
と
思

い
ま
す
。
実
は
療
養
費
に
は
十
分
な
審
査
体
制

「内臓リハビリ」の提案者で「川本式神経指圧法」の川本正己氏と臨床栄養士の佐藤章夫氏（医学博士）がコラボ！
体の外からの刺激法と中からの栄養改善法を基礎から学べます。

川本治療所   TEL.：0798-33-4557   メール：k.tiryo.19@kke.biglobe.ne.jp  URL：http//:kawamoto-r-1926.com問い合わせ・申し込み先

日　時　６月 15日（土）、16日（日）の１泊２日
　　　　15日 14：30 ～ 16 日 16：00 まで
場　所　川本治療所（兵庫県西宮市津門呉羽町 1-26-101）
　　　　阪神今津駅・阪急今津駅から徒歩２分
費　用　一般　40,000 円（税込）
　　　　日本手技療法協会会員　30,000 円（税込）
　　　　（貸し布団代・夕食代を含む）
定　員　10名（定員になり次第締め切りとなります）
※宿泊は院内。シャワー施設・女性用の部屋あり。

そのほかにゲスト（医師、治療家、医薬品メーカーなど）を
招き多彩な話を聞く予定。

日 付 セミナー内容

問診学、質疑応答学、手技指導

手技指導、佐藤氏による臨床栄養学、
質疑応答

15日
（土）
16日
（日）

テーマ「関節炎と内臓の関係」

川本療法と臨床栄養士による治療家育成セミナー川本療法と臨床栄養士による治療家育成セミナー

 あん摩マッサージ指圧療養費 都道府県別の施術回数（月16回以上）割合 
（平成23年10月） 
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が
な
く
施
術
者
か
ら
直
接
保
険
者
へ
請
求
が
く

る
。
そ
し
て
保
険
者
が
そ
の
中
身
を
チ
ェ
ッ
ク

し
、
支
払
い
を
す
る
と
い
う
形
で
手
間
暇
が
か

か
る
上
に
判
断
が
違
う
場
面
も
ご
ざ
い
ま
す
の

で
、
そ
の
と
き
に
は
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
す
る
。

し
た
が
っ
て
、
何
ら
か
審
査
の
仕
組
み
を
工
夫

す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
、
あ
る
い
は

ト
ラ
ブ
ル
に
な
っ
た
と
き
の
調
整
を
す
る
機
関

設
立
も
考
え
て
お
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
医
療
費
関
係

は
レ
セ
プ
ト
の
電
子
化
が
進
ん
で
お
り
ま
す
の

で
、
療
養
費
に
つ
い
て
も
電
子
化
の
検
討
も
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

　

日
本
経
済
団
体
連
合
会
社
会
保
障
委
員
会
医

療
改
革
部
会
長

　
「
保
険
者
か
ら
ご
指
摘
の
あ
っ
た
内
容
を
考

え
ま
す
と
、
関
係
者
に
よ
る
検
討
会
を
設
け
ら

れ
て
、
実
態
や
課
題
を
明
ら
か
に
し
、
是
正
に

向
け
て
検
討
を
深
め
て
い
た
だ
け
た
ら
ど
う
か

と
考
え
て
お
り
ま
す
」

　

早
稲
田
大
学
法
学
学
術
院
教
授

　
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で
、
い
か
に
し
て

お
客
さ
ん
に
リ
ピ
ー
タ
ー
に
な
っ
て
い
た
だ
く

か
と
い
う
観
点
か
ら
指
南
が
書
か
れ
て
い
る
と

こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
本
来
あ
る
べ
き
施
術
を
行

っ
て
い
く
よ
う
患
者
ニ
ー
ズ
を
き
ち
ん
と
把
握

し
て
い
く
課
題
と
は
別
に
、
何
か
倫
理
的
な
問

題
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
職
能

団
体
と
し
て
規
律
は
色
々
あ
る
と
思
う
ん
で
す

が
、
そ
う
い
う
職
能
団
体
全
体
の
中
で
き
ち
ん

と
や
ら
れ
て
い
る
方
と
不
正
に
近
い
こ
と
を
や

ら
れ
て
い
る
方
、
そ
の
辺
り
を
ど
う
い
う
ふ
う

に
統
制
し
て
い
く
の
か
と
い
う
こ
と
も
、
考
え

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
」

 　

全
国
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
協
議
会

会
長
／
多
久
市
長

　
「
算
定
基
準
の
明
確
化
、支
給
申
請
書
や
医
師

の
同
意
書
の
あ
り
方
、施
術
録
の
整
備
な
ど
、さ

ま
ざ
ま
な
実
効
性
あ
る
見
直
し
を
是
非
し
て
い

く
べ
き
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
２
点
目
に

国
あ
る
い
は
都
道
府
県
に
対
し
て
も
指
導
監
督

権
あ
る
い
は
指
導
監
査
権
限
等
々
を
付
与
す
る

と
と
も
に
、
保
険
者
も
加
え
て
一
定
の
権
限
を

与
え
る
よ
う
な
具
体
的
な
対
策
を
進
め
て
い
た

だ
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
と
感
じ
て
い
ま
す
」

　

日
本
医
師
会
常
任
理
事

　
「
わ
れ
わ
れ
に
し
て
も
や
み
く
も
に
理
由
な

く
下
げ
ら
れ
る
と
い
う
の
は
非
常
に
嫌
な
も
の

で
し
て
、
エ
ビ
デ
ン
ス
な
く
下
げ
る
と
い
う
の

は
柔
整
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
抵
抗
を
感
じ
る
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
の
で
、
是
非
そ
の
エ
ビ
デ
ン

ス
を
出
し
て
い
た
だ
く
よ
う
に
し
て
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。
先
ほ
ど
検
討
会
を
設
け
る

と
い
う
話
が
あ
り
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
是
非
と
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も
当
事
者
だ
け
で
な
く
、
整
形
外
科
の
先
生
方

が
関
わ
っ
て
く
る
分
野
で
も
ご
ざ
い
ま
す
の

で
、
整
形
外
科
の
先
生
方
も
そ
の
会
へ
是
非
入

れ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
中
医
協
の

仕
組
み
か
ら
考
え
ま
す
と
、
か
な
り
ま
だ
未
整

備
な
部
分
が
た
く
さ
ん
あ
る
よ
う
で
、
こ
れ
だ

け
療
養
費
が
増
え
て
き
て
お
り
ま
す
の
で
、
き

ち
ん
と
透
明
性
の
高
い
仕
組
み
を
作
っ
て
い
く

べ
き
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
必
要
な
も
の

は
き
ち
ん
と
認
め
る
と
い
う
こ
と
を
前
提
に
エ

ビ
デ
ン
ス
あ
る
議
論
を
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
」

　

日
本
商
工
会
議
所
社
会
保
障
専
門
委
員
会
委

員
　
「
今
、限
界
に
き
て
い
る
保
険
料
負
担
の
状
況

の
中
で
適
正
な
医
療
保
険
給
付
を
維
持
す
る
た

め
に
は
、
ま
ず
実
態
を
も
う
少
し
明
確
に
す
べ

き
で
、
ど
こ
ま
で
が
不
正
な
の
か
と
い
う
の
を

わ
か
り
や
す
く
明
確
に
す
る
こ
と
が
大
事
だ
と

思
い
ま
す
。
不
正
が
起
き
た
場
合
に
は
監
査
が

し
っ
か
り
と
行
わ
れ
る
よ
う
な
、
厳
格
な
措
置

を
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

　

部
会
長

　
「
お
話
を
承
り
ま
す
と
、
診
療
報
酬
の
改
定

と
比
較
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
あ
る
な
と
い

う
感
じ
が
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
際
で
す
か
ら

こ
の
辺
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
と
同
時
に
、

仕
組
み
、
考
え
方
み
た
い
な
も
の
の
整
理
も
や

っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
を
検
討
会

と
い
う
形
で
す
る
の
が
い
い
の
か
、
あ
る
い
は

本
部
会
で
関
係
者
を
専
門
委
員
と
し
て
参
加
し

て
い
た
だ
い
て
や
る
の
が
い
い
の
か
、
そ
の
辺

の
と
こ
ろ
は
事
務
局
と
相
談
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
検
討
を
待
っ
て
平

成
24
年
度
の
改
定
を
行
う
と
い
う
理
解
で
お
り

ま
す
が
、
そ
れ
で
皆
様
方
の
御
意
見
は
よ
ろ
し

ゅ
う
ご
ざ
い
ま
す
か
」（「
異
議
な
し
」
と
声
あ

り
）。

　

保
険
者
側
の
委
員
は
現
在
の
財
政
状
況
を
元

に
療
養
費
の
引
き
下
げ
を
望
み
、
他
の
委
員
は

制
度
の
見
直
し
を
求
め
ま
し
た
。
こ
う
し
て
い

く
つ
か
の
議
論
を
経
て
制
度
の
見
直
し
と
療
養

費
の
改
定
を
並
行
し
て
考
え
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
こ
の
部
会
で
厚
労
省
側
か
ら
、
あ
マ
指

の
運
用
で
「
施
術
者
に
施
術
録
の
整
備
を
求
め

る
な
ど
の
運
用
見
直
し
を
行
う
」
と
具
体
的
な

見
直
し
策
が
出
た
こ
と
は
注
目
さ
れ
ま
す
。

　
平
成
24
年
５
月
24
日

第
54
回
社
会
保
障
審
議
会
医
療
保
険
部
会

　

第
53
回
社
会
保
障
審
議
会
医
療
保
険
部
会
の

13
日
後
の
24
日
に
第
54
回
の
保
険
部
会
が
開
会

さ
れ
ま
し
た
。
療
養
費
等
の
議
題
は
３
番
目
の

そ
の
他
の
項
目
に
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

配
付
さ
れ
た
資
料
に
は

　

１　

専
門
委
員
会
の
設
置

○
柔
整
療
養
費
等
に
つ
い
て
、
平
成
24
年
度
療

養
費
改
定
お
よ
び
中
・
長
期
的
な
視
点
に
立
っ

た
療
養
費
の
あ
り
方
の
見
直
し
に
つ
い
て
検
討

を
行
う

○
柔
整
並
び
に
あ
マ
指
及
び
は
り
・
き
ゅ
う
に

係
る
療
養
費
に
つ
い
て
は
、
施
術
の
形
態
、
支

給
対
象
と
な
る
負
傷
等
や
支
給
方
法
が
異
な
る

こ
と
か
ら
、
効
率
的
な
検
討
を
進
め
る
た
め
、

医
療
保
険
部
会
に
次
の
二
つ
の
専
門
委
員
会
を

設
置
す
る

・
柔
道
整
復
療
養
費
検
討
専
門
委
員
会

・
あ
ん
摩
マ
ッ
サ
ー
ジ
指
圧
、
は
り
・
き
ゅ
う

療
養
費
検
討
専
門
委
員
会

　

２
．
専
門
委
員
の
構
成

○
座
長
・
有
識
者　

○
保
険
者
等
の
意
見
を
反

映
す
る
者　

○
施
術
に
関
す
る
専
門
家

・
施
術
者
の
意
見
を
反
映
す
る
者
と
整
形
外
科

医
を
含
む
も
の
と
す
る
。

　

３
．
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等

○
概
ね
秋
頃
ま
で
に
平
成
24
年
度
療
養
費
改
定

案
の
と
り
ま
と
め
を
行
い
、
引
き
続
き
、
中
・

長
期
的
な
視
点
に
立
っ
た
療
養
費
の
あ
り
方
の

見
直
し
の
検
討
を
行
う
。

○
専
門
委
員
会
の
運
営
に
つ
い
て
、
両
専
門
委

員
会
を
同
日
開
催
す
る
な
ど
、
効
率
化
に
努
め

る
　　

第
54
回
部
会
で
の
主
な
発
言
を
要
約
し
な
が

ら
拾
っ
て
み
ま
す
。

　

厚
労
省
保
険
医
療
企
画
調
査
室
長

　
「
前
回
の
部
会
で
、平
成
24
年
度
柔
整
療
養
費

等
の
改
定
に
つ
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
ご
意
見
を

い
た
だ
き
、通
例
は
６
月
改
定
で
あ
り
ま
す
が
、

慎
重
に
議
論
を
す
べ
き
と
い
う
形
で
意
見
を
ま

と
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
れ
ら
を
受
け
専

門
委
員
会
を
設
置
し
ま
し
て
、
平
成
24
年
度
療

養
費
改
定
及
び
中
長
期
的
な
視
点
に
立
っ
た
療

●｢パーフェクト  クラニオロジー協会｣では正会員を募集しています｡●

創始者：宮野  博隆
元ＰＡＡＣ/ＳＯＴ研究委員長
米国 SOT 優秀インストラクター賞受賞
2000 年米国で国際仙骨後頭骨学会
研究者大賞受賞（日本人唯一）
過去に掲載された特集／ひーりんぐマガジン･
ビジネスデータ･シャキッと･その他多数

短時間で起こる驚異的な治療効果は、今の手技や物理療法などと併用することにより、劇的な症状改善が
得られます。柔道整復など施術時間が短くても｢ソフトブロックテクニック｣を併用するだけで治療効果は
大きく上がります。まずはご自身のからだが劇的に変化することをセミナーで体験してください。

≪確固たる診断理論と技術が､あなたの治療の指針となります！≫

●今ご入会の場合､1 年目の年会費免除  ●新入会の方はセミナー参加時にソフトブロック 2個プレゼント
------------------- 詳しくは下記にお問い合わせ下さい -------------------

[ 問合せ･申込先 ] パーフェクト  クラニオロジー協会   TEL･FAX : 03-3736-6508
URL : http://www.perfect-craniology.jp/　MAIL : csf_practice@yahoo.co.jp

＊短時間で劇的効果！
＊誰でもできる簡単テクニック！
＊1回の受講でスグ使える！  今の手技と併用できる！

｢ソフトブロックセミナー｣
【講　師】市橋 悟（PCA公認インストラクター）
【日　時】毎月第 4日曜日  AM10:00 ～ PM5:00
【受講料】  受講料が変更になりました。
　　　　  正会員・学生会員  8,100 円
　　　　  非会員  20,000 円（初回に限り 10,000 円）
【会　場】東京都大田区東蒲田 2-29-13  オタマビル 1F
｢臨床コース｣―【講師】宮野 博隆（毎月第 2日曜日）

世界が認めたソフトブロック   テクニック!! 米国で国際仙骨後頭骨学会研究者大賞受賞
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養
費
の
あ
り
方
の
見
直
し
に
つ
い
て
の
検
討
を

行
う
と
い
う
も
の
で
す
。
検
討
の
方
法
と
い
た

し
ま
し
て
、
柔
整
、
あ
マ
指
、
は
り
・
き
ゅ
う

の
療
養
費
に
つ
い
て
、
施
術
の
形
態
等
が
異
な

る
部
分
が
あ
り
ま
す
の
で
柔
道
整
復
療
養
費
検

討
専
門
委
員
会
、
も
う
一
つ
は
あ
ん
摩
マ
ッ
サ

ー
ジ
指
圧
、
は
り
・
き
ゅ
う
療
養
費
検
討
専
門

委
員
会
と
い
う
、
２
つ
の
専
門
委
員
会
を
設
置

し
て
検
討
を
進
め
て
は
ど
う
か
と
い
う
提
案
で

す
。
そ
の
専
門
委
員
会
の
委
員
の
構
成
で
ご
ざ

い
ま
す
が
、
座
長
・
有
識
者
を
お
務
め
い
た
だ

く
方
、
保
険
者
等
の
意
見
を
反
映
す
る
方
、
あ

と
、
施
術
に
関
し
ま
す
専
門
家
と
い
た
し
ま
し

て
、
施
術
者
の
意
見
を
反
映
す
る
方
と
整
形
外

科
医
等
、
施
術
の
特
性
に
応
じ
た
形
の
審
議
が

進
む
よ
う
な
形
の
専
門
家
に
参
画
い
た
だ
く
と

い
う
も
の
で
す
」

　
「
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
関
し
て
平
成
24
年
度
療

養
費
改
定
案
の
と
り
ま
と
め
を
秋
ご
ろ
ま
で
に

行
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
後
、引
き
続
き
、

中
長
期
的
な
視
点
に
立
っ
た
療
養
費
の
あ
り
方

の
見
直
し
の
検
討
を
進
め
る
と
い
う
こ
と
で
ご

ざ
い
ま
す
」

　

全
国
健
康
保
険
協
会
理
事
長

　
「
療
養
費
に
関
す
る
検
討
会
に
つ
い
て
、２
つ

の
検
討
専
門
委
員
会
を
設
け
る
と
あ
り
ま
す
。

柔
道
整
復
療
養
費
に
つ
い
て
は
支
払
わ
れ
る
額

が
大
き
く
、
支
払
方
法
も
他
の
療
養
費
と
違
う

と
い
う
こ
と
で
、
独
立
し
た
検
討
会
を
設
け
る

こ
と
に
つ
い
て
は
賛
成
で
す
」

　

部
会
長

　
「
ほ
か
に
御
意
見
は
ご
ざ
い
ま
す
か
。そ
れ
で

は
、
た
だ
い
ま
事
務
局
か
ら
提
出
さ
れ
た
案
、

そ
れ
に
対
し
て
全
国
健
康
保
険
協
会
理
事
長
の

御
意
見
を
反
映
し
た
形
で
御
承
認
い
た
だ
い
た

と
い
う
ふ
う
に
理
解
し
て
よ
ろ
し
ゅ
う
ご
ざ
い

ま
す
か
」（「
は
い
」
と
声
あ
り
）

　　

こ
の
回
の
部
会
は
前
回
の
論
議
を
元
に
つ
く

ら
れ
た
厚
労
省
の
事
務
局
か
ら
の
提
案
を
了
承

す
る
と
い
う
も
の
で
ほ
と
ん
ど
論
議
は
さ
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。
こ
の
中
で
厚
労
省
は
、
平
成
24

年
度
療
養
費
改
定
を
秋
ご
ろ
ま
で
に
行
い
、
秋

に
中
長
期
的
な
視
点
に
立
っ
た
療
養
費
そ
の
も

の
の
あ
り
方
の
見
直
し
と
切
り
離
し
早
め
に
療

養
費
改
定
を
実
施
し
た
い
と
の
考
え
を
明
確
に

打
ち
出
し
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
が
ど
う
し
て
今
年
の
３
月
ま
で
ず
れ
こ

ん
だ
か
は
次
回
ご
紹
介
し
ま
す
。

ＮＰＯ
法　人日本手技療法協会  訪問医療マッサージ  出張研修
８年間で 200 人以上の参加実績を誇る研修をあなたの街で実施します

お申し込み
問い合せ先

特　徴　保険が適用される「訪問医療マッサージ」の基礎から療養費支給申請書
の提出まで、営業ノウハウを中心に懇切丁寧に指導しますので、独立、開業や他
業種からの参入が容易にできます。実際に治療院を開業・運営していたベテラン
の講師が、事例を数多く入れながら具体的で実践的な研修を行いますので役立
つ知識が身に付きます。研修後も質問等を受け付けていますので安心です。
目　的　高齢社会に貢献する訪問医療マッサージを行うマッサージ師および訪
問医療マッサージ業の育成、普及を目的として講師が現地に出張して研修を行
う。
対象者   あマ指師資格者、専門学校生および国家試験受験資格者。未資格者で訪
問医療マッサージを開業予定の経営者、営業担当者、事務担当者、他
　※この研修は「あん摩マッサージ指圧師」の資格を取るものではありません
期　間　２日間（土、日、祝  可）研修時間は基本的に 10 時 30 分～ 16 時 30 分
お申し込み　電話、ＦＡＸ、メールでの申し込み、スケジュール調整後日程を
決定する。※ご希望の日程が取れない場合がありますので了承願います ※
　研修費用および参加人数
会　員　20 万円（２日間）2 名以上 10 名まで
　　　　11 名以上は１名 1 万円増
一　般　30 万円（２日間）2 名以上 10 名まで参加
　　　　11 名以上は１名 2 万円増
　※往復旅費（発地東京）・現地交通費は招聘者の負担となります ※
講　師　佐藤吉隆（ＮＰＯ法人日本手技療法協会理事長・ひーりんぐマガジン
編集長）
　※都合により変更される場合がありますので了承願います ※
　※研修教材は当方で準備します※
準　備　受講に際し、事前に準備や調査を行っていただくことがあります。
　　　　※会場での準備：黒板またはホワイトボード、場所・人数によっては
　　　　　音響機器等※
注意事項　テープレコーダー、ＩＣレコーダー、ビデオカメラ等不可
　　　　　　　ＮＰＯ法人日本手技療法協会
　　　　　　　TEL:03-5296-9055  FAX:03-5296-9056、 Mail: info@e-shugi.jp

訪問マッサージの知識

健康保険の仕組みと介護保険

患者新規開拓

ケアシートと同意書取得

生活保護

スケジュール作成と管理

療養費支給申請書

訪問マッサージの意義と目的
保険請求のための基礎用語と知識
健康保険の種類と負担割合
医療助成と保険請求
介護保険の特徴と要介護度
パンフレットの作成と内容
営業先の選定と問題点
効率的な営業方法
患者情報収集とケアシートの作成
同意書の申請取得の実際
文書の取扱方法
給付要否意見書

作成上の注意点
クレームの実例とその対処法
書き方と提出方法

営業開発研修（1.5 日間）

業務管理研修（0.5 日間）
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訪問医療マッサージ研修制度

目　　的　高齢社会に貢献する訪問医療マッサージを行うあん
摩マッサージ指圧師（あマ指師）の育成および訪問医
療マッサージ業の普及を目的として研修制度を確立
し実施する。特に優秀な成績で研修を修了したあマ
指師に対しては、優良訪問あん摩マッサージ指圧師
として認定し支援を行う。

対  象  者　あマ指師資格者、専門学校生および国家試験受験資
格者、未資格者で訪問医療マッサージを開業する予
定の経営者、営業担当者、事務担当者、他
※この研修は「あマ指師」の資格を取るものではあ
りません

認定条件　本研修講座の４課程を修了し、優秀な成績を修めた
「あマ指師」。未資格者の認定制度有（有料・詳細はお
問い合わせください）。

研修費用　３日間コース：会員８万円（消費税込）　
　　　　　　　　　　　 一般10万円（消費税込）
　　　　  ２日間コース：会員７万円（消費税込）
　　　　　　　　　　　 一般10万円（消費税込）
時　　間　10:30～17:00（３日目は～16:30）
　　　　　変更、延長する場合があります。
場　　所　東京都千代田区神田淡路町（会場変更の場合あり）
定　　員　各回若干名（会員優先）
申込方法　申込後、当協会より申込用書類を送付します。用紙

に必要事項を記入捺印し返送してください。申込書
到着によって正式に申込み受諾とし、研修参加許可
書を郵送いたします。

※なお、定員になり次第締め切りますのでお早めにお申し込
みください。ご希望の日程が取れない場合もありますのでご
了承ください。
前  準  備　受講に際し、事前に準備や調査を行っていただくこ

とがあります。詳細はお問い合わせください。
受講時、持参していただくもの　名刺、筆記用具、ノート、他。
　　　　　　　　　　　　　　テープレコーダー持参可

〒 101-8691 東京神田郵便局　私書箱 53 号
ＮＰＯ法人日本手技療法協会
　TEL03-5296-9055　FAX03-5296-9056
　Mail：info@e-shugi.jp

研修科目

特　徴　保険が適用される「訪問医療マッサージ」の基礎から療養費支給申請書の提出までを、営業ノウハウを中
心に懇切丁寧に指導しますので、独立、開業や他業種からの参入が容易にできます。実際に治療院を開業・運営して
いたベテランの講師が、具体的な事例を数多く入れた実践的な研修を行いますので役立つ知識が身に付きます。
さらに３日間コースでは治療に関連するその他さまざまな情報を提供します。
また、研修終了後も質問等を受け付けていますので安心です。

２日間でも研修可能です

マッサージ研修　研修実施日

お申し込み

お問い合せ

※研修内容および時間は変更することがあります。

訪問マッサージの知識

健康保険の仕組みと介護保険

患者新規発売

ケアシートと同意書取得

生活保護

スケジュール作成と管理

療養費支給申請書

レセプト発行ソフトRecePro（R－up） 
デモンストレーション

施術トラブル

保険者対応

治療院運営実例と総括質問

訪問マッサージの意義と目的
保険請求のための基礎用語と知識
健康保険の種類と負担割合
医療助成と保険請求
介護保険の特徴と要介護度
パンフレットの作成と内容
営業先の選定と問題点
効率的な営業方法
患者情報収集とケアシートの作成
同意書の申請取得の実際
文書の取扱方法
給付要否意見書

作成上の注意点
クレームの実例とその対処法
書き方と提出方法

患者情報入力からレセプト発行まで

責任の明確化と示談交渉等の対応法
施術家向け賠償責任の現状
事故発生状況と示談金額の傾向・他
問い合わせ等への対処方法
保険者主導請求の回避方法
賢い請求団体の選び方
治療院業務の実際
質疑応答

営業開発研修（1.5 日間）

業務管理研修（0.5 日間）

治療関連研修（1.0 日間）*２日間コースは除く

研修内容と時間

研修内容　　　　　　時間
１日目

２日目

３日目

営業開発

営業開発・業務管理

治療関連

10：30 ～ 17：00

10：30 ～ 17：00

10：30 ～ 17：00
※２日間のコースには３日目の研修内容がありません。

NPO 法人日本手技療法協会  訪問医療マッサージ研修

第162回研修　　５月８日（水）～５月10日（金）
第163回研修　　５月20日（月）～５月22日（水）
第164回研修　　６月５日（水）～６月７日（金）
第165回研修　　６月17日（月）～６月19日（水）
第166回研修　　７月22日（月）～７月24日（水）
第167回研修　　８月７日（水）～８月９日（金）
第168回研修　　８月19日（月）～８月21日（水）

回 開始日と終了日

※研修日程は基本的に毎月１回目の水～金曜日、第３週目の月～水曜
日です。研修日程は変更になることがあります。この研修はあマ指師
の資格をとるものではありません。
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数
が
定
足
数
に
達
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
総

会
が
開
催
さ
れ
た
。

　

議
案
と
結
果
は
下
記
の
と
お
り
。

　

第
１
号
報
告　

理
事
選
任
報
告

　

現
理
事
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
後
任
を
本
年

２
月
７
日
の
第
28
回
理
事
会
に
お
い
て
協
議
し

た
と
こ
ろ
、
佐
藤
吉
隆
、
上
田
曽
太
郎
、
木
俣

真
人
各
現
理
事
の
再
任
を
決
め
た
後
、
従
前
ど

お
り
佐
藤
吉
隆
理
事
が
理
事
長
を
務
め
る
こ
と

が
満
場
一
致
で
承
諾
さ
れ
た
と
理
事
長
が
報
告

し
た
。

　

第
１
号
議
案　

議
事
録
署
名
人
選
任

　

議
事
録
署
名
人
に
は
、
出
席
者
の
正
会
員
飯

野
伸
子
氏
お
よ
び
柚
木
了
氏
が
議
長
か
ら
指
名

さ
れ
、
両
名
は
受
託
し
た
。

　

第
２
号
議
案　

平
成
24
年
度
事
業
実
績
報
告

お
よ
び
承
認

　

理
事
長
が
平
成
24
年
度
事
業
実
績
を
報
告
。

議
長
が
質
問
・
意
見
な
ど
を
求
め
た
が
会
員
か

ら
は
と
く
に
な
く
、
承
認
を
諮
っ
た
と
こ
ろ
満

場
一
致
で
議
決
さ
れ
た
。

　

佐
藤
吉
隆
理
事
長
は
総
会
に
先
立
ち
、
近

年
、
療
養
費
の
財
源
難
か
ら
支
払
い
の
抑
制
や

同
業
者
の
急
増
、
国
の
か
じ
取
り
が
替
わ
っ
た

こ
と
も
含
め
手
技
療
法
業
界
は
先
行
き
不
透
明

と
な
り
、
会
員
が
さ
ま
ざ
ま
な
噂
話
な
ど
に
惑

わ
さ
れ
な
い

よ
う
、
よ
り

正
確
な
情
報

発
信
を
行
っ

て
い
き
た
い

と
あ
い
さ
つ

を
述
べ
た
。

　

続
い
て
理

事
長
は
協
会

の
規
定
に
よ

り
議
長
に
木

俣
真
人
氏
を

指
名
し
た
。

議
長
は
本
会

開
催
の
た
め

の
参
加
会
員

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
手
技
療
法
協
会
が
総
会

24
年
度
決
算
な
ど
全
議
案
を
承
認

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
（
特
定
非
営
利
活
動
）
法
人
日
本
手
技
療
法
協
会
の
第
８
回
通
常
総
会
が
３
月
25

日
午
後
２
時
よ
り
、
東
京
都
千
代
田
区
神
保
町
の
日
本
教
育
会
館
会
議
室
で
開
催
さ
れ
、
平

成
24
年
度
決
算
、
同
25
年
度
事
業
計
画
な
ど
全
議
案
が
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

幅広いニーズに対応できる手技を１日で習得！幅広いニーズに対応できる手技を１日で習得！

HP ： http://www.mdx-edu.com/
TEL ： 03-3255-0772
HP ： http://www.mdx-edu.com/
TEL ： 03-3255-0772

● お問合せ・資料請求はこちら● お問合せ・資料請求はこちら

東京都千代田区神田淡路町 1-1-1 KA111 ビル

自
由
診
療
の
手
技
を
習
得

売
上
ア
ッ
プ
に
貢
献
！

※全てのカリキュラムに実技テストと認定書授与があります。
リラックスした癒し  足裏から膝下まで 優雅に癒す  オイルを使用し全身を 美と癒しの究極ケア  ハンドトリートメント 人気 & 話題の手技を習得

<リフレクソロジー> 他
に
も
多
種
多
彩
な
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
が
あ
り
ま
す

●ファミリーケア　リフレクソロジー足裏編
日 時　５月 16日（木）　11:00 ～ 18:00
費 用　メディックス会員 15,000 円　一般 16,000 円
（テキスト、認定費用、昼食代込み）
●ファミリーケア　全身リンパドレナージュ
日 時　５月25日（土）　11:00～18:00
費 用　メディックス会員20,000円　一般21,000円
（テキスト、認定費用、昼食代込み）

明日から使えるＢＢＡ主催のファミリーケア１Dayセミナー

近
日
開
催

セ
ミ
ナ
ー

女性限定

<アロマセラピー> 女性限定 <リンパドレナージュ> 女性限定<フェイシャル> 女性限定

　

第
３
号
議
案　

平
成
24
年
度
決
算
報
告
お
よ

び
承
認

　

上
田
理
事
が
平
成
24
年
度
決
算
内
容
を
説
明

し
、
議
長
は
質
問
な
ど
の
有
無
を
尋
ね
た
あ
と

に
会
場
に
承
認
を
諮
っ
た
と
こ
ろ
満
場
一
致
で

承
認
さ
れ
可
決
さ
れ
た
。

　

第
４
号
議
案　

平
成
25
年
度
事
業
計
画
お
よ

び
承
認

　

理
事
長
が
平
成
25
年
度
事
業
計
画
を
説
明
。

議
長
は
質
問
・
意
見
な
ど
の
有
無
を
尋
ね
、
本

議
案
に
対
す
る
承
認
を
諮
っ
た
と
こ
ろ
満
場
一

致
で
承
認
、
第
４
号
議
案
が
議
決
さ
れ
た
。

　

第
５
号
議
案　

平
成
25
年
度
事
業
予
算
計
画

お
よ
び
承
認

　

理
事
長
が
平
成
25
年
度
事
業
予
算
計
画
を
説

明
し
、
議
長
は
こ
れ
に
関
す
る
質
問
、
意
見
な

ど
の
有
無
を
尋
ね
、
質
問
等
が
な
か
っ
た
の
で

本
議
案
を
諮
っ
た
と
こ
ろ
、
満
場
一
致
を
も
っ

て
承
認
、
第
５
号
議
案
が
議
決
さ
れ
た
。

　

第
６
号
議
案　

監
事
安
食
芳
雄
の
再
任
承
認

　

議
長
は
現
監
事
が
３
月
31
日
で
の
任
期
終
了

と
な
る
こ
と
に
伴
い
安
食
監
事
の
再
任
を
提
案

し
、
会
場
に
承
認
を
求
め
た
と
こ
ろ
異
議
な
く

承
認
さ
れ
た
。

　

総
会
は
、
す
べ
て
議
案
が
異
議
な
く
承
認
さ

れ
、
午
後
２
時
32
分
閉
会
し
た
。

　

な
お
、
こ
の
総
会
の
参
加
資
格
者
数
は
２
０

２
９
人
。
出
席
者
９
人
、
委
任
者
数
１
０
５
３

人
、
棄
権
者
数
９
６
７
人
だ
っ
た
。

　

総
会
の
議
事
録
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
日
本
手

技
療
法
協
会
」http://w

w
w

.e-shugi.jp

で
も

公
開
し
て
い
る
。

NEWS-2
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 http://www.e-shugi.jp/
ここに掲載されている求人情報は、日本手技療法協会ポータルサイト

にも掲載されております。あわせてご覧下さい。

メリット・アイコン

未経験者OK 高収入交通費支給長期歓迎学生OK

土・日のみ
　勤務OK

新規・新装
　　OPEN

車・バイク
　通勤OK

食事つき

2013   

Spring

 http://www.e-shugi.jp/
ここに掲載されている求人情報は、日本手技療法協会ポータルサイト

にも掲載されております。あわせてご覧下さい。

東京都福生市､ 立川市､ 羽村市､
あきる野市､ 青梅市   他
9:00～12:30／15:00～20:00
日祭日､平日交代休有
社保､ 厚年完備､ 賞与年２回!!
柔整師
TEL後履歴書 (写貼) 持参
電話連絡の上､ 面接

正社員 18～70万円以上月
給

ＪＲ青梅線
福生 ( ふっさ ) 駅 歩３分東京都

仕事・職場情報
【仕事内容】
2013年 卒業予定の先生、見学大歓迎！
「からだバランス」を構造的に解析し、
予防医学にも力を入れています。
【ココだけの特徴】
あなたが必ず成長できるグループです。
治療家としても人間としても成長できるよう
研修や勉強会、セミナーなど成功者続出の
教育プログラムが用意されています。
【独立支援制度】
資金の無い人でも直営店、または独立院と
して開業可能。Ｕターン開業支援、他県へ
の出店も相談に応じます。

募集情報

ＴＶ、書籍で数多く紹介された
「人が育つ」整骨院です。

福生整骨院グループ
〒197-0022  東京都福生市本町58

メゾンドヌール山崎1F
TEL 042-553-5445
http://www.seikotu.net

ふっさ

全
国
の
書
店
で
好
評
発
売
中
！

☆
患
者
様
に
喜
ん
で
頂
け
る
治
療
技
術

☆「
い
つ
か
は
」
を
現
実
に
。
院
長
育
成
制
度
。

☆
誰
も
教
え
て
く
れ
な
い
究
極
の
経
営
ノ
ウ
ハ
ウ
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内容
対象

日時
費用

場所
備考

内容
対象

日時
費用

場所
備考

リンパドレナージュの基礎知識から技術実習までの１日完結講座。
【女性限定】手技療法家、治療家、スタッフ、初心者歓迎。リンパ
ドレナージュに興味のある方ならどなたでも。
５月25日（土） 11時～18時
メディックス会員20,000円　一般21,000円（テキスト、認定費用、昼食込み）
※すぐできる「ベースオイル」付き
当教室。東京メトロ淡路町駅１分。ＪＲ御茶ノ水駅10分。
詳細はホームページまで。ＨＰから申込可。

メディックスボディバランスアカデミー
〒101-0063 東京都千代田区神田淡路町1-1-1 KA111ビル

TEL 03-3255-0772  FAX 03-3255-0322
http://www.mdx-edu.com/

E-mail:mdxbba@mdx-grp.co.jp

ンパドレナージュ

 １ＤＡＹコースリリ
セ
ミ
ナ
ー
情
報
①

セ
ミ
ナ
ー
情
報
①

東京東京
●

内容
対象
日時
費用
場所

備考

内容
対象
日時
費用
場所

備考

開業前の準備と資金調達のノウハウ、開業後の成功と失敗事例
治療院の開業を考えている方
５月19日（日）13：30～15：00（13時受付開始）
無料
〒141-0032 東京都品川区大崎5-1-11 住友生命五反田ビル11階
当事務所セミナールーム
詳しくは、当事務所までお問い合わせください。（担当：上野）

上田公認会計士事務所
〒141-0032 東京都品川区大崎5-1-11 住友生命五反田ビル10階

TEL 03-3491-4836

http://www.tokyo-smile-shugi.jp/

 立開業のノウハウ教えます

 独立開業セミナー独独
セ
ミ
ナ
ー
情
報
②

セ
ミ
ナ
ー
情
報
②

東京東京
●

内容

対象
日時
費用
場所
備考

内容

対象
日時
費用
場所
備考

ＴＩＳ式骨盤矯正法（ねこ背、そく湾、肩コリ、腰痛、むくみ等
の解消）詳しくはＨＰにて
柔整師、整体師、各種マッサージ師、エステシャン等のプロの方
月１回３日間（土曜～月曜）詳しくはＨＰにて
157,500円（税込）
ＴＩＳ整脚センター（ＪＲ大塚駅南口から徒歩２分）
１回での受講は６名まで

㈱整脚センター（TIS総合美容整体スクール）
〒170-0005 東京都豊島区南大塚2-41-10 河野ビル４Ｆ

TEL 03-3947-0730  FAX 03-5940-3493
http://seitai-school.com

E-mail:nanbu@seikyaku.com

ＩＳ式骨盤矯正

 セミナー（３日間）ＴＴ
セ
ミ
ナ
ー
情
報
③

セ
ミ
ナ
ー
情
報
③

東京東京
●

内容

対象
日時
費用
場所
備考

内容

対象
日時
費用
場所
備考

不況を生き抜くための整体。瞬時に患者の体を変化させ、治療効果
を飛躍的に高める整体。
柔整師、鍼灸師、整体師、トレーナー、マッサージ師、カイロ、治療家
奇数月 第４日曜日 10時～17時
21,000円（税込）
都内会場（会場の詳細はお問合わせください）　
詳細はHP「ＭＢ式」で検索。

ＭＢボディアートスクール
〒151-0033 東京都渋谷区代々木1-36-6 代々木駅前ビル６階

TEL&FAX 03-5371-3142

http://www.mb-bas.com  E-mail：info@mb-bas.com

況を生き抜くために！

 ＭＢ式整体講座不不
セ
ミ
ナ
ー
情
報
④

セ
ミ
ナ
ー
情
報
④

東京東京
●

【仕事内容】一人一人の患者さんに対し、
その場の症状にふり回される事なく、そ
の人にとっての「治る」を目標にすえ、
戦略を考え、施術を行う治療家集団です。
【研修制度】矯正、カイロ、鍼灸、テーピ
ングなどの技術だけでなく、問診法、コ
ミュニケーションスキルにも定期勉強会
を実施。
【会社概要】有限会社ウッドア　けやきの
森整骨院グループ

仕事・職場情報 募集情報

 

　東京都足立区、台東区、葛飾区、
　世田谷区、千葉県市川市、習志野
　市、埼玉県草加市
　10：00～ 21：00（実働８時間シフト制）
　月８日（有給休暇あり）
　雇用労災、労災、交通費２万円迄支給
　柔整師、鍼灸師、マッサージ師、整体師
　TEL後履歴書（写貼）持参
　面接

東京メトロ千代田線・日比谷線・ＪＲ常磐線・東武伊勢崎線・つくばエクスプレス

北千住駅 歩２分東京都
社員 月

給 柔整師・鍼灸師・マッサージ師22万円／整体師18万円
アルバイト 時給 柔整師・鍼灸師・マッサージ師1200円～／整体師850円～

けやきの森整骨院
〒120-0034 東京都足立区千住2-47

TEL 0120-007-113
FAX 03-3882-3871

http://www.keyaki-mori.jp/

島根

戦略治療家、戦略院長を育てます！
そして女性も働きがいを持てる治療家集団です !!
戦略治療家、戦略院長を育てます！
そして女性も働きがいを持てる治療家集団です !!

仕事・職場情報
【仕事内容】 患者宅・施設への医療鍼灸マッサ
ージ【こんな職場】経験に応じて研修期間や
報告勉強会あり。女性の先生にも適した職場
です。

募集情報
　   9：00～18：00の間で応相談。パート可（午
前、午後、週３日等）。休日相談　 鍼灸マッサ
ージ師、マッサージ師。要バイク・自動車免許。
乗れる先生　 電話の上面接。携帯電話でも
受付ます（090-4621-6350）。

天掌鍼灸健康マッサージ治療院
〒 227-0062　神奈川県横浜市青葉区青葉台2-2-22-605

TEL 045-985-9122
FAX 045-342-6144

川添隆

神奈川県 東急田園都市線

青葉台駅 歩２分
業務委託 歩

合
時
給 30分 1,000円～

　 さいたま市・上尾市周辺　   9：00～
18：30　  完全週休２日制
　 月23万円～、時給1,200円～、昇給・
賞与有、社保完備、交通費支給
　 鍼灸マッサージ師、マッサージ師
 　電話連絡後、面接を行ないます

医科・歯科と連携し、訪問鍼灸マッサージを
提供致します！

【仕事内容】在宅や施設の通院の難しい患
者様に訪問治療、訪問歯科診療と連携をし
ながら、訪問鍼灸マッサージを行なうお仕
事です【職場の雰囲気】今年１月にオープ
ンしたばかりの治療院です。一緒に地域医
療を作りましょう！

仕事・職場情報 募集情報

大宮治療院
〒331-0813   埼玉県さいたま市北区植竹町1-755-2　TKビル２階

高橋TEL 080-4942-4701

社員 月
給 鍼マ・マッサージ師 23万円～ アルバイト 時給 鍼マ・マッサージ師 1,200円～

埼玉県  
ＪＲ宇都宮線

土呂駅 歩10分

セミナー情報

求人情報のご案内

カラーで見やすい求人情報
スペースをぜひご活用ください。
■次号(40号)は平成25年7月25日発行
　を予定しています。掲載される方は
　６月７日までにお申し込み下さい。
■ただし、枠が埋まり次第、締切りと
　させていただきますのでお早めに
　お申し込みください。
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第35号(平成24年4月25日発行）
特集①いまどき柔道整復業界／特集②患者の心をつかむ会話術／特集③第20回国家試験
合格者発表／成功への道「サナウェル療整院」「セルフィット整骨院」／保険者に柔整療養費
の適正化の強化を要請／他

第33号(平成23年10月25日発行）
特集①警察ＯＢの対策に学ぶ～モンスターペイシェント、クレーム対応術／特集②日本手技療法
協会・整体師会の試み～整体院・接骨院が院内スクールに／特集③治療院お役立ち企業／特集④
「平成22年度衛生行政報告例の概況」／特集⑤杏文塾にみる合格への最短距離学習法／他

第31号(平成23年４月25日発行）
特集①求められる医師との連携／特集②鼎談～自費治療家に聞く～保険ではできない技術
の習得、活用のポイント／特集③専門学校探訪「学校法人嘉榮学園中野健康医療専門学校
／特集④TwitterやFaceBookは治療院のＰＲに有効か？／他

第30号(平成23年１月25日発行）
特集①これからの柔整業界を占う ！ 大島九州男参議院議員に聞く／特集②ＣＢＳを確立、
普及に努める松原次良氏／特集③専門学校探訪「日本医療ビジネス大学校」／特集④専門
学校講師がつくる接骨院／新春メッセージ～細川律夫厚生労働大臣／他

第29号(平成22年10月25日発行）
特集①賢く医師とつきあう方法／特集②読者が選ぶ注目テクニック「オステオパシー」／特
集③健康食はバランスが大切／特集④専門学校探訪「日本健康医療専門学校」／特集⑤手
技療法家のためのコミュニケーション術／他

第28号(平成22年７月25日発行）
特集①平成22年療養費改定とその背景／特集②手技療法家のためのコミュニケーシ
ョン術／特集③治療家がとっておきたいもう１つの資格～健康管理士／特集④専門学
校探訪／特集⑤民主党のすすめる統合医療の今後／他

第27号(平成22年４月25日発行）
特集①民主党政権が目指す手技療法業界とは？／特集②覆面座談会～教育現場から見
た柔整業界の今後／特集③レセプロ(M)(R)のネット会員増加中／特集④第18回国試
合格者発表／特集⑤ネーミング入門～流行る治療院のネーミングはココがちがう／他

第26号(平成22年１月25日発行）
特集①食べる社会貢献と接骨院の取り組み～ファーマーズマーケット／特集②リラクゼ
ーションサロンに見る人材教育のノウハウ／特集③新春対談 今年流行る治療院スタ
イルを占う／新春メッセージ～長妻昭厚生労働大臣／他

第24号(平成21年7月25日発行）
特集①新型インフルエンザ対策などにみる院内感染予防法／特集②施術院の常識③
国民健康保険団体連合会／特集③専門学校探訪「学校法人西田学園アルファ医療福祉
専門学校／特集④開業セミナーに見る柔整師気質／他

第23号(平成21年４月25日発行）
特集①緊急電話アンケート～あなたの院では経済不況の影響を受けていますか／特集②
歯科医師が考案した美顔術～メディカルリンパケア／特集③第17回国試合格者発表／
特集④学院紹介／特集⑤不況時代を乗り切る！もう１つの資金調達法／他

第21号(平成20年10月25日発行）
特集①超多忙の年末に備える ！／特集②メディカル・サポート・コーチング／特集③手技
療法業界の将来を読む／特集④学院紹介「東京整体医学院」／特集⑤いまさら聞けない
施術院の常識①健康保険／他

第36号(平成24年7月25日発行）
特集①どうなる療養費改定!?／特集②正しい交通事故対応法～施術と請求の問題／特集③
専門学校探訪「学校法人山野学苑 山野医療専門学校」／特集④ＮＰＯ法人日本手技療法
協会・整体師会で差別化を図る／消費税増税と手技療法／他

第20号(平成20年７月25日発行）
特集①モンスターペイシェントの実態／特集②話題のホリスティック医学とは？／特集③
勝てるチラシのつくり方／特集④専門学校探訪「信州医療福祉専門学校／特集⑤セミ
ナー開催のツボとコツ／他

第19号(平成20年４月25日発行）
特集①食育と手技療法／特集②後期高齢者医療制度とその裏側／特集③究極の自由
診療～技・極める／第16回あマ指師、はり師、きゅう師、柔整師試験合格者発表!!／学院
紹介／成功への道／治療家のための法律入門／業界ニュース／他

第18号(平成20年１月25日発行）
特集自費導入に成功した柔整師３氏による新春スペシャルトーク／潮流・平成20年度の
厚労省予算／各界からの新春メッセージ／治療院業界専門の人材派遣の有効利用／
専門学校探訪／他

第17号(平成19年10月25日発行）
特集①請求団体を探る２～退会理由№1はいったいなに？〈ココがイヤで辞めました〉／
特集②体幹チューニングPart.2～“最高の戦闘状態”にもっていく体幹チューニング応
用した施術／特集③学院紹介／特集④民間資格の法律的背景／他

第16号(平成19年7月25日発行）
特集①ＡＴのワザを日常の手技に取り入れる～アスレティックトレーナー三巨匠に聞く／
特集②請求団体を探る／特集③カリスマ養成講座～リーダーの条件／専門学校探訪／
自由診療に役立つ機器導入／岩盤浴、衛生管理は万全か!?／他

第15号(平成19年４月25日発行）
特集①「初歩の会計教室」番外編～いまさら聞けない超初級会計の話／特集②必見 ！
自由診療向け技術セミナー／第15回国試合格者／成功への道／企業に見る現代社員
気質／新連載・コラム「区役所の現場から」／他

第14号(平成19年１月25日発行）
特集①新春覆面座談会～国家資格はもういらない？／特集②ＳＰマークとその効用～
取得者に聞く「取得過程で悩みは解決」／リハビリ難民を救うか？“リハビリハートプラ
ン”／成功への道／新連載・集客革命／他

第13号(平成18年10月25日発行）
特集①覆面座談会～専門学校３年生だからみえる学校と業界／特集②“高齢者向け
筋トレ”を中心とした介護予防のノウハウを学ぶ「介護予防運動指導員」の将来性／特
集③知らなかったではすまされない ！ 保険請求と個人情報の関係／他

第12号(平成18年７月25日発行）
特集①無料レセプト発行用ソフトとポータルサイト／特集②開業資金節約、不用品のリサ
イクルで経営改善／特集③治療院における個人情報保護／院内デザインの実際vol.4
／節税対策と資産形成（後編）／他

第11号(平成18年４月25日発行）
特集①特報 ！ 無料で手に入るレセプト発行用ソフト／特集②自由診療に役立つ学校～
増患・増収につながる技術の習得／交通事故と接骨院／院内デザインの実際vol.3／
第14回国試合格者発表／他

第10号(平成18年１月25日発行）
特集①節税対策と資産形成～生命保険の活用…前編／特集②交通事故の保険請求
～仕組みと実際／特集③人材派遣の活用を考える／特集④続・院内デザインの実際
／新春メッセージ／他

第９号(平成17年10月25日発行）
特集①院内デザインの奥義／特集②ホームページの活用とポータルサイト／特集③
国試対策は万全ですか？／上田曽太郎の初歩の会計教室／花谷博幸 勝ち組治療院
のツボ／治療院開業マニュアル／成功への道／他

第５号(平成16年10月25日発行）
特集①覆面座談会～行きたい・行きたくない治療院／特集②不正請求の実態PartⅢ
／特集③成功への道／事件ファイル～威力業務妨害／鰯酸はＤＨＡ・ＥＰＡを安全に摂取
できる／柔整専門学校入試情報／他

第８号(平成17年７月25日発行）
≪日本手技療法協会ＮＰＯ認証記念号≫
特集①不正請求の実態Part.5～患者アンケート〈保険者からの照会が増加〉／特集②
“増患請負人”の　 テクニックを公開／院長直言／他秘

創刊号～第４号、第６号、第７号、第22号、第25号、第32号、第34号、
第37号については、完売しております。会員限定で有料によるコピー
サービスを行っております。詳しくは下記までお問い合わせ下さい。

第38号(平成25年１月25日発行）
特集①手技療法家に聞きました～どうする、どうなる
2013年／特集②専門学校探訪「学校法人中央医療学
園 中央医療学園専門学校」／特集③「シリーズ喝 ！」柔
整師かくあるべし ！
連載 人材を人財に変える教育術／続・治療費の請求と
支給／手技療法家の独白／治療家のための法律入門
／コラム「区役所の現場から」／上田曽太郎の初歩の会
計教室／戦略院長養成塾／岩﨑由純の「読む癒し」／
吉田正幸の集客革命／花谷博幸 勝ち組治療院のツボ
／訪問マッサージの現状／成功への道 他
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読者アンケート&プレゼント書
名

　身
体
の
ね
じ
れ
を
治
し
て
健
康
に
な
る

著
者

　滝
本

　久
栄

発
行

　現
代
書
林

定
価

　一
、
三
六
五
円
（
税
込
）

同
封
の
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
の

ア
ン
ケ
ー
ト
に
お
答
え
い
た

だ
い
た
方
の
中
か
ら
抽
選
で

５
名
様
に
左
記
の
単
行
本
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
!!

ぜ
ひ
ご
応
募
下
さ
い
!!

「バランシング・タッチ療法」とは、アンド
ルー・ワイル博士によって命名されたは体の
ねじれに着目をした独自の整体施術法です。

● 身体のねじれを治して健康になる

■ 普段の何気ない動作が体をねじらせていて、体のね
じれがひどくなると、さまざまな不調を引き起こすとした
ら…。若いころから武道に親しみ、東洋医学の道に進んだ
著者が開発した体のねじれに着目した整体施術法である
「バランシング・タッチ療法」を紹介。同療法がどのような
病気にアプローチできるかを説明している。

　

▼
国（
環
境
省
）は
東

京
電
力
福
島
第
１
原
発

事
故
に
よ
る
除
染
作
業

を
開
始
し
て
い
る
。作

業
は
放
射
性
物
質
を
含

む
雑
草
や
表
面
の
土
を

削
り
取
り
仮
置
き
場
に
移
す
作
業

だ
。除
染
は
住
民
の
帰
還
実
現
に

不
可
欠
だ
が
、発
生
す
る
汚
染
土

壌
な
ど
を
長
期
保
管
す
る
中
間
貯

蔵
施
設
の
建
設
ど
こ
ろ
か
、多
く

の
市
町
村
で
は
一
時
保
管
の
仮
置

き
場
す
ら
決
ま
っ
て
い
な
い
。除

染
作
業
を
し
て
い
る
地
域
で
は
汚

染
土
壌
だ
け
が
積
み
上
が
っ
て
い

く
が
国
の
動
き
は
遅
い
。こ
の
こ

と
は
数
多
く
出
る
原
発
の
使
用
済

み
核
燃
料
の
処
分
方
法
も
決
め
な

い
で
再
稼
働
に
ゴ
ー
サ
イ
ン
を
出

す
こ
と
に
つ
い
て
も
同
根
だ
。面

倒
な
こ
と
を
未
来
の
人
間
に
託

す
先
送
り
は
政
府
や
政
治
家
の

仕
事
放
棄
だ
。ま
た
国
の
発
表
や

マ
ス
コ
ミ
報
道
に
よ
る
除
染
作
業

の〝
除
染
〟と
い
う
言
葉
に
つ
い
て

も
、作
業
に
よ
っ
て
放
射
性
物
質

が
な
く
な
る
の
で
は
な
く
場
所
が

移
る
だ
け
の〝
移
染
〟に
他
な
ら
ず

〝
除
染
〟の
文
字
か
ら〝
移
染
〟の
イ

メ
ー
ジ
は
浮
か
ば
な
い
。こ
れ
か

ら
も
十
分
注
意
し
て
言
葉
を
使
っ

て
い
き
た
い
。（
さ
）

　

▼
第
１
８
３
回
国
会
に
お
け
る

施
政
方
針
演
説
の
席
上
、安
倍
晋

三
内
閣
総
理
大
臣
は
最
後
の
部
分

で「
我
々
は
、『
何
の
た
め
』に
、国

会
議
員
を
志
し
た
の
か
」と
議
場

の
国
会
議
員
に
語
り
か
け
た
と
い

う
。果
た
し
て
何
人
の
国
会
議
員

が
ま
と
も
な
回
答
が
で
き
る
か
は

別
と
し
て
、今
春
、柔
道
整
復
師
の

試
験
に
合
格
し
た
人
た
ち
は「
何

の
た
め
に
」に
柔
整
師
を
志
し
た

の
で
し
ょ
う
か
？　

今
回
、国
家

試
験
の
結
果
、柔
整
師
の
合
格
率

は
過
去
最
低
の
68
・
２
％
。そ
れ
を

聞
い
た
あ
る
関
係
者
は
、「
合
格
す

る
の
も
大
変
。合
格
し
て
か
ら
も

大
変
。冬
の
時
代
で
す
ね
」と
語
っ

て
い
た
。そ
ん
な
時
代
だ
か
ら
こ

そ
、「
何
の
た
め
に
柔
整
師
を
志
し

た
の
か
」と
い
う
こ
と
を
忘
れ
ず

に
頑
張
っ
て
ほ
し
い
。（
あ
）

　

▼
Ｔ
Ｔ
Ｐ
交
渉
参
加
を
め
ぐ
っ

て
医
療
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。参

加
に
よ
っ
て
収
入
差
に
よ
っ
て
受

け
ら
れ
る
医
療
の
レ
ベ
ル
が
異
な

っ
て
く
る
ら
し
い
。か
た
や
、４
月

か
ら
が
ん
幹
細
胞
の
根
治
を
目
指

し
た
臨
床
研
究
が
始
ま
り
、最
近

の
医
学
の
進
歩
は
め
ざ
ま
し
い
も

の
が
あ
る
。そ
ん
な
先
進
医
療
を

誰
で
も
受
け
ら
れ
る
公
平
な
社
会

を
期
待
し
た
い
。（
柚
）

　

▼
い
さ
さ
か
古
い
デ
ー
タ
だ

が
、米
国
世
論
調
査
機
関
ギ
ャ
ラ

ッ
プ
が
２
０
０
５
～
２
０
０
９
年

に
か
け
て
世
界
１
５
５
カ
国
・
地

域
を
対
象
に
行
っ
た
世
論
調
査
の

結
果
、住
民
が
幸
せ
と
感
じ
て
い

る
割
合
が
最
も
高
い「
世
界
一
幸

福
な
国
」の
１
位
は
デ
ン
マ
ー
ク

で
、続
い
て
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、ノ
ル

ウ
ェ
ー
、ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、オ
ラ
ン

ダ
の
順
で
米
国
は
14
位
、英
国
17

位
、韓
国
56
位
、日
本
は
81
位
、中

国
は
１
２
５
位
だ
っ
た
。上
位
５

カ
国
の
う
ち
４
カ
国
を
北
欧
の
国

が
占
め
て
い
る
。１
位
の
デ
ン
マ

ー
ク
は「
政
治
に
お
け
る
腐
敗
が

世
界
一
少
な
い
国
」「
女
性
の
社
会

進
出
率
が
高
く
、80
％
近
い
女
性

が
働
い
て
い
る
」「
農
業
は
自
給
率

が
３
０
０
％
」「
国
家
予
算
の
75
％

が
教
育
、文
化
、医
療
保
険
、福
祉

に
使
わ
れ
て
い
る
社
会
福
祉
国
家

（
社
会
主
義
国
で
は
な
い
）」と
し

て
知
ら
れ
て
い
る
。国
民
の
基
本

的
な
ニ
ー
ズ
が
ほ
ぼ
満
た
さ
れ
て

い
る
た
め
だ
ろ
う
。最
近
の「
ア
ベ

ノ
ミ
ク
ス
」に
よ
っ
て
経
済
が
活

性
化
さ
れ
る
こ
と
は
国
民
に
と
っ

て
歓
迎
す
べ
き
と
こ
ろ
な
の
だ
ろ

う
が
、や
は
り
社
会
福
祉
は
国
民

の
幸
せ
に
と
っ
て
か
け
が
え
の
な

い
も
の
だ
と
言
え
る
だ
ろ
う
。そ

の
一
翼
を
担
う
治
療
業
界
の
果
す

べ
き
役
割
は
今
後
ま
す
ま
す
重
要

と
な
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。（
木
）

編集後記
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〒101-0041　東京都千代田区神田須田町1-8　 TEL：03(5289)8171　FAX：03(5289)8173
受付時間：平日10:00～18:00

E-mail：info@jha-shugi.jp  URL：http://www.jha-shugi.jp
■詳しい資料を無料でご送付いたします。

万が一の施術事故､その対策は万全ですか？
一般社団法人日本治療協会は手技療法家および民間手技施術家の立場を保護し、手技業界の地位

向上および発展を目的とする団体です。１万人を超える施術家の方々から、クレーム対応や賠償

問題といった施術トラブルへの対策としてご加入頂いております。

正会員Ａ 13,000円

準 会 員

民間手技施術家（整体･リラクゼーション等）対象

正会員Ｂ 1,800円

 

会員種別 条　　件 会費(年払いの場合） 会費(月払いの場合）会
員
種
別

当会が認定する国家資格を
１つ以上有し､手技療法･民間
手技施術を業として行う方

■会員種別、会費等のご案内
手技療法家（国家資格者）対象

11,000円 1,100円

1,300円

18,000円当会が認定する民間手技
施術を業として行う方

*当会が認定する国家資格は柔道整復師・鍼師・灸師・あん摩マッサージ指圧師の4資格となります。
*入会金および保険料は無料です。会費以外の費用は掛かりません。
*学校・治療院における練習およびボランティア活動への参加時の手技は業とみなされません。

ＪＨＡが提供する主な福利厚生
●施術トラブル／クレーム対応無料電話相談・ＪＨＡ  ＮＥＷＳの発行・会員保障制度など
※本会は会員保障制度の確実な履行のために、会員全員を包括被保険者とした賠償責任保険包括契約を損害保険会社と締結しております。

 

お支払いできる主な内容
１. 会員本人の手技に起因する利用者のケガ等が対象です。
２. 対人保障限度額は１億円（正会員Ａ、正会員Ｂ）です。
３. １事故あたりの免責額は国家資格者１万円、民間手技施術家３万円です。
４. 法律上負担した損害賠償金が保障の対象となります。
５. その他訴訟・仲介・和解の費用など、本会が認めた費用が保障の
　  対象となります。
＊  1  （４＋５）－免責額＝支払金となります。
＊  2  他保険・他共済と重複して支払われる時は按分の支払いとなります。

お支払いできない主な場合
１. 会員の故意によるもの。
２. 名誉毀損、秘密漏洩に起因する賠償責任。
３. 美容を唯一の目的とする行為に起因する賠償責任。
４. 施術の結果を保障することにより加重された賠償責任。
５. スラスト法による頚椎に対する賠償責任。
６. 無資格者が行った鍼灸行為によって生じた賠償責任。
７. 外科的手術、薬品の投与もしくはそれらの指示を行うことに
　  よって生じた賠償責任など。

会員保障制度概要

病気やケガによって働けなくなったとき、所得が保険金にて補償されます。
また、ご希望の方にはケガによる死亡・後遺障害が発生した場合の補償を特約として追加することができます。

●エステティシャン保険（個人向：保険料18,000円／人・年）
【補償内容】提供する美容サービス業務によってお客様にケガをさせてしまった場合等
※フォトエステ・セルライト・脱毛・ボディ美容サービス・フェイシャル美容サービス等（医療行為を除く）
●エステサロン保険（保険料24,000円／店舗・年）
【補償内容】店舗内での事故、預かり品の破損・紛失、販売した製品の使用に関するトラブル等

Ｊ
Ｈ
Ａ
保
険

サ
ー
ビ
ス

の
ご
案
内

Ｊ
Ｈ
Ａ
保
険
サ
ー
ビ
ス
は

Ｊ
Ｈ
Ａ
が
運
営
す
る
保
険

代
理
店
で
す
。

■所得補償保険（ＪＨＡ会員専用）

■エステ保険（非会員もご契約頂けます）
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